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「フェリシア・スワローズ。今日この時をもって貴様との婚こん約やくを破は棄きする」

　長かった。

　目の前で思い切り私を睨にらみつけているセス・キャボット殿でん下か。

　正しよう真しん正しよう銘めいこの国の王子様であり、絵本に出て来て少女達の初はつ恋こいをかっさらいそうなキラッキラの最上級イケメンである彼と五歳で婚約し、次期王おう妃ひとしての教育を受け十六歳にまでなったこれまでの時間が、走そう馬ま灯とうのように私の頭の中を駆かけ巡めぐる。

　私は様々な感情を吞のみ込み、押し殺し、いつも通りに優やさしく微笑ほほえんだ。

「それが殿下のお望みでしたら」

　一いつ切さいの言い訳も縋すがりもせずに受け入れた私を、殿下は強く睨み続ける。一方、その隣となりに立つ新たな殿下の婚約者となるのだろうリリアナ様は可愛かわいらしく戸と惑まどった顔をしている。

　そのどちらの反応にも目立ったリアクションを取る事はせず、私は二人に背を向けた。婚約者に婚約を解消された可か哀わい想そうな女なんて思われないように、背筋を伸のばし凜りんとして歩く。

　まだいけない。

　まだ、表情を、崩くずしてはいけない。

　すっかり二人から私の姿が見えなくなっただろう学園から離はなれた所まで歩いた私は、辺りに人ひと影かげが無い事を確かく認にんするとさっと茂しげみの中に入り…くずおれた。

　もういいよね。我が慢まんしなくていいよね。ずっと頑がん張ばって来たんだから……いいよね。

「ふ、ふふふふふ！　やっと！　やっと婚約破棄してくれたわ！」

　ああもう、さっきから、込み上げて来る笑いを抑おさえるのが大変で大変で仕方なかった！

「これでシナリオ終しゆう了りよう、めでたくバッドエンドね！　まったく、私は王妃なんてまっぴらごめんなのよ！　俺様な性格だって大だい嫌きらいだし、将来の伴はん侶りよが強制的にそれなんて絶対嫌いや！　そもそも貴族暮らしからして性しように合わない！　シナリオ通りならこのまま私の両親は私を切り捨てて私一人が平民降格になるはず…婚約破棄は向こうからだから家に迷めい惑わくはほとんど掛かからない！　つまり両親や義理の弟から恨うらまれまくる事もない！　これから私のハッピー平民自給自足ライフが始まるの！」

　私は間ま違ちがっても誰だれかに聞き咎とがめられないようにと、超ちよう小声早口なのに大笑いするという器用な事をしながらフィーバーした。

　これまで私は殿下の婚約者として次期王妃としてスワローズ家長女として公こう爵しやく令れい嬢じようとしてと、お淑しとやかに恥はじとならないようにしなければならなかった。だけどそれももう後少しで無くなる。もうすぐ！　私は解放されるの！

　私はテンションは高いままながらはしたなく大笑いするのをすっとやめる。そして虚こ空くうに向けて両手を合わせた。

「ありがとう、リリちゃん。私を嵌はめてくれて」

　女め神がみを讃たたえるような気持ちで、私は先さき程ほど殿下の隣に立っていた可愛らしい女の子、こっそりと脳内でリリちゃんと呼んでいる伯はく爵しやく令嬢リリアナ・イノシーちゃんへと感謝のテレパシーを送る。もちろん私にテレパシー能力は無い。こういうのは気持ちだ。

　リリアナ・イノシー。彼女は本来であればこの世界──この〝ゲーム〟の〝悪役令嬢〟であり、〝主人公〟である私に負け、むしろ今の私のように殿下に追い詰つめられる立場となる運命だった。

「あの殿下、性格が俺様な時点で私には友人になるのも無理なタイプだったけど、リリちゃんは本気で好きみたいだし…うん、きっと素す敵てきな王妃様そして国母になってくれるって信じてる。頑張って」

　私は無責任に他人ひと事ごととしてリリちゃんの幸せを願った。なんて自分本位。なんて最高な立場だろう。今の私は身軽、この一言に尽つきる。羽が生えたようだ。むしろ今までが常に手て枷かせ足枷で生きていた。

　感謝するだけ感謝した私は、さっさと頭を切り替かえて今後の生活を恐おそらく爛らん々らんとしているだろう希望に満ちた目で夢想し胸を高鳴らせる。

「私はゲーム通りに行けば平民降格でその辺の町に家だけ与あたえられて放ほうり出されるはずよね。ゲームでのリリアナはそれが死ぬ程屈くつ辱じよくだったみたいだけど、私にはご褒ほう美びだわ。住居ももらえるし、一年は遊んで暮らせるぐらいお金ももらえるし、むしろこれって至いたれり尽くせりよね。前世と同じでパン屋さんで働きたいなぁ。スタッフ募ぼ集しゆうしてないかなぁ」

　我ながら独り言がとんでもない事になっているけど、これは今まで表には出さず我慢し我慢し我慢し続けて来た反動が出ているだけだから、今は許してほしい。と、誰にするわけでもない言い訳を一つ。

「ああ、正式に婚約破棄が決定するのと家と学園から放り出されるのはいつかしら！　ゲームでは後日談としてさらっと流されちゃっていたからわからないのよね！　この先を知っているからわくわくは出来るけど、放置プレイが長過ぎると決定前に飛び出しかねないわ！」

　私はわくわくわくわくと草の上をごろんごろん転がり騒ぎ、最後に思う存分感情を発散させる。一ひと頻しきり満足が行くと、乱れた髪かみや服装をささっと直し一見茂みから出て来たようには見えないだろう優ゆう雅がさで茂みから出た。

　それから完かん璧ぺきな所作で学園に向けて歩き出す。

　フェリシア・スワローズはまだ家を放り出されていないし、正式には殿下の婚約者のままだし、レディローズと二つ名を轟とどろかせる完璧な公爵令嬢だ。

　私が本来の私として生きて行けるのは、もう少し先。ちゃんとわかっていましてよ。このドレスについた草や土の汚よごれと木の枝に突つっかかったほつれは、うっかり転んでしまっただけなのです。完璧令嬢のレディローズとはいえ、この程度の失敗はありますわ。ふふふ。
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　私、フェリシア・スワローズが人とは違うと自負している所を二つ言おう。

　一つ、演技力。培つちかった経けい緯いは二つ目との関連性が大き過ぎるから省くとして、十六歳という年ねん齢れいで私程の演技力を日常から発揮し周囲を欺あざむける人間はそう多くないと思う。

　二つ、私には前世の記き憶おくがある。これだけ言うと頭がイかれているようだけど、さらに我ながらイかれていると思うのが、前世で私は今自分の暮らしている世界と自分や周囲の幾いく人にんかが登場する乙おと女めゲームをプレイしていて、その上今の私の立ち位置がそのゲームの主人公そのものという所だ。

　乙女ゲームとは、プレイヤーが女の主人公を操あやつり男の攻こう略りやく対象キャラクター達から好かれるようにシナリオを進める、恋れん愛あいする事を目的とした恋愛シミュレーションゲームを指す。私が居るこの世界、その元となった前世で私がプレイしていて大好きだった乙女ゲームの名前は『救国のレディローズ』という。生まれ変わった当初、私はこの世界がその『救国のレディローズ』、通つう称しようレディロの世界でさらには自分がその主人公として生まれ変わっただなんてまったく思っていなかった。

　その大きな理由は、レディロが主人公の名前を自分で決めるタイプのゲームで、デフォルト名…予あらかじめゲームに入力され決められている名前が無かったからだ。

　おかしいと思う要素だけならいくつもあった。外国人、しかも超金持ちの家に生まれたのはいいとして、スワローズなんて珍めずらしい家名だとは思ったし、国名に聞き覚えがある気がしたし、周りの人は皆みな洋風顔と色しき彩さいなのに言語や書き言葉が日本語だった。文化レベルにしても、前世の世界を少し過去に戻もどしたようなもので、そのくせ前世とは微び妙みように違うまるで意図的にずらしたような違いがある。他ほかにもこの世界にはフランスという国は存在していないのにフランスパンが存在するだとか。私の前世の世界と関連した世界なんだろう、平行世界のようなものだろうか？　とは思っていた。

　それはそうと、前世の記憶というか常識的価値観を幼いころから持っていた私は、生まれ変わった直後の記憶こそはっきりとは覚えていないけど、両親が権力大好きなクズであると気が付いた。さらには両親の視線言動その他諸もろ々もろで自分が愛されていないし道具としてしか見られていないのもわかってしまった。そんな両親から、望んでもいない贅ぜい沢たくの対価にと貴族の義務を押し付けられる生活が、私は嫌で堪たまらなかった。…この時点でもう既すでに、私は家から逃にげたいといつも思っていた。

　そんな私がこの世界の事に漸ようやく気付いたのは五歳の時。勝手に親に決められた婚こん約やく者しやの俺様殿でん下かことセス・キャボット様に会った時だ。五歳だったけど、彼は明らかに見た目も中身もレディロのメインヒーローだったのだ。一目見た瞬しゆん間かん気付かざるを得なかった。この世界が『救国のレディローズ』だと。

　ところで私は、俺様な性格というものに前世の兄のせいで激しい拒きよ絶ぜつ感かんがある。天才で完璧で要領良く周り全すべてを味方にするお兄ちゃんには、それはもう私の人格形成に大いに影えい響きようを与えてもらった。前世であり過去でありどうしようもない事であるとはいえ、今世でも忘れられようもない盛大なトラウマだ。お陰かげで前世の幼少期の頃ころから演技力を磨みがけて、今世でも磨いた分と合わせて中々の特技になったとは思うけど。

　そんな訳で、私は前世でレディロをプレイした時も俺様殿下セス様のルートは各エンド一周だけしかしていない。こんな事口に出そうものならちゃんと全エンドやっているんじゃねぇかよと思われそうだけど、他のキャラのルートだと全員各エンド二ふた桁けたは軽くやっているので察して欲しい。ただのレディロファンとして一応目を通しただけなのだと。

　さて、俺様殿下と婚約しこの世界をレディロと認にん識しきし、俺様殿下なんてごめんだわと必死に避さけようとした私だけど、名前だけの婚約ですとは残念ながら行かず、仲良くなるんだぞと言わんばかりに殿下と二人きりにされ放置される事が多々。親から愛されていないとはいえ、自ら殿下に無礼を働いて両親から叱しつ咤た折せつ檻かんされるなんて絶対に嫌いやだったし、中ちゆう途と半はん端ぱに婚約破は棄きだけされ、家で肩かた身みの狭せまい思いをしながらも縛しばり付けられ自分より二回りも歳上の悪評高いロリコン男と無理やり政略結婚させられるのも嫌だった。

　だが、そんな私の思考なんてつゆ知らず俺様殿下あの野や郎ろうはこれまで俺様我が儘まま三ざん昧まいを思う存分発揮してくれやがり、大人の余よ裕ゆうを合い言葉に穏おだやかに微笑ほほえむ私を何度キレさせかけた事かわからない。もし同程度の身分差だったら一日三回はぶん殴なぐっていかねなかった。この世界の王族の権限が強過ぎるお陰で俺様殿下は命拾いした。

　一応注ちゆう釈しやくさせてもらうけど、私は別にキレやすいわけじゃない。無む駄だに顔だけは素す晴ばらしくいい殿下のイケメン補正が俺様属性への忌き避ひ感かんによって丸ごと消され、一いつ切さい効かないだけだ。

　そんな私の天敵である婚約者、そしてそれと結婚させる為ためにと厳しくなる教育、望んでもいないのに王おう妃ひになる責任と重圧。耐たえられる訳がない。婚約者を心の支えに出来そうな気がまるでしないし、むしろストレス倍増で倒たおれそうだし、親からの精神ケアも期待出来ないし、そんな不安と嫌けん悪おだらけで勉強にも身が入る訳がないし、王妃になりたくないし、婚約者嫌だし…。……このように無限ループの嫌嫌嫌に取り憑つかれた私は、何としてでも逃げようと決意した。

　それが六歳の時。今から十年前だ。

　そうなると次の問題は、どう平和的に、出来る限り自分の負担を少なく婚約を解消し、家から逃げ出し生きて行くか、だ。

　しかしなんと、その方法も手段も最初から私は知っていた。夜中真しん剣けんに泣きながら考えていた六歳児は、それに気付いた。

　レディロの悪役令れい嬢じよう、リリアナ・イノシーが、ゲーム内で主人公と俺様殿下セス様とのハッピーエンドで辿たどる事となる、家を追い出され平民に身分を落とされるその終わり方はまさに今の私の理想そのものだと。

　しかも！　願っても無いことに、リリアナは俺様殿下セス様が好きだからと婚約者である主人公が気に入らず嫌がらせをしまくる。それに主人公はそんな事やっていませんわと否定し続け、健けな気げに直ひた向むきに立ち向かい、見事俺様殿下セス様の信しん頼らいを勝ち取り逆にリリアナの今までの嫌がらせや虚きよ言げんが発覚し、リリアナが罪を暴あばかれる。ハッピーエンドの俺様殿下セス様ルートはそういうストーリーだ。なんだけど…これはつまり、私が否定せず全肯こう定ていしちゃえば、リリアナの立場にそっくりそのまま私が成り変われる可能性があるという事だ。

　気付いた途と端たん大興奮した私は、それからの俺様殿下の我が儘三昧も王妃教育も冷めた生活も重圧も耐えた。耐えて耐えて、学園に入学し愛いとしの悪役令嬢、いや私を助けてくれる天使令嬢リリちゃんを一目見た瞬間恋こいに…は落ちなかったけど嬉うれし過ぎて泣きそうになった。元々社交界なんかでリリちゃんと面識はあったけど、ゲームの舞ぶ台たいで会った事で希望が胸を満たし涙るい腺せんが刺し激げきされてしまったのだ。俺様殿下との日々により余計に鍛きたえられた演技力が仕事をし、表情筋がほぼ自動で優ゆう雅がな微笑みを作ってくれていなければ大変なところだった。

　それからの日々、私はリリちゃんが嫌がらせをして来る度たびにこれが私の幸せへの軌き跡せきかと思えて本当に嬉しかった。リリちゃんは、自分が俺様殿下にどんな噓うそを吐ついて私の評価を下げてくれたのか、胸を張って逐ちく一いち報告してくれた。その度に私はありがとうと伝えたくて仕方なかった。

　しいて心残りを挙げるなら、私が俺様殿下の婚約者だったばっかりにリリちゃんに嫌きらわれ、これからも邪じや魔まな女だったと思われ続けるんだろうなって事だけだ。

　さて、そこそこ搔い摘つまんだ私の人生の回想はここらで終わりにしよう。

　なんといっても今この場所は裁判所。私が居るのは被ひ告こく席なのだから。

「では、フェリシア・スワローズ嬢。この婚約解消に異論は無いかね」

　静まり返った裁判所、正式な場で私の待ちに待った言葉で陛下が問う。問うというにはその語ご尾びの音には疑ぎ問もん符ふが聞き取れず強制力があったけど。でもいい。元から私は一切異論を申し立てる気など無いのだから。

　私は真っ直すぐに陛下の顔を見返した。その顔は私よりよっぽど情けなく、普ふ段だんの優やさしいけれど威い厳げんが滲にじみ出ている陛下には似つかわしくなく、眉まゆが下がっている。私の今後を心配してくれているのだろうか。

　思えば陛下にもお世話になった。立場上あまり会う機会が多かったとは言えないけど、私は心優しいこの方が好きだった。前世含ふくめ私が今まで出会って来た中で一番優しい大人を挙げるとするなら、私は陛下を選ぶだろう。前世も今世も碌ろくな大人と関かかわれなかったせいでもあるけど。ああ、きっともう二度と会える事はないだろう。寂さびしいな。

　それでももちろん、私の答えはただ一つ。

「はい、御ご座ざいませんわ」

　今この時をもって私は！　晴れて！　自分にとって最低最悪な未来からの回かい避ひに成功したのです！
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　裁判が終わって家に帰るや否いなや、私は呆あつ気けない程簡単にスワローズ家から追放してもらえた。

　与あたえられた…というか手切れとして渡わたされた、予想通りでレディロの中でリリアナが辿ったシナリオ通りに、一年は遊んで暮らせる資金と住居の鍵かぎを持ち、私は馬車での最後の送そう迎げいを断って簡素なワンピースで家を飛び出した。そんな私の表情は──無論、満面の笑えみである。

　テンションはうなぎ登りで上限を知らず高まって行く。今にもスキップしてしまいそう！　これから仕事探しにご近所付き合い、その土地の慣習にも馴な染じまなきゃ！　大おお忙いそがし！　なんて幸せな大忙しなの!?

　まぁ！　いつの間にか本当にスキップしちゃっていたわ！　あらやだ、言葉がまだたまに令嬢っぽくなっちゃっている！　もう必要ないのに！　そう！　必要ないのに！

　スキップじゃ足りない！　ダンスの先生に教えられている時は大嫌いだったのにワルツを踊おどりたい！　一人で馬ば鹿かみたいにワルツを踊るだなんて素す敵てき！　ああでも、ワルツってやっぱり令嬢っぽいし…ここはコサックダンス!?　やった事無いけどコサックダンスにトライしちゃう!?

　家を出て十五分足らずにして私がテンションの上がり過ぎにより錯さく乱らんし始めた頃、黒歴史を生み出す前で丁度良かったのかもしれないけれど、目の前に私のテンションを落ち着かせる…要するにテンションをだだ下げ通常のテンションへと引き戻もどす人物が立ち塞ふさがった。

「フェリシア様…！」

「…あら、エヴァン様」

　私の目の前に立ちはだかるはレディロの攻こう略りやく対象キャラの一人…学園で主人公に一ひと目め惚ぼれし、婚こん約やく者しやが居ようと諦あきらめ切れないと主人公に迫せまって来る肉食系。けれどわんこ属性で主人公の言う事には逆らえない茶ちや髪ぱつ緑目の当然イケメンな同級生エヴァン・ダグラス君。

　俺様殿でん下かと比べて情報が具体的なのは当然の話。私の好感度の差だ。

　でも自由を手に入れる為ためなら大好きなゲームキャラとはいえ眼中無しで最初から恋れん愛あいする気皆かい無むだった私にとって、この場面でイレギュラーにもキャラと遭そう遇ぐうするなんて事態には不安しか感じない。豪ごう華か絢けん爛らんだけど冷たい鳥とり籠かごから羽ばたいて行こうとする私に、貴様何の用だ。

「私は…フェリシア様が無実だと確信しております！　共に貴女あなたの汚お名めいを返上しましょう！」

　あ、いえ、盛り上がっているところ悪いんですけど、マジでそういうのいいんで。

　これがゲームの一場面なら一枚絵スチルが手に入りそうな真剣な表情で朝日をバックに訴うつたえかけて来るエヴァン君。朝焼けに透すける柔やわらかそうな茶髪が綺き麗れいで、真っ直ぐな強い意志を感じるキリッとした緑色の瞳ひとみは美しく、なのに顔立ちはまだ年ねん齢れい故ゆえに可愛かわいらしさを残しつつも男らしくて格好良い。しかし私の内心のせいでかなり間ま抜ぬけな図に成り下がっている。かわいそう。

「エヴァン様、それは貴方あなたの買いかぶりですわ。私は確かに殿下に近付くリリアナ様に嫉しつ妬とに駆かられ我を失い、取り返しのつかない事を致いたしました…。これは、その罰ばつ。それを受け入れる事こそが、私に残された殿下への唯ゆい一いつの罪つみ滅ほろぼしなのです」

　はい、この程度の口から出まかせは、俺様殿下がやらかした事に巻き込まれ両親から叱しつ咤た折せつ檻かんされないように日々培つちかってきた私には余よ裕ゆうです。悔くいるような苦笑もオプションにつけちゃう。

「フェリシア様、そんなにも…殿下の事が…っ」

「ええ…一生に一度の恋でしたわ」

　淡あわく涙なみだを浮うかべ、憂うれうように空を見上げた。あー朝焼け眩まぶしいわー。

　私が大嫌いな俺様殿下をあくまで好きだった設定にしている事には理由がある。本来、私の今の立ち位置はリリちゃんが立つはずの場所だった。そこに主人公役の私が立つ事で望まないシナリオ変化が生まれ、望まない結末になる危険性を想定したのだ。

　エヴァン君はレディロ主人公に一目惚れ設定だ。という事は、ここで私がボロを出し間ま違ちがってエヴァン君ルートに入ってしまうと、もしかしてもしかしたらエヴァン君の好意という名の刃やいばによりリリちゃんの優しい噓が暴かれて私の汚名が返上されてしまい、私はスワローズ家へと再度迎むかえ入れられてしまうかもしれない。

　ダメ。そんなのダメ絶対。殿下から逃にげられ王おう妃ひとなる道から外れられても、公こう爵しやく家と貴族としての重圧がリターンなんて無理。我が儘ままでも無理。

　だから、ここで間違っても救済の如ごとき孔こう明めいの罠わな、エヴァン君ルートに入らないよう私は注意を払はらわなければならない。

　それにあたり、俺様殿下の事まだ好きよって言い訳が都合良いかなってそれだけの理由で殿下を好きなふりをさせてもらっている。セス様、貴様の事は微み塵じんも好きじゃないけど名前だけ借りるね。

「…もう行かなくては。旅立ちはやはり朝に限りますわ。エヴァン様、最後に私に会いに来てくださりありがとうございました。貴方は優しい、私の友でした」

　涙目の笑顔で、遠回しにお前恋愛対象じゃねぇからと木こっ端ぱ微塵にエヴァン君の恋心をぶち砕くだいた私は、凜りんとした顔でつかつかとエヴァン君の隣となりを通り過ぎる。

　ちなみに私とエヴァン君は実際のところあんまり話した事も無いので、本心で友達なのかと聞かれたなら曖あい昧まいに微笑ほほえみながらも同級生ですと答える。

　ああでもエヴァン君、私エヴァン君のハッピーエンドルートで初めて主人公のお願いを振ふり切ってキスしてもう誰だれにも渡さないって抱だき締しめた君に悶もだえ転がったよ。でもノーマルエンドルートで俺様殿下と婚約破は棄きにはなったけどエヴァン君に恋愛感情は芽生えず、お友達で居ましょと笑顔で言ったヒロインに逆らえず苦笑いで仰おおせのままにって言うエヴァン君も好き。バッドエンドルートで大おお怪け我がを負ったヒロインに、俺が守れなかったせいでって勝手に責任感じて泣きながら独り善がりに消えるエヴァン君も好きだったし。つまりは君の全部が好きだった。だって大好きなゲームのキャラクターだし。つまり君だけが好きなわけでは全然ないんだけど。

「っフェリシア様…！」

　私の見た目演技は完かん璧ぺきだったはずなのに、まさか私の心の中のエヴァン君好きよという邪じや念ねんでも聞こえてしまったのか、エヴァン君が慟どう哭こくするように私を呼び止めた。

　私はそれに驚おどろき、びくりと足を止めてしまう。しまった。ち、違うんだよ、エヴァン君。君の事は確かにキャラクターとして好きだったけど、それはあくまで博愛な意味で、ミーハーなファン的感情で、ぶっちゃけ本気で恋愛するとしたら家の事とか貴族の事とか置いておいたとしても、君の愛重いしその…ちょっと、さ……。

「今は俺を好きじゃなくてもいいから！　だから！　俺の手を取ってください！　俺は…っ俺は貴女が好きなんだ！　俺を選んでください…！　そうしたら貴女を連れて逃げる！　二人でなら平民でだって幸せになれる！　いえ、幸せにしますから…！」

　後ろから聞こえる情熱的告白。

　でも平民というものの評価が低過ぎてそもそも私の前提と違うので戸と惑まどいます。二人じゃなくても平民になれる事が既すでに私の幸せで、私もう今世の人生で今一番幸せピースいぇいいぇいな心情なんです。

「…ごめんなさい。私の事は、忘れて」

　よって私は悲痛な声で、けれど内心では歯し牙がにもかけずあっさりと断り、今度こそエヴァン君のもとから走り去った。

　なんという時間の無む駄だな強制最終イベント。さすがに悪役じゃなく主人公役という事か。

　いや、時間の無駄なんてさすがに言っちゃいけないよね。ごめんねエヴァン君。君、ほぼ一目惚れでここまで重くなれるぐらい恋愛免めん疫えき無いみたいだから、きっとまた大恋愛出来るよ。私も平民ライフをエンジョイしながら応おう援えんしているからね。がーんばっ！
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　私が平民になってから、何だかんだあっという間に一ヶ月が過ぎた。望んだ暮らしを手に入れた後、私は意外とこんなものかなんて失望する事微塵もなく、毎日この幸せを神に感謝しながら平民ライフを送っている。

　前世の日本で暮らしていた私は平民でそれを当然と思っていたんだけど…こうして貴族から平民に戻る経験をすると、なんと得え難がたい幸せだったのかと実感する。

　日々生きる為の最低限の食べ物に困り帰る家もなく寒さに震ふるえる貧民や、戦争により傷つき傷つけられ傷つけて生きる人々に比べれば、どちらも同じとんでもない幸福とは言えるだろう。けど、不幸比べに何の意味があるのか。人から見て幸せに見えるかなんて私からすれば至し極ごくどうでもいい。私は私が少しでも幸福になれる未来を選んだだけだ。

　…それは噓うその上に成り立っているけど、でも恐おそらく俺様殿下と婚約したはずのリリちゃんは幸せなはずだ。俺様殿下だってレディロ主人公なら未まだしも、演技していないと実は根本的に性格が合わない私よりリリちゃんの方がいいだろう。両親は私に失望しただろうけど、元々冷めた関係だしあんなクズの両親の幸せの為に私は犠ぎ牲せいになりたくない。一応今世の親だし変に恨うらまれたくもないから不幸にまではしたくなかったけど。エヴァン君には可か哀わい想そうな事をした。でも私がエヴァン君ルートを選ばなければ結局彼は失恋となるんだし、仕方ないと諦めて欲しい。

　誰も特別不幸にならない結末、これも一つのハッピーエンドだと私は思う。

「フィーちゃんは本当に楽しそうに働くねぇ」

　私の現在のお勤め先である、パン屋の店主ミシェルさんがにこにこと私を見ながら言った。私は笑い返す。

　ちなみにフィーちゃんというのは愛あい称しようで呼ばれているわけではない。スワローズ家から追放された私は親からもらった名前を名乗る訳にもいかないので、前の名前からそう遠くなく呼ばれても反応出来るようになんて安易な理由でフィー・クロウと現在は名乗っているのだ。

　平民は地域にもよるけどファミリーネームが無いのが一いつ般ぱん的てきなのでファーストネームだけにするか迷ったけど、平民の事は調べまくっていたとはいえ、町に馴な染じむ前な来たばかりの私はどうやっても貴族らしさが出かねない。それならいっそ、ファミリーネームでちょっと訳ありなんじゃという匂においを出しながらも健けな気げに頑がん張ばっている方が上手うまく暮らして行けると考えた。

「お仕事、本当に楽しいんですもん」

「お金の為に若い娘むすめでも働くのは珍めずらしくないけど、こんな意い欲よく的てきな子滅めつ多たに居ないよ。あんた雇やとって良かった」

「そう言って頂けて私も光栄です」

　仕事自体も人間関係もこの通り至って良好だ。しかもその日余ったパンももらえる。なんて最高の職場なのか。町に一つだけあったパン屋さんを訪ねたら即そく日じつ採用してもらえたなんて、今世の私の運はもしかしたら相当いいのかもしれない。前世が酷ひどかった分、神様がサービスしてくれたのかも。

「でもあんた、ちょっと太ったけど大だい丈じよう夫ぶかい？　毎日あんな量のパン持ち帰って…どうせ廃はい棄きだしそりゃ構わないんだけど、まさか全部一人で…」

「…し、幸せ太りなんです！　大丈夫、今はまだちょっと浮かれちゃっているだけで、すぐテンションも体重も戻もどります！　戻しますから！」

　私は冷や汗あせをかきながら必死に言い訳した。ちょっとでも太ればがみがみ言って来る世話係やら嫌いやみを零こぼす仕立屋やらが居ないから油断していたかもしれない。今日からダイエットしよ…。

「そうそう、フィーちゃんはせっかく別べつ嬪ぴんさんなんだから体型管理は気をつけんだよ。最初フィーちゃんを雇った時はあんまりにも綺き麗れいな髪かみやら手やら仕し種ぐさやらで、どこぞの貴族のご令れい嬢じように見えたもんだよ」

「そ、そうなんですかー」

　冷や汗が増した。そんなどうしようもない所からボロが出ていたとは。今いま更さらこの話をされたのは、やっぱり私のファミリーネーム訳有り臭しゆう効果だったんだろうか。

　ああでもそういえば、長かった腰こしまでのロングヘアーを邪じや魔まだし誰にも咎とがめられないしとがっつりショートに切った時、オーバーなぐらいもったいないって言われたっけ。

「ま、ご令嬢がこんな町のパン屋で幸せそうに働けるはず無いさね！」

「ですよねぇ」

　世間の一般常識が味方してくれているお陰かげで一応誤ご魔ま化かせてはいるようだ。すみません、噓吐ついて。でも私が実は元貴族の公こう爵しやく令嬢なんて真実を言っても誰も得しないと思うんです。噓は時として真実より幸せなんです。リリちゃんの噓のお陰で現在進行系で幸せな今の私のように。

　こうして話が一段落したところで店のドアが開く音が聞こえた。私はさっと店員の顔となり、笑え顔がおでドアの方に身体からだを向ける。

「いらっしゃいま！……せー」

　そこに居た二人の護衛を後ろに伴ともなった人物は、私のよくよく知るお方だった。

「此こ処こにフェリシア・スワローズ嬢は居るか」

　いいえそんな人は居ません。お引き取りください。…とは、色んな意味で言えない。

　平民の暮らす町には見た目も存在感も何もかもが似つかわしくない目の前の人物、名前をニコラス・キャボット。彼はレディロの攻こう略りやくキャラの一人である、通称ニカ様だ。

「…ああ、失礼。髪を短くされているから一見ではわからなかった。久方ぶりだな、フェリシア嬢」

　ニカ様は、透すき通るような銀ぎん髪ぱつに鋭するどく切れ長のアイスブルーの瞳ひとみを持っていて、美び麗れいで冷たい印象と只ただ者ものでは無いオーラが半はん端ぱない。そのお姿だけでキャラクター属性を推測するならクールな俺様キャラだろうか。でもレディロの俺様枠わくにはあの俺様殿でん下かセス様が居る。ついでにクール枠にも別の人が。そして先刻の発言の通り、ニカ様は自分の非を素す直なおに認め謝罪出来るお方だ。俺様殿下あの野や郎ろうとは違ちがうんですよ。

　さて、それは置いておいてそんなニカ様と私の関係だが…ニカ様は、なんとあの俺様殿下セス様の腹違いの兄上様だ。要するに一ひと月つき前までは婚こん約やく者しやの兄で良くしてもらっていた。ニカ様は俺様殿下より先に生まれはしたけど陛下と側室との間のお子だったから、陛下と王おう妃ひとの間の子の俺様殿下より王位継けい承しよう権の順位は低い。そしてそもそも自分が王になる気もない。天才なその頭脳で国や王となる弟を支えたいと真しん摯しに思う、出来たお方だ。格好良い。

　…でも、何で今更ニカ様が私に会いに来た？　うん？　嫌な予感しかしないよ？

「ニコラス様、お話でしたらお伺うかがいしますがその前に、現在の私の名はフィー・クロウです。それに平民ですので、呼び捨てで結構ですよ」

「…フェリシア嬢、君が名を捨てる必要は無い」

「ニコラス様、私の名は、フィー・クロウなのです。どうかご理解ください」

「…わかった。君の意を汲くみ今だけはフィーと呼ぼう。だが代わりに、君も以前のように私の事はもっと気安く呼んでくれ」

「かしこまりました。ご理解ありがとうございます、ニカ様」

　深く一礼した私は、顔を下へ向けている間だけ表情を曇くもらせた。私への名を捨てる必要が無いとの発言から推察するニカ様の用事が、本当に悪い予感しかしない。

　とはいえ平民の私が、たとえ以前の身分だったとしても、ニカ様程の身分のお方を追い返すなんて無礼な真ま似ねを出来るはずがない。個人的にもニカ様には今までお世話になったし、ニカ様良い人だし…。

　私は溜ため息を吐きたいのを押し止とどめ、渋しぶ々しぶミシェルさんに歩み寄った。

「ミシェルさん、自分勝手なお願いで非常に申し訳ありませんが、彼と話して来てもよろしいでしょうか…？」

「ああ、何やら込み入った事情がありそうだし、相手はお貴族様みたいだしね。行ってきな」

「私情で仕事に穴を空ける事、本当に申し訳ありません。ありがとうございます」

　勤務一ヶ月で早くも仕事に穴を空けるなんて胃が痛い。そしてニカ様の話の内容も想像するだけで胃が痛い。

　私は心苦しく思いながらもニカ様の居る方へと戻った。

「お待たせ致いたしました」

「いや、急に押しかけて此方こちらこそすまないな」

　王族でありながら、現在平民な私の暮らしや人間関係にも配はい慮りよ出来るニカ様の人間性素す敵てき。だったら来んなよと思うのは我が儘ままだってわかっていますよ。

　ちなみにどうしたってぐらい私がニカ様を褒ほめ称たたえるのは、個人的に今までお世話になったからというより、ニカ様がたぶんレディロでの一番人気なキャラクターだからという理由の方が比重は大きい。他ファンの大絶賛に流されているのは否いなめない。私は俺様殿下以外の皆みな平等に好きだからね。

「場所を移そうか。…未み婚こんの女性と馬車の中で、というのはまずいかな？」

　紳しん士し誠実なニカ様らしくない場所の提案に少し驚おどろいたけど、思えば此処は城下町の端はじの中でもさらに端っこにある。つまりわりと田舎いなか。こんな所で人目を忍しのんだ話が出来る場所もそうそう無いんだろう。

　別に未婚なのはどうでもいいし、紳士誠実なニカ様が私を突とつ然ぜん襲おそう訳もないし、別に構いません…と言おうと思った。けれど、一文字目のかの口をし声を発する前に止める事に成功した。

　──冷静によく考えろ、フィー。レディロをお前は何周した？　ニカ様ルートを何度熟こなした？　その中に、馬車の中で誤って事故チューするというイベントがあっただろうが…！

　まさかとは思うが、シナリオ終しゆう了りよう後なのに突然のニカ様ルート突入なんて御ご免めんだ！　事故チューとはつまり事故！　いつでも起こり得る…！　そこからうっかりニカ様ルートに入ってしまう危険性は無きにしもあらず…！

「ニカ様、実はすぐそこに私の今の家がございます。平民の家ですので手て狭ぜまとはいえ、馬車よりはお寛くつろぎ頂けるかと」

「…それは、しかし未婚の女性の家となると馬車より問題だと思うが」

「大丈夫です。平民の私がニカ様にどんな意味でも手を出せば、如い何かなる理由があろうと情状酌しやく量りようの余地無く即そく斬ざん首しゆに出来ましょう」

　私は堂々と胸を張り、あえてニカ様の懸け念ねんとは真逆の事を言った。事故以外でニカ様がそんな事するなんてまったく心配していませんからね！　安心して！

　ニカ様は少し困った顔をされたが、私に手を出す気はさらさら無いし早く話もしたいのだろう。結局私の家での話し合いを了りよう承しようされた。というわけで、ニカ様の護衛を後ろに二人引き連れながら現在の我が家に向かう。

　…王族の護衛がたった二人だけでいいんだろうか？　私が心配する事じゃないだろうけどちょっと気になる。

　まあそれは一いつ旦たん置いておいて、少し情報を整理しよう。攻略対象キャラなのにニカ様が絶対に私に手を出さないという私のこの自信にはもちろん裏付けがある。レディロの中で俺様殿下セス様は俺様担当、エヴァン君はわんこ担当だ。ではニカ様の担当とは何か。それは…お色気お兄さん、だ。

　私が再三繰くり返していた紳士誠実に対して一見矛む盾じゆんしていそうだけど、別に矛盾はしていない。レディロは18禁ゲームじゃないからだ。要するに、キャラに許されるのはキスと半はん裸らまでなんだ。つまりお色気担当なフェロモンむんむんでありながら、ニカ様にはヒロインに手を出さない理由が必要となる。

　そこでニカ様に付加された設定こそ、紳士誠実なのである！　ニカ様はゲーム内で、紳士誠実故ゆえに婚約者の居るヒロインには事故チュー以外なんとキスすらしない！　その代わり他にも事故で半裸イベントやら意味深イベントはある！　そして紳士誠実故に女性の気持ちを尊重し、嫌いやがる事は絶対に強制しない！　俺様殿下に爪つめの垢あかを煎せんじて飲ませてやりたいね！

　そんな訳で、ニカ様と一いつ緒しよに居ても事故にさえ気をつければ問題ないはずなんです。いっそレディロのニカ様ルートでの主人公みたいにこっちから好意示す振ふる舞まいをしない限りは、弟の婚約者だったという時点で恋れん愛あい対象外な気がする。

　こうして私は自分の足あし下もと・前方・横に後方たまに上、と全方位を注意し事故を起こす事なく家までニカ様をお連れする事に成功した。なんか私も護衛の一人みたいだったし、むしろ周りから見たら本物の護衛の人以上にわかりやすく周囲警けい戒かいしていただろう。




　ニカ様を我が家にお招きし一ひと先まず椅い子すを勧すすめた後、私はしかし王族に出せるような飲み物も摘つまめるものも平民の家にある訳も無い事に気付いた。むしろパンばかり食べているから我が家には冷蔵庫すらない。しかし何も出さないのも失礼極きわまりなく、安過ぎる紅茶の茶葉を見つめながらどうしたものかと数秒思案していた私に、ニカ様は察してくれたらしい。

「何も出さなくて結構だ。いきなり押しかけたのは此方だし、目的はフェリ…フィー、と話す事だけだからな」

　空気の読める人って素す晴ばらしい。あの俺様殿下と半分血が繫つながっているなんて信じられない。あいつは読めないし読む気も無かった。

　私はお言葉に甘え、大人しくテーブルを挟はさんでニカ様の座る前の椅子に腰こしを下ろした。護衛の人達は座って万が一の時の動きに遅おくれるといけないので、椅子を用意する必要はないだろう。椅子二つしかないし。

「さて、単刀直入にまず用件を言おう。私は君の冤えん罪ざいを晴らし、フェリシア・スワローズとして帰って来て欲しいと思っている」

　嫌です、やめて！

　テーブルを両手でぶっ叩たたきそんな威い嚇かくの大声を上げたいのを気合いで堪こらえて、私は貴族時代によくしていた淑しゆく女じよの穏おだやかな笑えみを作った。

　しかし言うべき事は言う。

「その必要はありません。私は、フィー・クロウとして生しよう涯がいを送るつもりです」

　冤罪どうこうはあえてとぼけなかった。たぶんニカ様が今いま更さらになってわざわざ私のもとまで来た理由は、証しよう拠こをきっちり揃そろえた上で私の返事だけを聞きに来たためだと思ったからだ。感情だけで冤罪に決まっていると言って来たエヴァン君よりも、王族であるニカ様の発言は責任が重い。でも俺様殿下が間違いを認めるのも問題だから、その辺どうする気なのかは聞いてみなきゃわからないけど。

　だいたい、私と親しくしてくださっていたニカ様からあの後何も音おと沙さ汰たが無いのは、気にしないようにしてはいたけど少しの寂さびしさ以上に違い和わ感かんを禁じ得なかったんだよね。交友関係を全部抹まつ殺さつする気で私の方から一いつ切さい最後の挨あい拶さつさえしなかった事はとぼけるとして。

　ニカ様には既すでに、あの件は私が何もやっていない事とリリちゃんが色々やった事がバレていると考えていい。つまり、ここからの私の言動により私とリリちゃんがこれまで通り幸せに生きられるかが決まる。責任重大だ。
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　ニカ様は私の答えが意外だったようで、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「何な故ぜだ。…そもそも、何故君は冤罪である事を主張しなかった」

　おや。これは私の答えの下へ手たさによっては話が大きく飛ひ躍やくし国への反逆意志有りと思われかねないのでは？　まあそう考えられなくもないもんね。リリちゃんの俺様殿でん下かへの大おお噓うそを私は否定せず肯こう定ていしたんだし。

　何とか殿下の為ためだったかつ、私が元の地位に戻もどされないような返答を捻ひねり出さなくては。

「…リリアナ様の方が、殿下にお似合いになると思ったからです」

　私は儚はかなげに笑った。

　…ふふん、どうだ！　しかもこれ、噓は言っていない。内心では俺様殿下が大っ嫌きらいであいつの言動にピキピキ怒いかりを訴うつたえるこめかみを無視して穏やかに微笑ほほえんで見せていただけの私と、奇き特とくにも俺様殿下を心から愛し王おう妃ひになる事にも積極的なリリちゃん！　どっちがお似合いかなんて言うまでもあるまい。むしろこの前提を聞いても私って答えた奴やつは壁かべに埋うめる！

「…それはまったく、ありえない話だ」

　……。いえ、大だい丈じよう夫ぶですニカ様。ニカ様は私の内心で提示した前提をご存ぞん知じない上でのその結論ですから、壁に埋めるなんて無礼は致いたしません。むしろしようと動いた三秒後には非力な私が護衛さんに殺されています。

「確かに、我が弟は間ま違ちがいを犯おかした。君には謝罪で済む話ではない。だが、だからといってリリアナ・イノシー嬢じようがお似合いという程ほどには酷ひどくないはずだ。君を蹴け落おとす為最低の噓を吐ついたリリアナ・イノシー嬢は誰だれよりも、王妃の資格が無い。冤罪で罪の無い次期王妃を陥おとしいれたような女が、良き王妃になどなれようはずが無い。それにフェリシア嬢以上の王妃適任者もこの国には居ない。リリアナ・イノシー嬢は経験も知識も所作も拙つたなく、決定的に中身が愚おろかだ」

　私の天使令嬢リリちゃんがボロクソ言われてる。酷い。

　というか、ニカ様はそう仰おつしやいますけど私が現時点で一番に王妃適任者なのは仕方ない話ですからね。だって私、五歳から十年以上そういう教育を受けさせられて来たんだから。リリちゃんなんてまだたったの一ヶ月。それで私より上手うまくやれたとしたら天才どころの話じゃない。これからだよ、頑がん張ばれリリちゃん。

「私は、リリアナ様の性しよう根ねはとても清らかでお美しい方だと思っております。あの件は例外…仕方なかった話なのです。何よりお二人は愛し合っておりますから…まだ殿下の王位継けい承しようまでに時間はありますでしょう？　きっと未来には力を合わせ、良い国を作り上げてくれると信じております」

「罪無き君を踏ふみ台にし、何が良い国か」

　もう私がいいって言ってるんだからいいでしょ!?　しつこいな！

　というか、ニカ様が私の冤罪を晴らしたいのは本当だろうけど、それを前提としてもどうにもリリちゃんの事を嫌い過ぎていないか？　自分が紳しん士し誠実だから許せないの？　だったら私も噓吐きまくっていますけど。

「お心こころ遣づかいは嬉うれしく思いますが、私この生活を存外気に入っているのです。ですからご心配頂かなくても大丈夫で…あ、この事は殿下には秘密にしておいてくださいね？　罰ばつになっていないと知られてしまうと、別のもっと重い罰を与あたえられてしまうかもしれませんから」

　茶ちや目めっ気たっぷりに、だけど内心本当に危き惧ぐしているそれを軽く言ってこのお話はおしまい。ついでにこういうシナリオ終しゆう了りよう後の私の平民ライフを脅おびやかす事件もこれっきりにして頂きたい。

「…フィーは強ごう情じようだな。わかった。だがまた来よう。君が苦しくなった時はいつでも言ってくれ。準備は整えておく」

「ふふ、次いらっしゃる時は私のお仕事がお休みの時にお願いしますね」

　この時の私はこれからニカ様が週一というアホみたいなハイペースで会いに来ることなんて思いもよらなかったのであった。




　ニカ様の最初の訪問から三週間が経たった。週一でやって来るあの王族に、何故か私より勤務先のパン屋の店主ミシェルさんの方が慣れて普ふ通つうに世間話している事もあるのだから頭が痛い。

　いや、私だってニカ様の事は好きだ。ニカ様は、同じ王族として未来に王を支える立場として兄として、俺様殿下セス様の婚こん約やく者しやである私に幼少期から優やさしく声をかけてくださる方だった。貴族の中での友人作りより地じ盤ばん固めに忙いそがしかった私にとって、レディロの攻こう略りやくキャラの中で…いっそ、この世界の中で一番仲が良い人だったかもしれない。ニカ様側からは当然違うだろうけど。

　その為、ニカ様にはいまいち攻略キャラという意識よりお世話になった優しい人という印象の方が強い。こと内心で褒ほめまくるのに関しては他ニカ様ファンからの刷り込みの方がやっぱり比重は大きいけど。

　でもニカ様の存在はあまりにも私の平民ライフに支障を来きたしかねない。王族なんだし忙しいんだから、学園からも城からも遠い城下町の端はじっこになんてはるばる来ないで欲しい。

「あのよく来る銀ぎん髪ぱつの貴族君、あの子ってフィーちゃんが好きなのかねぇ。フィーちゃん美人さんだしねぇ」

　そしてミシェルさんに困った誤解をされかけている。嫌いやなフラグが立ちそうだったので、私は早々に誤解を解く事にした。

「違うんです、ニカ様が会いに来られたり良くしてくださるのは…私への負い目ですから」

　ニカ様は昔から私に優しかったけど、それは前提として私が俺様殿下の婚約者だったからなのだ。そして今も、間接的に弟の婚約破は棄きのせいで平民になった私への贖しよく罪ざいをしなければという気持ちを一番に、他ほかにも正義感、リリちゃんへの嫌けん悪お感かんなどが彼をこうまで動かしているのだろうと私は推測している。

　そこに断じて恋こい心ごころはない。むしろあってもらっては困る。ニカ様は性格が俺様じゃなく素す敵てきなだけで、他の条件は俺様殿下とあまり変わらない。ニカ様ルートに行けば私の幸せ平民ライフは終幕間違いない。

「妹のようだった私を心配してくださっているというのもあるとは思いますが…すみません、面おも白しろい恋れん愛あい話でなくて」

「そりゃ構わないけど…本当にそれだけかねぇ？」

　ミシェルさんはにやにやと笑う。私は苦く笑しようした。ご期待のところ申し訳ないが、私達の関係は本当の本当にそれだけだ。

「お、噂うわさをすりゃ来たね。あたしゃあの子の事好きだよ。お貴族様なのに威い張ばり散らさないし、こっちの迷めい惑わく考えて閉店間近に来て売れ残り買い占しめてはフィーちゃんを家まで送ってくれる。良い所尽づくしだからねぇ」

　私は複雑な想おもいで頷うなずいた。あれからニカ様は、自分が王族なのは当然明かさず変わり者の貴族として最低限のマナーを守り、ミシェルさんにも他のお客さんにも迷惑をかけないように立ち回ってくれている。そのせいでもう来ないでと遠回しにも言い辛づらいんだけど。

　パン屋の前で止まった平民の町には場違いな馬の鳴き声や車輪、要するに馬車の音が聞こえても、私は諦あきらめた目で待つしかない。

「失礼する。…すまない、邪じや魔まだったかな？」

　ミシェルさんと私からいつもより注目されている空気を察した、王族なのに平民に気き遣づかいの出来る人ニカ様が申し訳なさそうな顔をする。

　…平民相手にこうも容易たやすく謝れる人なんて貴族の中でも何人居るだろうか。貴族として嘗なめられてはいけないというのもそりゃあるし、良くも悪くも人は権力を持つと傲ごう慢まんになるものだし、皆みなそうしろなんて思わないけど…身分に関係なく人を気遣ったり非を認められたりする人は個人的に大好きだ。俺様殿下との対比で余計そう思えるというのは当然ある。

「むしろその逆の話をフィーちゃんとしてたところだよ」

　ああミシェルさん、その通りだけど言って欲しくはなかった言葉…！　しかもその言い方だとあたかも私もニカ様を歓かん迎げいしているように聞こえる…！

「それは光栄だ」

　ニカ様の余よ裕ゆうの社交辞令っぽさが溢あふれた反応に、私はほっとした。

　せめて頻ひん繁ぱんに会いに来るのがニカ様で良かったと考えるべき、かな。これがちょろわんこエヴァン君とか他の攻略対象キャラだったら笑えない事になっていたのは想像に難かたくない。

　…もし私がレディロを単純にゲームとして楽しんでいたというより、ゲームキャラに本気で恋していたタイプの乙おと女めゲームプレイヤーかつ現実となってもその想いを継けい続ぞくしていたとしたら、平民の地位なげうってもいいからニカ様辺りと結婚したい！　なんて思っていたのかもなぁ…。俺様殿下以外は皆好きだけど、こう可愛かわいいなぁ格好いいなぁ以上の感情は持っていなかったし、現実とゲームはやっぱりちょっと違うよね…。

「じゃ、彼氏のお迎むかえが来た事だしフィーちゃんはもう上がっていいよ」

「いえそんな関係ではありませんし、まだ仕事も終わっていません」

「ちょうど閉店時間だし、残りのパンは貴族のお兄ちゃんが引き取ってくれるらしいし、後は十分ぐらい閉店仕事すりゃいいだけだからいいんだよ。ほら帰った帰った」

　私はにやにや笑っているミシェルさんに半ば追い出される形で店から出た。続いて護衛二人にパンの入った紙かみ袋ぶくろを持たせたニカ様が出て来る。

　王族と、平民の焼いたパン袋を持つ護衛達。なんというミスマッチ。

「どうした？」

「…いえ、その引き取ったパンっていつもどうされているのかと思いまして」

「はは、パンは食べるに決まっているだろう」

「ですよね、平民の焼いたパンですから捨てているに決ま……はい？」

　はいぃ？　なんて言った、この王族？

　お金を払はらっているとはいえ、金銭力に任せてもったいない事をしやがってやれやれと呆あきれる気満々だった私に、なんて仰いました？

「…護衛や使用人に渡わたしているという事でしょうか？」

「義務として毒見はさせているが、私が食べている。私はあの平べったいチーズパンが好きだ」

　おい王族ッ！

　私は半ば猫ねこかぶりを忘れ、ちょっとお前等何やってんだよちゃんと止めろよ！　という想いをありありと込めてニカ様の護衛達を振ふり返った。護衛達はほんの少しだけ表情を変えると諦め切った顔で同時に首を振った。

　何諦めてんの!?　それ職務放棄だよ、大問題だよちょっと…！　だいたいお前等、私に週一でニカ様が会いに来るのからして危険極きわまりないんだから止めろよ！　踏ふん張れよ！

「どうした？　フィー」

「…何でもありません。職場の商品をお気に入り頂けたようで嬉しいです」

　あなた様がどうしたなんですよ。と言いたいけれどさすがに本人には言えないので、私は猫をかぶり直してふんわり微笑ほほえみ流した。小心者なんじゃなく世よ渡わたり上手なんです。

「フィーもそのうちパンを作るようになるのか？　楽しみだな」

　私はにこにこと相あい槌づちを打ちながら、ツッコミ待ちとしか思えない発言を総スルーするのに尽じん力りよくした。

　さっきからニカ様物もの凄すごくキャラぶれしているけど大だい丈じよう夫ぶ？　わんこポジションはエヴァン君のものだし、天然ポジションは俺様殿でん下かや他攻略キャラが併へい任にんしているから、そんな風に被かぶせて来なくていいのよ？　見た目は王者オーラ持った冷たいイケメンなのに、何でこんなギャップを狙ねらっているみたいなふわふわちゃんになっているの？　ストレスのせいなの？

　私の心配をよそに、ニカ様はパン談義を始めた。この人はどこに向かっているのだろう…。
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　ニカ様の事は放置する事に決めた。違い和わ感かんこそ禁じ得なかったが、今のところはそれにより何も弊へい害がいは発生していないからだ。

　それに何より、遂ついに職場でパン作りに関かかわらせてもらえるようになり、その事で私の頭はいっぱいだからだ。同じように作ったつもりでも生き地じのこね方・成形・焼き加減・飾かざり付け…私とミシェルさんの作ったパンはまったく違ちがう。前世では販はん売ばいしかしていなかったけど、パン作りとはなんて奥が深いんだ…！　早く…早くあの美味おいしいパンの数々を私も焼けるようになりたい…！　こんな楽しみを見つけられたのも平民になれたお陰かげ！　人生楽しい！

　だけど今日は仕事が休みです。

　働かせて欲しい…働かせてください…馬車馬のように働くから、私に開店前と閉店後パンを焼く練習をさせて欲しい…。

　家に居てもずっとそう考えては狭せまい家の中をうろうろふらふらするだけなので、私は目的こそ無かったもののそれよりは生産性があるだろう散歩でもしようと家を出た。

　すると、遭そう遇ぐうした。

「フェリシア姉上、お久しぶりですね」

　勘かん当どうされる前の私の義理の弟、シェド・スワローズに。

　とりあえず二度見する。こんな所に護衛も連れずシェドが居るはずがない。だって義理とはいえ公こう爵しやく家の長男だ。…けど、無表情に抑よく揚ようの無い話し方、私へのその呼び方、黒くろ髪かみ金目の中性的美少年な容姿…どんな角度から見てもシェドだ。

　彼、シェド・スワローズは殿下と私を婚こん約やくさせるにあたり跡あと取とり問題を解消する為ためにと遠い親しん戚せきから、恐おそらくかなり無理やりな手段で父親に引き取られて来た。私が殿下との婚約を両親に伝えられてからすぐ、特とく徴ちように見覚えがあり過ぎる一歳下の弟が出来た私は、これもう間違いも抗あらがいようもなくあの乙女ゲームのレディロだ…と強く実感した過去がある。

　私はそんなシェドとの遭遇に急速に血の気が失うせるのを感じ、何な故ぜ軽けい率そつに家から出てしまったのかと激しい後こう悔かいに見み舞まわれた。

「…あれ、もう敬語じゃなくていいのかな？」

　うーん、とマイペースにシェドが首を傾かしげる。それに伴ともないその無む駄だにさらっさらで艶つやのある黒髪が横に流れた。

　…落ち着け。落ち着け私。まずはシェドが此こ処こに居る理由を聞き出さなければならない。シェドは…見た目でクールお人形系キャラと見せかけ、中身はわりとチャラいナンパ系キャラと見せかけ、その実──である故ゆえに、レディロの中でも随ずい一いち気をつけなければいけない相手だ。

「…何故此処に？」

「ん？　元気にしてるのかなーって思って」

　そんなフランクな理由で私の心臓に必要以上の仕事を強しいるのはやめて。まだどっくんどっくん言っているから。

　…いや待て待て待て。あの、レディロのトラップボーイと名高いシェド・スワローズが、本当にそんな理由だけで私に会いに来る訳がない。顔からも声からも感情を読み取れないせいでこっちの方が動どう揺ようしてしまうが、私はこんなハプニング程度でるんるん平民ライフの幕を閉じる気はないんだから…！

「私の家にでも来ますか？　スワローズ家の一番小さい部屋の半分程度の広さですけれど」

「へぇ、フェリシア姉上は犬小屋に住んでるんだ。うん、いいよ。見てみたいし」

　毒どく舌ぜつな事については全然気にならない。こいつはただ身内には口が軽いかつ悪い内うち弁べん慶けいなだけで性しよう根ねは悪くないからね。心底人を見下したりしているわけでもなければ、自分が他人より優すぐれているとナルシストな思想をしているわけでもない。

　という事情を、レディロのお陰で私は知っているから良いけど、もし知らなかったら普ふ通つうに何こいつ性格悪！　ってドン引きしていただろう。

　そう、私がシェドにびくびくしているのはそんなちゃちな理由じゃない。

「…ほとんど話した事の無い元義理の姉に会いに、よくこんな遠くまで来ましたね」

　私は大好きなゲームの攻こう略りやくキャラにも拘かかわらずシェドのとある事を恐れて、今まで家でも学園でも必要以上に接せつ触しよくを避さけて来た。私とシェドの関係性はどう思い返してもスカスカで、何ならただのクラスメイトなんかとの方が会話の機会は多かったんじゃと思うぐらいだ。

　普通、そんな元義理の姉で今他人な女に軽い気持ちではるばる会いに来るか…？　来ない。絶対来ない。

「学園ちょうど夏休みだったし、暇ひまだったんだよね。それに、」

　……。

　シェドを見る。相変わらずの無表情で、こいつ意識あるのかってぐらいの死んだ目で歩いている。お人形のような端たん整せいなお顔が無表情で目は金色と来たら、まるで人外の生き物のようだ。レディロはそういう世界観ではないので本当に人外でしたという落ちは無いが。

　……。

　三分経過。

　…ちょっと！　それに、何!?　言葉の続きはどうした!?

　明らかにおかしなタイミングで言葉を切ったのはそっちの癖くせに、何でいくら続きを促うながす視線を送っても無視するのこいつ!?　天然キャラじゃないんだから、絶対視線に気づいてはいるだろ！　わかってんだぞ!?

　私のもやもやした気持ちを知ってか知らずか、シェドは結局その後私の家に着くまで一言も言葉を発する事は無かった。これは性格は悪くないという評価を撤てつ回かいしなければならないかもしれない。

「犬小屋より狭い」

　そして家に着いてからの第一声がこれである。

　私はニカ様に頂いたお高い紅茶を淹いれる為お湯を沸わかし、その間にニカ様に頂いたお高いビスケットをお茶ちや菓が子しとして出した。両方平民暮らしには相応ふさわしくなく貰もらった時は好意だろうとはいえ複雑な気持ちだったのだけど、まさか活用する機会が訪おとずれるとは…訪れなくて良かったのに。

「…美味しい。このビスケットって高いのだよね？　何で平民のフェリシア姉上がこんなの出せるの？」

「ニカ様に頂いたんです」

「ニカ様…ニコラス・キャボット？　何であの人がフェリシア姉上に？」

「私への処しよ遇ぐうがあまりにも重過ぎると同情してくださっているみたいなんですよ」

「ふーん」

　一応納なつ得とくしてくれたらしい。

　俺様殿下が直接的に私にした事は婚約破は棄きだけだ。これは何の問題もない。正確にはあのまま貴族をやって行くとしたらまともな相手は選べなくなるとか色々あるけど、それは置いておいて。

　問題は、両親が下し私が大喜びしている家から放ほうり出され平民降格させられた処しよ罰ばつ。これに関しては、私がもし普通の公爵令れい嬢じようだったとしたら……相当に重く、死し刑けいに等しい。

　普通なら、上に立つ者として貴族としてしか生きて来なかった者が、たった一人で知らない場所に放り出されて平民として暮らして行ける訳がない。プライドの問題でどうしても出来ない事も多く、それを乗り越こえられたとしても平民なら当たり前に出来る事でも常識の違いにより、どうやればいいのかわからない事も多々あるだろう。生活レベルの急激な降下に耐たえられず自決を選ぶ人も居そうだし、振ふる舞まいを変えられず村八分とされ生活に困こん窮きゆうする事もありそうだ。…まあ、挙げ出したらキリがないからこの辺にしておこう。

　私が幸せに暮らせているのは、この世界とは違いも多々あるものの前世で平民暮らしを経験しており、さらにこうなる未来を十年前から望み、人知れず平民の暮らしを執しつ拗ように研究調査していたからだ。

　つまり、ニカ様が私に同情しても傍はたから見て何らおかしい事はない。冤えん罪ざいだとバレているからです、なんてシェドに馬ば鹿か正直に説明してやる気は毛頭ないんですよ。

「ニコラス様とよく会ってるの？」

「たまにですよ」

　具体的な数を言わない限り、それは個人の主観に過ぎない。仕事の場ではこういう主観による意見の相そう違いで失敗する事があるから気をつけるべきだと前世で社会人になった時の為にとよくよく教えられたけど、私はあえてそれを利用し屁へ理り屈くつを重ね平和に生きます。

　話している間にいい感じに蒸むれた紅茶をカップに移し、シェドの前と自分の前に出す。

「フェリシア姉上、なんか生き生きしてるね」

「ええ、貴族暮らしより此処での暮らしの方が案外性に合っていたみたいです」

「ふーん、楽しい？」

「はい」

　なんか傍からはそこそこ良好な仲の姉きよう弟だい会話に思えそうなんだけど、私達は今まで全然会話のなかった仲の冷え切った姉弟です。そしてシェドは爆ばく弾だんを抱かかえているので、私はさっきからただ話しているだけなのに神経すり減らしています。

「俺もなんかやらかして追い出されちゃおっかなー。フェリシア姉上、その時は一いつ緒しよに暮らそ？」

　絶っっっ対に嫌いやです！

　私はシェドの無表情ながらも誘ゆう惑わくするような流し目に毛程も揺ゆるがされる事なく、心の中で全力拒きよ否ひした。シェドと暮らすなんて、それは即すなわち私の平民ライフ終しゆう了りようフラグだ。そんな旗は全力でぶち折る。

「シェド、スワローズ家の跡あと取とりの貴方あなたが冗じよう談だんでもそんな事言うものではありませんよ」

「自分は上手うまく逃にげた癖によく言う」

　私は動揺を悟さとられないよう、きょとんとした顔で首を傾げた。

　カマをかけられただけ…か？　でも話の流れが嫌な方向に行っているのをひしひしと感じる。

　まるでそんな私の考えを肯こう定ていするかのように、無表情なままにシェドの口元が弧こを描えがいた。その瞬しゆん間かん、私の嫌な予感がぶわりと総毛立つ。

「フェリシア姉上は昔からずっとそうだね。さすが完かん璧ぺき令嬢レディローズって皆みなに呼ばれてるだけあっていつも笑え顔がおで何でも軽くこなして、なのに俺を避けるし、きっと物もの凄すごく色々な事を吞のみ込んでる。ねぇ、なら俺の事も吞み込んでよ」

　あっ…あっ…私、これと似た台詞せりふ凄く聞き覚えある…。

　レディロシェドルートの中ちゆう盤ばんにて、今まで外見クールで中身チャラ男のギャップ凄いなぁと思っていたプレイヤー達の度ど肝ぎもを抜ぬく予兆無しの特大トラップ解放合図。

「俺さ、姉上の事ずっと、」

　その続きは聞きたくない。

　私は無我夢中ですぐ近くに置いていたものを引っ摑つかみ、シェドの顔面目がけてぶん投げた。

「うぶっ…！　な、…パ、パン？」

　シェドが私の投げたそれを見て、困こん惑わくの目を向けて来る。

　そうだ、パンだ。顔に当たってもソフトなタッチで怪け我がにならないやわらかパン。昨日職場から貰ってきた廃はい棄きパンそのものだ。

　今の言葉の先を言われるとシェドルート確定から平民さらばまでの逃のがれられない未来が見えたから阻そ止しの為ために食べ物、しかもミシェルさんの絶品パンを物凄く申し訳ないが使わせてもらった。ミシェルさんとパンへの罪悪感の代わりに、私は見事発言の緊きん急きゆうキャンセルに成功した。

「パンを食べましょう…！」

「え、は、は？」

「シェドが変なのはお腹なかが減っているからに違ちがいありませんっ！」

「いや違、」

「美味おいしいものを食べておけば、私もあなたもスマイル！　ミシェルさんのパンはニカ様さえ唸うならせた美味しさですからね！　ほら安心して食べる！」

「えっと、」

「いただきます！」

「……いただきます」

　やった！　話題の頭の悪さが酷ひどかったけど、勢い重視でどかどか畳たたみかけシリアスを吹ふき飛ばし見事話を流す事に成功しました！　駆かけ引きも何も無い、とっても力ちから業わざだね！

　諦あきらめたように平民の作ったパンを毒見なしで食べる公こう爵しやく家跡あと継つぎを目前に、私は内心勝ち誇ほこりながら同じくパンにかぶりついた。平民だからちぎって上品になんて食べなくていいんです！　ああ美味しっ！

　……シェドの言葉の続き。あれが例えば「だって、姉上の事ずっと愛していたんだ…！」なんて言われるのだったらまだ可愛かわいげがあった。むしろ乙おと女めゲームとしてはそれが正しい。でもレディロのシェド・スワローズはそんな可愛い義理の弟ちゃんポジションじゃないんですよ。奴やつが言おうとしていた台詞…それは──

「姉上の事ずっと飼いたかったんだ」です。

　そんな告白吞み込めるわけねぇだろ、このトラップヤンデレマンめが！　お前のルートだけバッドエンドが監かん禁きんエンドと心中エンド二つもあって怖こわいんだよ！

　絶対に今後も言わせないから覚かく悟ごしておけよ、いいなシェド！




　元義理の姉弟な公爵家跡取りと平民で向かい合い無言でパンを食べ終えるという珍ちん妙みような事をした後、ごちそうさまを言い終えるか終えないかの時点で私は勢い良く席から立ち上がった。

「ではシェド、元姉弟の心温まる交流も終わった事ですしもう夜遅おそいのでお帰り頂いても？」

「…うん」

　我ながら何処どこに心温まる要素があったのか不明だけど、ヤンデレ爆弾シェドが大人しく帰ってくれると言っているのでそんな細かい事はどうでもいい。些さ細さいな問題だ。

　外へ通じるドアまで歩いて行ったシェドは、私を振り返り何か言いたそうな顔をした。

「何でしょう？」

　ヤンデレ発言以外なら発言を許そう。言うがよい。

「あの、フェリシア姉上って…あー…パン好きなの？」

「はい。今の目標はパン作りを極きわめる事です」

「そ、そう…」

　発言キャンセルにパン投げを使ったせいか、シェドがどことなく私に引いているような空気をひしひしと感じる。異様にしおらしい。そして絶対聞きたかった事はそれじゃないと思う。私の平民パワーに気け圧おされたのか。

「えと…また来るね」

　いや来ないで。

　そんな無表情ながらちらちら窺うかがうような躾しつけられた子犬の目で見て来ても、お前の中身がヤンデレなのは事前知識でバレバレだから。そんなまさか、あのシェド・スワローズさんを一回パン投げつけただけで躾けられるわけないじゃないですか。

「ええ、また」

　外がい面めんだけは余よ裕ゆうの笑みで、少し歩いてはちらちら振り返るシェドを見送った。見た目はやっぱり美少年だからかわいいね。三十秒経った時点でまだ背中が見えていてももういいやと思って容よう赦しやなくドア閉めたけど。

　あ。名前フェリシアからフィーに訂てい正せいするの忘れていた。…まあいい、別に問題あるまい。

　まったく、今日は酷い休日だった。

　…でも、何で今になってシェドのルートフラグが立ったんだろう。

　レディロで公式に一ひと目め惚ぼれを拗こじらせているエヴァン君と弟の婚こん約やく破は棄きへの負い目兼けん正義感で動いているニカ様は説明つくとして、シェドは突とつ然ぜん過ぎて不気味なんだよな…いや、ヤンデレの思考を私に理解出来るのかと聞かれればそりゃ出来ないとは思うんだけど。

　だけど今までほぼ話さえせず暮らして来たのに、人目を忍しのんでどころか護衛が付いていなかった事から見て恐おそらく撒まいてまで私に会いに来たのといい、いきなり好感度をそこそこ上げなきゃ発動しないはずのヤンデレ爆弾が起動しかけたのといい、どう考えても不自然だ。

　不自然といえば、やっぱりニカ様の様子もおかしい。パン美味しいってもぐもぐしているだけだから、シェドと違って王族としては問題でも私に実害は無いんだけど…。

　──まさか、私がシナリオと大きく外れた行動を取ったせいで攻こう略りやくキャラ達がバグってるなんて事無い…よね？

　……。

　な、無い無い！　だっていくら前世の乙女ゲーム世界とそっくりどころかほぼ同じとはいえ、私も皆も生きているし！　システム上の問題でバグなんて、そんな機械的な話にはならないに決まっている！

　婚約破棄のくだり以外にも実は私は一つ、どうしてもやむを得ず必要に駆られてゲームの展開を大おお幅はばに逸それる…どころかぶち壊こわす事を幼少期にやってしまっているんだけど…それが今後響ひびいて来たりする事も無いに決まっている。

　大だい丈じよう夫ぶ、今回のこれは偶たま々たまだ。また明日あしたからはハッピー平へい穏おん平民ライフに戻もどれるはずだ。うん。フラグじゃないです。
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「お義兄にい様はもう行かれましたけど、護衛のあなた達は行かなくてよろしいのかしら？」

　桃もも色いろがかった金きん髪ぱつ、所いわ謂ゆるストロベリーブロンドの美しい自身の髪かみを洗練された仕し種ぐさで優ゆう雅がに後ろに払はらい、リリアナ・イノシーは感情のこもっていない声で問いかけた。

　問われたニコラスの護衛を務める二人は、こちらも同じくあまり感情の滲にじまない噓うそ臭くさい薄うすい笑えみを示し合わせたかのように同時に浮うかべる。

「ニコラス様の言った事、もっともだと思うけど。あの無自覚女に勝つのはあんたじゃ無理だよ」

　たかだか一護衛が殿でん下かの婚約者である貴族のリリアナにしていいものではない言こと葉ば遣づかいと共に、護衛の一人は肩かたを竦すくめた。

　その完全に嘗なめ切っている態度に、けれどリリアナは控ひかえている己おのれの侍じ女じよに断罪の指示を出す事はせず、それどころか注意さえもしなかった。

「お義兄様はまだしも、あなた達に何を言われる筋合いもありませんわ」

　リリアナは背筋を綺き麗れいに伸のばし、堂々と言葉を返す。しかしその一方で、内心ではニコラスにかけられた言葉を思い出し苦々しい想おもいをしていた。「もうやめたらどうだ？」そう冷たく言い捨てられた言葉は、リリアナの胸に深く突つき刺ささっている。それを言った相手が、ニコラスだったからこそ。

　リリアナは、自分が陥おとしいれその地位を奪うばったレディローズよりも自分の能力が劣おとっている事を自覚している。そもそも正せい攻こう法ほうでレディローズに敵かなわなかったからこそリリアナはこの道を選んだのだから当然なのだが。

　今の自分が正しくないなんて事は、いい加減諦めるべきで抵てい抗こうをやめるべきで自分が悪だなんて事は、そんな事は、誰だれに言われずともリリアナ自身が深く自覚しているのである。

「おいおい、言っとくけどニコラス様はあんたの事嫌きらいみたいだけど、俺もこいつもあんたの事嫌いじゃないんだぜ？　何ならちょっとは助けてやってもいいと思ってる」

「…相棒、あまり勝手に安やす請うけ合いしないで頂けますか？　正直面めん倒どうです」

「えー？　いいじゃん、だってほらさぁ、あんまりにもこの子可か哀わい想そうだと思わねぇ？」

「……まあ、多少思うところはありますが」

「だろー？」

　好き勝手自分の事を目の前で話す二人の護衛に、しかしリリアナは表情一つ変える事も無かった。

「助けて欲しいだなんて、誰も言っておりませんわ」

　代わりに自分の意見ははっきりと口にする。それはリリアナの本心だ。リリアナは一度として誰かに助けてもらいたいと思った事はなく、ましてや助けてと口にすることなどありえなかった。

　二人の護衛がどんな力を持っていたとしても、リリアナ・イノシーのたった一つの望みを叶かなえる事は出来ない。

「それに、あなた達は信用なりませんわ。人を陰いん謀ぼうに巻き込むのはおやめください。私にはそんなものに構っている暇ひまも余裕も無いのですから」

　リリアナはそれだけ言うと、もう話をする気はないとばかりに踵きびすを返した。護衛二人はリリアナを追う事はせず、大人しく見送る。

　リリアナが見えなくなってやっと、護衛の一人は拗すねたように口を開いた。

「陰謀とかじゃなくて、ただのおせっかいの善意だったのにぃ」

「あれだけ気を張っている相手にいきなり甘い話なんてしたらこうなる事は明らかでしょうが。それに貴方あなたは胡う散さん臭くさすぎます」

「えぇー？　ただレディローズ生きてるよって教えてあげようとしただけなんだけどなぁ。きっとリリアナ様、喜ぶぜ？」

「……そんな繊せん細さいな話題を、繊細さのかけらもない貴方のような人間は口に出さない方が良いですよ」

「酷ひどい！」

　仕事中の無表情で真ま面じ目めな様子とは打って変わって表情豊かで小うるさいタメ口の護衛に、敬語の護衛は呆あきれた顔をする。

「一応念の為ために言っておきますけど、レディローズの方にも余計な事は言わないでくださいよ？　無む駄だにこじれている人間関係に首を突っ込まないでください」

「へーへー、わかってんよ。俺等の主あるじは一人だけだ」

　護衛二人は示し合わせたようにすっと無表情へと戻ると、ニコラスの部屋へと続く道を揃そろって歩き出した。
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　最近、ニカ様とかシェドとかそっちの手合いは置いておいて、それとは別に気になる事がある。

　平民となり城下町の外れにある今の地区まで来た当初、俺様殿下の婚こん約やく破は棄きの話が流れそれから数日後リリちゃんとの電でん撃げき恋れん愛あい婚約が発表され、私はよしよしと機き嫌げん良よく頷うなずいていた。

　なんだけど、近ちか頃ごろよく殿下と婚約者が不仲だという噂うわさを耳にする。

　ただの噂と言ってしまえばそれまでだけど、一ヶ月かそこらでこんな話が出るのは不穏だ。鵜う吞のみにはしないにしても何でそんな事になっているのかと噂に耳を傾かたむけてみれば、これがいまいち要領を得ない。具体的なものは何もなく、ただ社交界で二人揃って上の空な事があったり、二人の間での会話がぎくしゃくしているように見えたり、そういうなんとなくが貴族からやんわりと伝わって行き遂ついには城下町の端はしに住む平民の私にまで届くに至ったようだ。噂の内容からして、程度はわからないけど噓とは思い難がたい。

　…うーん、国としてあまり良くない傾けい向こうだ。人の口に戸は立てられないから仕方ないと言えば仕方ないけど、こうも簡単に広まるとなると誰かの陰謀かもしくは俺様殿下及および王族の威い厳げんが…。

　これが二人の問題なのか、それとも多少なりとも私が関かかわっているのか。

　でもレディロでは、ヒロインが別の攻こう略りやく対象を選んだ時には丁度ご都合主義に俺様殿下とリリアナが結ばれていて、円満にお互たがい好きな相手とって話になるからな…。私が婚約破棄された件はそんなに影えい響きよう無い…と思うんだけど…。

　私が平民になる夢を切り捨てて、貴族なんだからと割り切り恋愛感情は抱いだいていなくても好意はある他ほかの攻略キャラのルートを選べていたらきっと皆みな一番幸せだっただろう。

　だけど平民になりたかった。どうしても平民になりたかった。その為にずっと頑がん張ばって来たんだ。

　平民になる事での苦労なら甘受する。でも生まれた家で人生を全すべて決められ自由を選べないなんて嫌いやだ。自分で選んだのではなく押し付けられた責任なんて受け入れられない。せめてその地位を利用して守りたいものの一つでもあれば違ちがっただろうけど、私にはそれに価あたいするものなんて浮かばない。敷しかれたレールの上でなくその横の道に早々に幸せの道を見つけてしまっているのに、レールの上で見つけられるか知れない幸せを探せばいいなんて思えない。

　まだ私に前世の記き憶おくが無かったら、純じゆん粋すいで親や周りの人だけが世界の全てだと思い込んでいる期間があったなら、話は違っただろう。だけど私は逃にげた先にも未来が続く事を前世の経験からよく知っている。聖人君子のような自己犠ぎ牲せいが出来る程ほど、優やさしい人にはなれないよ。

　俺様殿下とリリちゃんのそれが、レディロでの俺様殿下と主人公のようにただのすれ違いであるならいい。ただ、間違ってもリリちゃんにはあの噓を暴ばく露ろしてもらっては困る。私とリリちゃんは一いち蓮れん托たく生しようなのだから。

　とはつらつら考えたものの、今の私に直接的に出来るのって何もしない事だけだ。まさかフランクにリリちゃん宅ことイノシー家やら学園やらに訪ねて行って「相談乗るよ！」なんて馬ば鹿か丸出しに話しかける事なんて出来るはずがないし。リリちゃん視点じゃ報復に来たようにしか見えねぇわ。




　そんな訳で私は、今日もパン屋に私を迎むかえにおいでとなったニカ様と私の家まで歩いている最中、件くだんの噂について渦か中ちゆうの二人に近い位置にいるニカ様に尋たずねてみる事にした。

「そういえばニカ様、陛下はお元気でいらっしゃいますか？」

　でもいきなりリリちゃんの事を聞くのは私の立場的になんなので周りから攻せめます。

「ああ、父上なら相変わらずだ。フィーが元気でやっていると話すと嬉うれしそうだが、もう自分はフィーと二人で話す事や昼ひる寝ねする事は出来ないのにと、こうして会いに行ける私に怨うらめしそうにしているよ」

「そう、ですか。それは…嬉しいです」

　核かく心しんからの遠回りとして口にした話題だったのに、思いの外嬉しい話を聞けてしまって逆に申し訳なく思う。

　私だって陛下と二度と会えないのは悲しいと思っているし…ううっ、陛下の事を思い出すと涙るい腺せんが緩ゆるむ。俺様殿でん下かとは似ても似つかない穏おだやかで優しくてのんびりとした陛下と過ごした優しい時間は忘れられようもない。一国の王とは思えない程、黙だまって一いつ緒しよの空間に居るのが心ここ地ちよく思える人だった。

　頭を切り替かえよう。陛下とは無む理り矢や理り引き離はなされたんじゃなく、どうしても平民になりたかった私の我が儘ままで会えなくなったんだから。

　陛下の事を聞いた次は、やっぱり俺様殿下について聞くべきだろう。

　…いや、待てよ？　俺様殿下に未練があるとニカ様に思われるのは良くないな。エヴァン君は俺様殿下と仲良くなかったから彼自身のフラグを立たせないようにとむしろ未練があるふりをしたけど、ニカ様は俺様殿下との関係が近過ぎる。俺様殿下に未練があるなんてまったくの噓うそが、ニカ様から俺様殿下自身の耳に入りややこしいフラグが立つのはご勘かん弁べん願う。

　ここは俺様殿下の事はスルーして、リリちゃんの話から二人の仲に探さぐりを入れてみよう。

「リリアナ様もお元気でいらっしゃいますか？」

　言った後にはっとする。これ私の立場からすれば嫌いやみっぽい聞き方かもしれない。本心から元気にしていて欲しいんだけど。

　私は外見こそ穏やかな笑えみを取り繕つくろったままに、慌あわてて訂てい正せいすべく話を続けた。

「殿下の婚約者になる上での苦労は私が一番よく知っていますから…急に婚約者になられては幼少期から徐じよ々じよに経験を積ませて頂いていた私以上に苦労も多いかと思うのです」

　…ダメだ。何通りかリリちゃん擁よう護ご弁論を考えてはみたけど、どう訂正しても私の立場という前提がある以上言えば言う程嫌みっぽい。私が何を言っても詰つみ。リリちゃんと仲直り出来る夢の確率は一生零ゼロなのか。

　そう人知れず落ち込んでいる私だけど、無駄に洗練された面つらの皮により今日も私の内心が外に洩もれる事はない。前世から培つちかわれて来た猫ねこかぶり技術は伊達だてじゃない。我ながら全然自じ慢まん出来ない特技だ。

　案の定、ニカ様は私の内心の落ち込みに気付いた様子も無く口を開く。

「肉体的には元気だろう、恐おそらく」

　素っ気なく返って来たのは、それはそれは酷い回答だった。

　要するに肉体さえ恐らくで、精神は元気じゃないのか。心配過ぎる。確実に俺様殿下との仲なんて聞いている場合じゃないですね、これ。

　ここで私がどうにかしてニカ様を誘ゆう導どうしリリちゃんのサポートに回ってもらい私からも離れてもらえれば一石二鳥なんだけど…無理だろうなぁ。私天才じゃないし。そんなに頭回らないし。

　私の沈ちん黙もくに多少思う所があったのか、ニカ様が眉まゆを下げた。

「私も最近は少しリリアナ嬢じように同情しているよ。フィーの立場を奪うばったのは彼女自身だとはいえ、フィーと同等の立ち回りなど彼女に出来るわけがない。それでも諦あきらめない姿勢だけは評価するが…潰つぶれるのも時間の問題だろう」

　ちょっと待って。ニカ様の推察ではリリちゃん近い将来潰れちゃうの!?

　待て待て！　そりゃ、幼少期から婚約者の立場で学ばせてもらっていた私と同等の立ち回りは今のリリちゃんには難しいかもしれない。新しい人脈の形成とかその立場になって初めてわかる細かな振ふる舞まいとか、色々あるもの。だけどそれって私以外の誰だれでも条件は同じなんだし、努力と時間が解決するものじゃないですか？　ねぇ!?

　くっ…ニカ様に協力して欲しい。私も幼少期は多少なりとも王族として場慣れしていらっしゃるニカ様に支えてもらった。ここはニカ様を誘導なんて出来ないと初めから決めつけていないで、私がリリちゃんには未来がある事を少しでも示し唆さしなければ。

「リリアナ様は元々優すぐれたお方なんですから、未来の王おう妃ひとしての立ち回りや能力なんて私と同程度にであれば少し頑張れば追いつけるでしょう」

「……」

　あれ、同意どころか反応無し？　リリちゃんの事そんなにも嫌きらいですか？…まあいいや。このまま事実で畳たたみかけよう。

「ニカ様ならご存知ですよね？　少し前まで完かん璧ぺき令嬢レディローズなんて畏おそれ多くも持て囃はやされておりましたが、私の実際の能力なんてほとんどが平均の少し上程度で特別に優れてはいなかったでしょう？」

　そう、私は平均以上になるだけ頑張った後は猫かぶりと見せかけと偽ぎ造ぞうで、ついこの前まで貴族と俺様殿下の婚約者をのらりくらりと熟こなして来た。これは、私がそのままどちらの立場になる予定もなく、本物である必要が無かったから出来た事だ。

　レディローズという呼こ称しようは私にとっては美しい造花を纏まとったマネキンを指す。張りぼてを本物にしている時間があるなら私、これから生きていく事になる平民のお勉強をしたかったもので。

　ニカ様なら、本人が天才かつまだ私の猫かぶりが多少拙つたなかった頃ころからの幼おさな馴な染じみなんだから、私の演技のほとんどは見破れずとも、実際の能力はそこまでではない事程度はさすがに見破っていただろう。…一応自じ爆ばくしただけじゃなかったか確かく認にんしよ。

「ご存知、でしたよね？」

「…ああ、そうだ。それについてはその通りなんだが、少し待ってくれ」

　とりあえず出まかせじゃなさそうな同意はもらえて良かったけれど、何で急にそんな慌てたように静止されたのか。同意しているんだよね？　ならこの話題自体は終わりじゃない？　だからリリちゃんにだって未来があってうんたらと私は話を発展させたいんだけど。何か待つ事あるか？

　私の疑問を他所よそに、それはそれは真しん剣けんな顔でニカ様は黙り込んだ。

　そして一分程経たった後、急に、今物もの凄すごく重大な何かにでも気付いたかのように目を見開いた。

　おうおう、どうした。

「──まさか、俄にわかには信じられない話だが…フィー…君は、そこに関しては本当に自覚が無いのか…？」

　いや、所々溜ためてもったいぶりながら重大新事実の発表かのように言ってくださっているところ申し訳ありませんが、まずそのそこはどこだよ。ニカ様の中で私はどこを自覚していてどこを自覚していないんだよ。その前にしていた話を踏ふまえてもわからないし、抽ちゆう象しよう的てきに言うのはやめて欲しい。

　私がそんな文句を込めて曖あい昧まいに首を傾かしげると、ニカ様が真顔になった。私は思わず不安になる。

　な、何だよ。私さっきから何一つ状じよう況きようを理解していないんですけど。一人で勝手に理解していないで教えてくださいよ。私はニカ様と違ちがって天才じゃないから言ってくれなきゃわかりませんよ！

「私は…どうやらとんでもない勘かん違ちがいをしていたようだ」

「はぁ…それというのは？」

　こういう抽象的な自分だけわかっていますみたいな会話って、される側はかなりイライラするよね。スパッと言えよ。

　そんな私の内の苛いら立だちを無視する形で、ニカ様はまたも考えるように沈黙した。

　…うん、得てしてスパッとは言ってくれないものなんだよね。知っていますよ。

「……悪いが、教えられないな。フィーがもし本当にそれに無自覚で勘違いをしてくれているなら…それは好都合だ」

　しかも結局教えてくれないあるあるパターンを披ひ露ろうして来た。

　勘違いしているのはニカ様だったのでは？　私の方なの？　もう意味がわからないよ。自己完結やめて。これだから天才キャラは。

　そんな不満の塊かたまりを私はオブラートに包みまくって口を開く。

「私に関する事ですのに、どうしても私には教えてくださらないのですか？」

「ああ、すまない」

　ニカ様は晴れやかな笑顔で謝ってきた。どこからどう見ても顔が完全に謝ってないんですが、どういう事でしょう？

「私は、リリアナ様にもこれから先無限の可能性があるのですから、ニカ様に殿でん下かの為ためにもご助力頂けたらと先の話をさせて頂いていたのですが…」

「…そうだな、フィーがそれだけ推おす以上リリアナ嬢にもきっと何かあるのだろう。少し私もフィーの件での偏へん見けんを取り除いて彼女を見てみよう」

　意味のわからなさに少々面めん倒どう臭くさくなって、もう家も近いし最後に正直に言ってみたら、まさかの色いろ好よい返事がもらえて私は逆に驚おどろいた。

　お願いした私が思うのもなんですが、何な故ぜさっきの今でこれだけ肯こう定てい的てきになっているんです…？　私への信しん頼らい度ども気になるところではあるけど、ニカ様と私が勘違いしていたという件とその考えの逆転、まさか関かかわっていたりします…？

　私の聞きたかった返事は聞けたはずなのに、何でこんなに不ふ穏おんな想おもいを抱いだかなければならないんだろう。やっぱりニカ様もどんなに優やさしかろうが私の平民ライフの不穏分子だから、どうにかして離はなれて行って欲しいなぁ…。この前平民に会いに来るのはどうこうと説得を試みたけど、幼馴染みと民たみとの交流やら市場の調査やら立派な口上で丸め込まれたしなぁ…はぁ。

　ニカ様の後ろの護衛お二人よ、いい加減空気になっていないで仕事をして頂けないか。いやまあ、護衛という仕事はしているんだろうけどさ…。

　ニカ様と家の前で別れた私はその夜、布ふ団とんの中でニカ様の言った事を考えた。考えたけど、これ絶対自分じゃわからないやつだと早々に、具体的には三分で思考を切り上げるという賢けん明めいな判断をした。私は切り替かえの出来る子です。

　頭の中でこれだけ好き勝手考えておきながら外面は綺き麗れいに取り繕つくろえているように、私は物事も思考もスパスパ切って分けているタイプだ。わからない事はわからないんだよ。

　転生特典で脳の働きが変わり天才になれた訳でもないし、ただスタートダッシュが早く前世からの使える知識が多少あっただけで、頭の出来自体は私に過ぎない。人生やり直せたとして、天才ガールになれるのは最初だけなんだから、調子に乗ったら結局大人になるにつれてボロが出て来て周りの期待に応こたえる結果を出せなくなり後こう悔かいする羽目になるのが大半だろう。傍はたからは夢の無い生き方に見えるかもしれないけど、現実的な夢は見ているから。平民になりたい夢はちゃんと叶かなえましたよ。




　翌日、私は通常運転でミシェルさんのパン屋で使う牛乳やらバターやらの乳製品の買い出しに向かった。

　車が存在せずあっても貴族が使う馬車って世界だし、荷車だけじゃ運うん搬ぱんしてくれる店も物も限られているんだよね。私もパン屋の看板娘むすめとして町内で顔と名前が浸しん透とうして来たようで、店から少し離れたこういうお使い仕事も任せてもらえるようになって来た。最高のパンを作る技術を手に入れるのにはまだまだ時間が掛かかりそうだけど。

「フィーちゃん買い出しかい？」

「はい、乳製品店まで！」

　やや早足に町の中でも外れにある牧場近くの乳製品店まで歩いていると、声をかけられた。顔と名前の浸透のお陰かげでこのように町の皆みなさんから声をかけてもらえる事も今や少なくない。平民としてだいぶ町に馴な染じんで来たのでは？

「今日はあの貴族様の彼氏とは一いつ緒しよじゃないのか？」

「ふふ、彼氏なんて畏れ多いですよ」

　…ニカ様の存在も同時に浸透しているのがだいぶかなり気になるけど。テレビも写真も無くマスコミも居ない世界だし、まだ殿下なら王都中心部に行った時に偶たま々たま顔や姿絵を見られた事はあるかもしれないけれど、ニカ様は本人が出で不ぶ精しようなせいもあり王族とまでは気づかれていなさそうだ。現状、平民と貴族の夢のあるラブストーリーを周りに勝手に想像されている。

　そんな感じで町の皆さんとにこやかに軽く雑談を交かわしつつ歩いていると、目的の場所近くにあるわかりやすい目印の十じゆう字じ架かが見えて来た。乳製品店は教会の隣となりにある。

　レディロという一つのゲーム内では当然だけどこの世界の全すべての常識を語り切れてはいなかった。例えばこの教会なんかは一番大きい王都のものが結けつ婚こん式しきの背景スチルで使われたぐらいだ。

　なので、民衆の神への信しん仰こうレベルとかそういう話は私がこの世界で勉強して初めて知った。どうやらこの世界の神は唯ゆい一いつ神しんで信仰レベルはそこそこらしい。そこそことは、神様を居ると思っている人は多いけど熱ねつ狂きよう的てきな信徒や過激派なんかは全然居ないって意味だ。

　前世の日本よりは神を皆当たり前に信じているようなんだけど、そもそもの文化が神様に全てを捧ささげ信しん奉ぽうするタイプではないらしく、配はい偶ぐう者しやや子供を持てたのは神様のお陰ですと今ある幸せを感謝するタイプみたいなんだよね。神秘的に静かに祈いのりを捧げる場所じゃなく、たまに家族で訪おとずれて明るい笑え顔がおでありがとうございますと言いに行く場所と言えばわかりやすいか。よって規律が緩ゆるく、教会の従事者にも結婚している人が多い。かなり自由だ。

　以上の通り、私にはあまり関係ない場所だ。しいて言うなら平民祝いに一度お礼を言いに行くかなぐらいの気持ちはあるけど。

　そうつらつらと考え事をしながら私が教会を横目にその前を通り過ぎた時、ちょうど教会の中から修道服姿の私と同い年ぐらいの女の子が出て来た。

　ああそうそう、前世では修道士とか修道女とかって確か教会所属じゃないんだったか。そもそも禁きん欲よく的てきな面が全然ないから前世の修道女の人とは定義がだいぶ異なるどころか、名前だけ同じなまったく違う職業と考えた方がいいかもしれない。

　そんな思考の為に意図せず私がまだ彼女に注目している最中、その彼女が視線に気付いたのか私の方を見た。そしてそのせいで足元がお留守になってしまったのか、なんとすっ転んだ。

　三段程度とはいえ彼女の前には下り階段。

「な、危ない…っ！」

　急展開に私は慌あわてて踵きびすを返し、彼女の前で両手を広げる。

　どしん、という音と共に受け止め切れずに地面に尻しり餅もちをつく。痛い。これはお尻に青あざ確定だ。

「ひっ、え、ああああの…すみません！」

　私が受け止めた女の子は状況に気付くや否いなや私の胸の中にあった身体からだを起こし、階段ぎりぎりまでずり下がるとその場に土下座した。この世界にも土下座文化はあったのか。そいつは初めて知った。

「顔を上げてください。お怪け我がはありませんか？」

「は、ははい！　私は！　どこも…あ、あなた様は!?」

「私も大だい丈じよう夫ぶですよ」

　お尻は痛いけどそれは言わぬが花。誰だれかにお尻を見せる予定は今のところ無いし、万が一実は骨折していたとしてそれは私の力不足。彼女のせいにはするまい。

　私が立ち上がると、彼女も恐る恐る立ち上がった。土下座はやめてもまだぺこぺこしているけど。

「ありが、ありがとうございまひた！」

「どういたしまして」

　ずっとわたわたしている修道女ちゃんかわいい。頭を下げる度たびミルクティー色の左右の三つ編みがぶんぶんゆらゆらして癒いやし。明るめな色合いだから黒い修道服に映はえる。
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　もう一度深く頭を下げてから、修道女ちゃんが顔を上げる。と思うと、私の顔を見て呆ほうけた。瞳ひとみは綺麗な赤あか紫むらさき色いろだ。

「…どうかなさいましたか？」

「あ、えと、すみま、すみません！　聖女様と同じぐらい美人で驚おどろきました！　すみません！　ジロジロ見てすみません！」

　修道女ちゃんがまたぶんぶんぺこぺこ頭を下げる。さっきからとんでもなく謙へりくだって来る子だ。顔を褒ほめているのに謝らなくてもいいと思うんだけど。

　しかし、はて、聖女様？　そんな存在というか位というか聖職というかなんてこの世界にあっただろうか？　私の勉強不足？　平民になっても使いそうな一いつ般ぱん常識の勉強は死に物狂ぐるいでやったつもりだったけどまだまだだったのかな…。

「お褒め頂きありがとうございます」

「いえ、そんな！　すみません！」

「私はフィー・クロウと申します。よろしければお名前をお伺うかがいしても？」

「ひゃ、ひゃい！　ナンシーでしゅ！」

　成る程ほど、ナンシーちゃん。覚えた。愛あい称しようは何だろう？　ナンちゃん？　いや、ナナちゃんだな。三つ編みダブルしっぽブンブンのナナちゃん！

「私はお使いの最中なので今日のところは失礼しますが、お嫌いやで無ければ今度プライベートでお話して頂ければ嬉うれしいです」

「いい嫌じゃない！　光栄でひゅ！」

「そうですか、ではまたお会いしましょう」

　私はナナちゃんに手を振ふり、ほくほく顔で無む駄だに優ゆう雅がに隣の乳製品店に入った。

　…やった！　これは私の今世初となるお友達フラグです！　ですよね!?

　今世では貴族内での派は閥ばつ争いやら身分差やら家を挟はさんだ関係やらに加え、自分が結局全部捨てて平民になった時に同級生に陰いん湿しつに嫌がらせして婚約破は棄きされた平民の友人なんて言われるのかと思うと、どうも親しいお友達は作れなかったんだよね！　でも今から平民なお友達を作るのは何の問題も無い！

　なんですか、私の平民ライフ全然順調じゃないですか!?
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　修道女のナナちゃんと素す敵てきな出会いを果たした日から三日後、今日の私は仕事が休みだ。

　仕事が休みの日は目に見えてテンションだだ下がりになる変わった子として町の皆さんに面おも白しろがられる私。だけど、本日はテンション下がっていません。

　何な故ぜなら、今日はナナちゃんに会いに行くから！

　ここでこの世界における修道女という存在について、もう少しおさらいしておこう。

　前世では全然調べる機会や関かかわりが無かったから違ちがいがどれだけあるかについては詳くわしく知らないんだけど、この世界の修道女っていうのは教会に住み込みで神への理解を深める教育を受けながら教会へ貢こう献けん（清せい掃そうや庭仕事や炊すい事じなどなど）を行う女性を指す。これが男だと修道士。そしてその中から試験に合格した者は牧師になり、教育を施ほどこす側になる。

　つまり教会に行けば高確率でナナちゃんに会えるはずだ。こっちは丸一日休みなんだし、仕事中なら待とう。忙いそがしいようなら休みの日を合わせられるように予定を聞いて…。

　あれ、私がやろうとしている事ちょっとストーカー臭くさくないか？

　……女同士だから大丈夫！　友達に飢うえているだけだから！　変な意味なんて無いから！

　自分に言い訳をした私は胸を張って歩く。

　途と中ちゆう、目の前をこの城下町の外れでは珍めずらしい馬車が通り、ニカ様か!?　と一いつ瞬しゆんびくっとしたけどよく見ると知らない馬車だったし何事もなく通り過ぎて行ったのでほっとした。そもそもニカ様もリリちゃんを見み極きわめるみたいなニュアンスの事を言ったんだから、前より頻ひん繁ぱんには私に会いに来なくなるのかもしれない。良い事だらけだ。

　思考に一区切りついたところで、丁度教会に辿たどり着いた。私は一つ深呼吸をして扉とびらに手をかける。

「失礼致いたします」

　教会の中に入ると、物もの凄すごい勢いで中に居た二人が振り返った。その勢いに私も驚いたけど、二人の顔を見るにそれはお互たがい様だったよう。

　内一人は服装からして恐おそらく牧師さんで、もう一人はナナちゃんだった。

「あ！　あ！　先生！　この人です！　私を助けてくださった聖女様みたいな貴族様…！」

　ナナちゃんが相変わらず落ち着き無く左右の三つ編みをぶんぶんさせながら私を指差し叫さけんだ。かわいい。言っている事の一部がどうにも気になるが。

「シスターナンシー、声を落としなさい。それから人を指差さない」

「す、すみません」

　対して牧師さんは落ち着いた男性だ。親のようにナナちゃんを窘たしなめる優やさしそうなおじ様。うん、いいコンビだね。

　私は足音を立てないよう二人の前まで歩いて行き一礼した。

「フィー・クロウと申します。はじめまして牧師様。ナンシーさんは先日ぶりですね。確かに私はナンシーさんとは先日お話をする機会がありましたが、貴族ではありませんので誤解の無いよう」

「え!?　ええ!?　貴族じゃない!?　噓うそです！」

「シスターナンシー」

「すみません、静かにします…」

「それももちろんですが、人の言葉を噓と決めてかかるのは感心出来ません」

「はい…」

　しゅんとしているナナちゃん、叱しかられたわんちゃんみたいでかわいい。貴族よりちゃんと平民と認にん識しきして欲しいところではあるけど。

　でも前の時妙みように謙っていた理由はこれでわかった。貴族だと思われていたのか。言こと葉ば遣づかいと仕し種ぐさはもうほぼ反射で猫ねこ被かぶっちゃうからな…代わりに心の中ではこの有様なんですがね。

「申し遅おくれました。この教会の牧師を務めさせて頂いております、ジャック・ガンホースと申します。先日はシスターナンシーをお助け頂きありがとうございました」

　そう言って綺き麗れいにお辞じ儀ぎする牧師ジャックさん。その身のこなし、なんとなく貴族臭しゆう。あまり関わり合いになると痛い目を見そうだ。

「目の前で女の子が怪け我がをしそうになっていたら助けるのは当然の事ですよ」

「お、おお…フィーさん格好いい！」

　ナナちゃんの好感度が上がった気がする！　嬉しい！

「それはそうとクロウさん、惜おしかったですね。もうほんの少しでも早くお越こし頂ければ聖女様と会えたでしょうに…」

　ジャックさんが憐あわれむような顔をして、ナナちゃんもジャックさんの隣となりで自分の事のように悔くやしがってくれている。天使かな？　いやしかし、また聖女様…か。

「あの、聖女様とは…？　知識不足でお恥はずかしいのですが、教会にそのような階級ありましたか？」

「いえ、ありませんよ。聖女様は階級とは別の呼び名ですから」

「聖女様の事は、勝手に私達が聖女様って呼んでるだけなんですよ！」

　牧師と修道女が勝手に聖女と呼ぶような存在…？　ただ階級で呼んでいるのよりむしろとんでもない事な気がするな。その女の人はどんな聖人だと言うのか。

「何故聖女様と…？」

「彼女は幼い頃ころから毎月一度は必ず教会にお越しになり、感謝を捧ささげなさるのです」

　…それだけ？

　いや、欠かさずするのは凄すごい事かもしれないけど、前世ではそんな人、身近には居なくても世界規模ではたくさん居ただろうからいまいちピンと来ない。確かに今世では何かの節目以外で滅めつ多たに教会に行く人は居ないみたいだから珍しいのはわかるけど…。それなら毎日この教会で神様に感謝する時間を取っているだろうジャックさんやナナちゃんの方が凄いのでは？

「私、聖女様に憧あこがれて修道女になる事に決めたんです。もう…十三年も前の話ですね。私と同じ年とし頃ごろの女の子が馬車から降りて来て、興味本位でその後を付いて行った私が見た…たった一人で十じゆう字じ架かの前、目を閉じ両手を合わせたあの神秘的なお姿…忘れられません」

　目を潤うるませ恍こう惚こつの表情を浮うかべるナナちゃんは、見た目からして童顔だから少しわかり難にくいけど私と同い年ぐらいだと思う。

　…馬車、という事は聖女様とやらは貴族に違いない。私が十六歳だから、当時の聖女様も恐らく三歳そこら。そんな彼女が、一人で教会に来ては感謝を捧げていた──

　ああ…どんな事情かは知らないけど、この城下町の外れまでわざわざ汚よごれひとつ無い綺麗な服の幼い女の子が一人、神に感謝を捧げに来る。

　確かに聖女と呼ばれておかしくないシチュエーションなのかもしれない。そんな幼い頃から自主的に神様に感謝したいと毎月通う子からして、そうそう居たものじゃない。普ふ通つう親おや御ごさんと一いつ緒しよに来るだろうし。

　って、違う違う。私は聖女様の話を聞きに来たんじゃない。

「そんな方がいらっしゃるんですね。…話の腰こしを折って申し訳ないのですが、私が本日此こ処こに来たのは、実はナンシーさんにお願いがあったからなんです」

「え!?…や、やっぱり怪我を!?　ち、治ち療りよう費ひ…先生すみません、立て替かえてください！　すみません！」

「シスターナンシー、相手の話はきちんと聞きましょう」

　落ち着いて窘めるジャックさんとわたわたナナちゃんを見て微笑ほほえましい気持ちになる。

　きっとこの二人はいつもこうなんだろう。

　私の今世の家族にもし温かみがあったなら、私が平民になりたいと思う事はなかっただろうか──いや、それは無い。どれだけ恵めぐまれた環かん境きようだったとして、自分の立場をレディロの主人公と気付いた時点で私は絶対に逃にげようと思っただろう。

　もし私がまたレディロのゲームシナリオに運命なんて馬ば鹿かげた理由で引き戻もどされるようなら、私は迷わず国を出てさらにずっと遠くへと逃げる。国の外は危険と謎なぞが多くリスクが高過ぎるから出来れば行きたくないが、やむを得ない。自分に出来る対策は万ばん全ぜんにするが…それでもし、死んだとしても。

　平民として生きられないなら、私として生きられないなら、意味がない。生きているだけなんて意味がない。

「ナンシーさん、私とお友達になって頂けませんか？」

「え!?……はい！」

　何はともあれ現在は危険を冒おかして逃げる程ほど最悪の状じよう況きようではないので、素す直なおに今世初友達が出来た事を私は内心では全力で喜びます！　外がい面めんはにこにこしている程度だけど、内心は今狂きよう喜き乱らん舞ぶだからね！

　この三つ編みダブルしっぽぶんぶんしているかわいい修道女ちゃんはもう私のものだ！　焦あせらず徐じよ々じよに徐々にデートと貢みつぎ物と溺でき愛あいにより距きよ離りを縮めて行き、今後私にメロメロのドロドロにさせる予定だ！　誰だれにも邪じや魔まはさせない！
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　聖女様。そんな身分はこの世界に存在しないにも拘かかわらず、そう呼ばれている少女が居る。

　聖女様本人の思おも惑わくはともかく、少女の事をそう呼ぶ人物は表向き秘ひ密みつ裏り問わずそこそこの人数が居る。聖女様本人は何な故ぜ自分がそう呼ばれるのか、理由をまったく理解していないが。

　その聖女様。彼女は十字架に向けて手を合わせ、誰にも聞こえないような小さな小さな声で祈いのりを捧げる事が月課であった。

　──正確には、つい最近までは、祈りを捧げていた。

　城下町の中でも端はじの端。多少は物がある程度のほぼ田舎いなか。そんな辺へん鄙ぴな場所に聖女様は今日もひっそりと人目を忍しのんで出向き、十字架の前で手を合わせた。

　虚うつろな目で、震ふるえながら、儚はかなく今にも消えそうに、僅わずかに口を開く。誰にも聞かれる事の無い呟つぶやき。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい、神様、全部私が悪いです、ごめんなさい、だから、だから──」

　最後に声にならない声で口を動かし、聖女様は自じ嘲ちようした。

　これが神への祈りと言えるわけがない。そして、聖女様の中でこれは懺ざん悔げでさえもなかった。

　聖女様は目を閉じて深呼吸する。息を深く吐はき出した後に目を開けた聖女様は、未いまだ憂うれいを帯びてこそいたが今にも消え入りそうな弱さを搔かき消した。

「ありがとうございます。今日も私は幸せです、神様」

　聖女様は最後に、先さき程ほど自分が呟いていた言葉など無かったように普通の声量でそう言うと笑え顔がおで一礼し、教会を出た。

　声の聞こえていなかった、己おのれを慕したう牧師と修道女に憧しよう憬けいの目で見送られる事に酷ひどく居い心ごこ地ちの悪さを覚えながら彼女は外で待たせていた馬車に早足で乗り込む。

　帰るのだ。

　自分が今から行くその帰る場所が、そこで待つ誰もが、自分の帰りを望んでいない事を誰よりよく知っていても…聖女様は帰る。

　途と中ちゆう、馬車が一人の平民にしては荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きを纏まとった美しい少女とすれ違ちがった。

　しかし聖女様は外を見ておらず、平民も馬車自体は視界に映したものの布仕切りにより中の人物をその目に捉とらえる事は出来なかった。

　こうして糸は絡からまり捻ねじれ、二人はすれ違ったまま。
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　最初から、平民にさえなれば後は全すべて大だい丈じよう夫ぶなんて楽観的な事を思ってはいなかった。

　平民になる為ための努力が第一段階。平民になる為の婚こん約やく破は棄き及および追放イベントが第二段階。もちろんここまでで私は最高にハッピー。大はしゃぎ。

　だけど、第三段階はこの平民の生活を守り切る事だ。これが出来なければ、何の意味も無い。

　私は、その手段を何も考えていなかった訳ではない。




　ほぼ週一で来ていたニカ様が来なくなって十二日目。

　ナナちゃんというかわいい友人も出来て順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな私は今日も今日とてパン屋で楽しく働いていた。

　そしてそろそろ閉店時間かとなった頃──パン屋の前に馬車が止まった。

　一週間と五日。…まあ誤差の範はん囲いと言えば誤差の範囲だけど、宣言通りリリちゃんの見み極きわめも関係はしているんだろう。

「おや、良かったねぇフィーちゃん。ほら、もう店はいいからニカ君とこ早く行ってやんな」

　私が反論を返す前に、ミシェルさんにはいはいはいと巧たくみな早はや業わざで店を追い出された。ニカ様に廃はい棄きパンの買い取りをしてもらう気もないらしい。ニカ様結構本気で此処のパンを気に入っているみたいだから、逆に残念がるかもしれない。

　にしても、ニカ様は王族なのにいつの間にやらニカ君なんて呼ばれ方をしているのはどうなのか…ニカ様が良いと言えば良いんだろうけど、ちょっと馴な染じみ過ぎだと思うんですが。

「あんまり冷たくしてると、愛あい想そう尽つかされてから後こう悔かいするよ！」

　最後に忠告だけ残して、ミシェルさんは店の中に戻って行った。愛想尽かしてくれるのならそれでいいんですが。

　私は苦笑いしながら馬車の方を見る。

　馬車に、違い和わ感かんを覚えた。よく見ると、それはいつものニカ様が乗っている馬車じゃない。

　それに気付いた直後、馬車から人が降りて来た。そしてその人物も、ニカ様ではなかった。

　彼はおよそ馬車に乗るような身分の方がするとは思えないような適当さで馬車からぴょんと飛び降り、私を見て頰ほおを緩ゆるませる。

　非常に明るい金、要するにプラチナ色。そんな白はく金きん髪ぱつも中々珍めずらしいがそれ以上に珍しい、真しん紅く色いろの双そう眼がん。白い肌はだ。

　目の前の人物の色を見ていると、前世知識のある私からするとアルビノという色素欠けつ乏ぼう症しようを思い浮うかべてしまうのだけど、この世界での赤目は珍しいとはいえ前世よりは格段に多いしそれを持つのも黒くろ髪かみや褐かつ色しよくの人など、色素には何の規則性もない。彼がアルビノっぽい色素なのは偶たま々たまだ。

　異世界というのはそもそも人間のＤＮＡの構造からして違うのだろうか。修道女が見た目だけ同じでその実前世のものと異なるように、人間も見た目だけ同じで中身は全然違うのかも。人体研究は医い療りよう関係で多少されている以外はほとんど行われていないようだし、行われていたとして私に人間のＤＮＡ構造の詳くわしい知識なんて無いから違っていてもわかりようがないけど。

　そもそも知っているゲームの世界という時点で相当捻じ曲がった次元に居るのは間違いないんだから、そういう細かい謎には目を瞑つぶって生きる方が賢かしこいかな。

　皆みな外国人の見た目と名前なのに、言葉は日本語で書き言葉も日本式。文化は日本と昔の外国とファンタジーがごちゃまぜ。気にしていたらキリがない。

　うん、深呼吸代わりに世界猜さい疑ぎして自分を落ち着かせるのはこの辺でやめよう。

　目の前の赤目の美少女みたいな美少年。名前をメルヴィン・クラビット。二ヶ月前まで同じ学園で同じ学年に居たけれど、今まで私と交かわした会話は社交界での社交辞令のみ。

　ただしその正体はレディロの攻こう略りやく対象キャラの一人。通つう称しようメルちゃんだ。

「こんばんは、レディローズ」

「こんばんは、メルヴィン様」

　貴族の礼を交わし合う。いくら今は平民と言っても、知っている礼れい儀ぎをしない事は失礼だからね。

　私は一ひと先まずお店の迷めい惑わくになるから、といつもニカ様とやっているように歩きながらの話を提案した。メルちゃんは快かい諾だくし、護衛三人を後ろに私の隣となりに並ぶ。

　ちらっと振ふり返ると、ニカ様のあの仕事放棄している護衛二人とは違い、三人は私にも警けい戒かいしているようだった。そう、それでこそ護衛だ。応おう援えんしている。

「まさかあのレディローズがこんな所で本当に平民やってるなんてね？　面おも白しろい気配に思わず飛び出して来ちゃったよ」

「それはそれは…部下の苦労が偲しのばれますね」

「へへ、返す言葉も無いや。まぁま、それよりさレディローズ、社交界なんかでも思ってたんだけどあんた全然動どう揺ようしないね？」

「動揺を見せたところで、相手のペースに乗せられるだけですから」

　とはいえ、今回メルちゃんが私に会いに来た件については内心でも別段驚おどろいていない。

　どうせメルちゃんがいつか私に会いに来るのは、六歳で平民計画を立て始めた時から予定に織り込み済みだ。

　むしろ、待っていた。

　この場所にさえ居続ければ、義理とはいえ弟である故ゆえに私の居場所を調べる事が出来たんだろうシェドや幼おさな馴な染じみかつ王家の力か何かを使っただろうニカ様のような多少予定外だった人物達は置いておいて、彼なら、そんな私との繫つながりが何も無くても私を見つけてくれると信じていた。

　メルヴィン・クラビットはこの国における銀行の役割を持つクラビット公こう爵しやく家の跡あと取とりであり、国内のみならず国外にも〝耳〟と称しようする数多あまたの諜ちよう報ほう員いんを持つ──面白い事至上主義ちゃんだ。

　そんなメルちゃん、もうとにかく面白そうな事には目がない。特に人間関係ともなると目を爛らん々らんと輝かがやかせぴょんぴょこ飛びつく。学園やクラビット家の仕事以外の時間はほとんど娯ご楽らくに費ついやしている。

　彼が、完かん璧ぺき令れい嬢じようレディローズなんて呼ばれていた女が同級生をいじめ婚約破棄された末に行方ゆくえ不明。好こう奇き心しんに動かされ調べて行くうちになんと平民として普ふ通つうに暮らしているという話を知って、飛びついて来ないはずがない。

「ねぇねぇ、スワローズ公爵家に軟なん禁きんされて暮らしていたようなもんなレディローズが、何で平民として大して不自由無く生きて行けてるの？　あんた、元ご両親が手切れ金で渡わたした金にも一いつ切さい手つけてないよね？」

「一個人の預金をわざわざ調べたんですか？」

「うん、俺知りたがりだから」

　よく調べているなぁ。それは知られても構わない話だからいいけど。

　確かに私は、クラビット金きん融ゆうに行って手切れ金を引き出す事をしていない。必要がなかったからだ。これは、運が良かっただけでもあるけど。

　単にミシェルさんが即そく日じつ即そく払ばらいという最高の雇こ用よう条件で雇やとってくださったお陰かげで、切り詰つめれば生活して行けた。当初の予定では、一度引き出して未来に利子でもつけて返そうと思っていたんだけど、そもそも引き出さなくていいならそれに越こした事はない。私が彼等に最後にもらったものは、今の家だけだ。あまり借りを作って後々足を掬すくわれたくない。

　ちなみにお金に関しては、婚約破棄イベントまでの幼少期から何か手を回し親からもらったお金じゃない固有財産でも作っておければ良かったのかもしれないけど…それはそれで、リスクが高いので断念した。私があまり〝親に対して〟有用性を見せ動き過ぎると、レディロのシナリオに上手うまく進まず婚約破棄してもらえない、家から追放してもらえないという恐おそれがあった。

　お金以外の大変だった話をするなら、やっぱり戸こ籍せき問題か。この世界に戸籍という概がい念ねんは無いので、身元保証が必要な際は家族や親しん戚せきなど身内が行う。だから新しい戸籍をもらうなんて必要もなかった。私がゼロから信用を築かなければいけない、それだけ。たったそれだけのどこの世界でも変わらず難しい話。

　正直人間関係にはどうしても博ばく打ちな要素があるし、後ろ盾だても逃にげ場も無いのにミシェルさんを始めとしてこんなに良い人ばかりの町に来られた私は幸運だ。治安によっては、最初の私の服装で裕ゆう福ふくだったのを察した悪い人間に金銭目的やら逆さか恨うらみやらで殺されていてもおかしくなかった。

「金で買えそうなら楽だったんだけどなぁ。あ、平民ならそもそも本人を金で買えちゃう？」

「人身売買は奴ど隷れい法に引っかかりますね。網あみを搔い潜くぐる貴族も居ますが…金融業は信用第一。クラビット家後こう継けい者しやともあろう方が、私一人の為に博打に出ますか？」

「参ったな。脅おどしも効かないし学も度胸もある…へへ、面白っ」

　メルちゃんは本当に楽しそうで嬉うれしそうに笑う。レディロファンにはこの屈くつ託たくない無む邪じや気きな笑え顔がおが人気だった。メルちゃんは知りたがりだけど悪意が無いし、理由が好奇心でしかないのがわかっているから特に警戒しなくてもいい。人の裏事情がわかっているというのは本当に便利だ。

「レディローズがリリアナ・イノシーをいじめたってのも腑ふに落ちないんだよね。だってんな事しなくてもあんたリリアナよりほぼ全部勝ってただろ？　どう見ても余よ裕ゆうだったのに、馬ば鹿かな事するような玉かな？」

「人は外見だけでは判断出来ないものですよ」

「そう！　そうなんだよ、わかってるぅ！　だから俺は人の思考を知りたいんだ！」

　大はしゃぎなメルちゃんにつられる事もなく、私は優ゆう雅がな笑みを浮かべ悠ゆう然ぜんと歩く。格好は綿の襟えり付きＶネックなシャツにもんぺのようなズボンという、ここらの平民のスタンダードでラフな衣い装しようだから何ともちぐはぐだけど。

　メルちゃんはマイペースな私をちらっと見ると、急速にテンションを落として行き、遂ついには溜ため息を吐ついた。

「参ったな。こんなに面白い人間初めて会ったのに、想像してた以上に全然話を引き出せる気がしない」

「まぁ。メルヴィン様ともあろうお方からそんなお言葉を頂けるなんて光栄です」

「……おい、おちょくるな。俺はさ、散々あんたの事調べてから来たんだよ。リリアナ様とのあの事件から調べて、面白そうな事を見つけたと思ったら謎なぞが深まる。その謎を解こうと思ってさらに調べたら、どんどん面白そうな事が見つかる。でも謎は解明されないどころか深まるだけ。…せっかく面白そうなのに、謎だらけでもうお手上げだ」

　演技がかっていた親しみやすくあざとい話し方をすっかりやめたメルちゃんが、ぐったりと空を仰あおぐ。

　リリちゃんとのあのいじめと婚こん約やく破は棄きから私を調べメルちゃんがこの場所を突つき止めたという事は、同時に現在元貴族の私が平民として何ら不自由無く暮らせている異常に気付く。それだけでメルちゃんが此こ処こに来る理由としては充じゆう分ぶんだ。でも…口ぶりから察するに、もっと調べられているなこれは。

　私の事をどれだけ正確に知って、どれだけの謎を持ったのかはわからない…個人的にはそこまでおかしな人生は送っていなかったつもりなんだけど。まあ何にせよ、私が言うべき事は予あらかじめ決めていたもので問題ないだろう。

「散々回り道をされたようでお疲つかれ様です。私から話を引き出したいのであれば、方法はもっとずっと簡単でしたのに」

　優雅に鮮せん麗れいに咲さき誇ほこる薔ば薇らのように、私は微笑ほほえむ。

　私はもう貴族ではないし、貴族に戻もどる気はない。だけどレディローズのふりをするのは今も昔も簡単だ。

　シェドの時はあまりにも予想外な事が起こり過ぎて脳筋な行動を取ってしまったけど、心の準備さえしていれば私はもっと上手くやれるんですよ。上手く演じるのは、慣れているんだから。

　私は目を細め口元に弧こを描えがき微笑んだまま、威い圧あつするように口を開いた。

「メルヴィン様、取引を致いたしましょう」

　さて、正念場だ。ここで私がどれだけやれるか。出来るか。

　運命に勝てるか。

　メルちゃんが目を見開き、私の張りぼてに惑まどわされ気け圧おされた護衛達が武器に手をかける。私はそれを目の端はじで捉とらえながらも微かすかとして怯おびえはしなかった。ここで、この程度で、メルちゃんの指示も無しに攻こう撃げきして来る程ほどこの人達は馬鹿じゃない。そんなある意味での信しん頼らい。

　そんなものより話の方が重要だ。私は気にせず続ける。

「この話はただ、私と貴方あなたの利害が一いつ致ちすればいいだけなのです。法外なものを要求なんて致しません。情報には、情報でお答えくださいませ」

「…情報？」

　眉まゆ根ねを寄せるメルちゃんに、私は懇こん切せつ丁てい寧ねいかつ主導権を握にぎるように説明する。

「はい、形式は一問一答…質問し、質問されの繰くり返しです。あまり簡潔な答えは禁止に致しましょう。話が終わりませんからね。無論どうしても答えられないものには答えなくて結構です。答えられない質問をされた場合は答えられないと正直に言い、別の質問に変えてもらう。片側からもう質問したい事が無くなれば、その時点から次の相手の質問とそれに答えるまでで終しゆう了りよう。どうですか？」

　こういうのはシンプルでいい。そうじゃないと、張りぼてが多少得意なだけの私と元々の頭の出来が違ちがうだろうメルちゃんでは、駆かけ引きになり一方的に負けそうだ。

　無論、そんな自信の無さはまったく見せずに、むしろ此方こちらが譲じよう歩ほして対等な条件を出しているように見せかけさせてもらうけれど。

「…俺はいいとして、あんたそんなに俺に聞きたい事あるの？」

「ええ、もちろん。私の今後の進退を決める大事な質問がいくつも」

　懐かい疑ぎ心しんが滲にじみ溢あふれ出ている質問に、私は正直に答えた。

「答えられないはいいとして、虚きよ偽ぎは困りますからね。お互たがい誓せい約やく書しよでも書いておきましょう」

「そこまでする？」

「して頂けないのであれば、話は終わりです」

「あー、待った待った！　するから！　おい、紙の用意を、」

「その必要はありません」

　護衛の一人に誓約書を用意させようとしたメルちゃんを私は澄すまし顔でピシャリと止め、持っていた麻あさで出来たバッグの中から、およそ平民が持っているには相応ふさわしくない質の二枚の紙を取り出しメルちゃんの目前に突き付けた。目を白黒させながら受け取ったメルちゃんを後しり目めに、自分用の二枚も取り出す。

「羽根ペンとインク要いりますか？」

「いや…いつも持ち歩かせてるから」

「さすがメルヴィン様です」

　私は自分の分の羽根ペンを取り出し、さっとインクにつけて手を紙の下した敷じき代わりにし即そく時じ少々歪いびつなサインをした。羽根ペンで文字を書くのにはもう慣れたけど、たまにボールペンやシャープペンなんかが恋こいしくなる。紙も、この世界では質の良い紙とはいっても前世のコピー用紙にさえ遠く及およばない酷ひどいものだ。

　そんな私の外面上は出していない僅わずかな哀あい愁しゆうなど知るはずもないメルちゃんが、真ま面じ目めな顔と空気でキッと私を睨にらんだ。

「…待てよ。これは今決まった話のはずだろ？　何で俺とあんたの名前が文言にある誓約書を出せる？」

「あら、早さつ速そく質問ですか？　質問者の先手後手はまだ決めていないはずですが…」

「ま、待て。…貴重な質問出来るチャンスだ。今のはまだ答えるな」

「さっきから待て待て待てと、人を犬のように…」

「こんなタチの悪い犬が居て堪たまるか」

　メルちゃんは警けい戒かいした目で最後に私を一睨みし、誓約書に上から下まできっちりゆっくりと目を通した後、護衛の人に手を出す。護衛の人はいつの間にか私の私物のうん万倍質の良さそうな羽根ペンにインクをつけ、さっとメルちゃんに差し出している。

　…護衛？　護衛か？　あの人だけ秘書なのかもしれない。よく見れば格好が他ほかの二人より貴族っぽい。メルちゃんみたいな家いえ柄がらとタイプの人にはそういう人も常に付いているものなのかもしれない。

　尚なお、誓約書の内容を一応簡単に纏まとめると、私とメルちゃん（及びメルちゃんの護衛など話を聞いたメルちゃんが連れて来た第三者）は、噓うそを吐かず聞いた事は誰だれにも言わないと誓ちかう。これにサインをした時、文言に同意したものとする。これら誓約を破った時には相手の奴ど隷れいとなるって感じだ。

　破らなければいいだろうし、いざとなれば家名の信用を多少捨てても身分を笠かさに着て無かった事に出来るとしても、よく奴隷なんて事を書いている誓約書に簡単にサインしてくれたな。

「サインしたぞ。…控ひかえまで用意しやがって」

「はい、ありがとうございます。あ、キリのいいところで家に着きましたね。では中で続きを話しましょう。特別にメルヴィン様からの質問でよろしいですよ？」

「それは有り難がたいな」

　お互いに控えを残し誓約書を交こう換かんし合った私達は、さっさと私の家に入る。これで現在の我が家に入った貴族は三人目だ。

　何かお茶でも出そうと思ったけど、メルちゃんが私が居る側の椅い子すを引き、余計な事はいいから座れと言わんばかりの視線を送られたので大人しく座った。次いですぐメルちゃんもテーブルを挟はさんで向かいの椅子に座る。

　テーブルの上で腕うでを組んだメルちゃんが数秒の瞑めい目もくの後、真しん剣けんな顔で口を開く。

　私達は、一問一答を開始する。

「リリアナ様とのあの一件、あんたは何を思い、セス様からの婚約破棄に逆らわなかった？」

「妥だ当とうな質問ですね」

　私は笑え顔がおでうんうんと頷うなずいた。それこそメルちゃんが抱いだいた最初の疑問で興味のはずだ。

　リリちゃんの訴うつたえが真実か虚言かは置いておいて、どちらだったとして私が逆らわないのはおかしい話なんだから。

　だって普ふ通つうなら、逆らわない事は私にとって不利でしかない。リリちゃんの言葉が真実だったとして、私は噓でも虚勢でも逆らうべきだ。貴族として。家の為ため、自分の為に。

「逆らう理由が無かったからです」

　誓約書の通り、噓を言う気は最初から無かった。

「言い換かえるなら、私も殿でん下かとの婚約破棄を願っていたからですね。あれは誰にとっても都合が良い話だったんですよ。私はそう思っています」

　多くは語らず、かといって少な過ぎてはメルちゃんの方も少なくしか話してくれまい。この辺りが妥当なはずだ。

　メルちゃんは一度、何か深く頭を巡めぐらせるように沈ちん黙もくした。

「……正直、予想と違い過ぎて混乱している」

「あら、そうですか？」

　私のこの態度からして望んでこうなったのは想像に難かたくなく、なら俺様殿下とそうまで婚こん約やく破は棄きしたかったんだろうと考えるのはたいして不自然じゃないと思っていたんだけど…うーん。主観と客観はやっぱりだいぶ異なるらしい。

「参考までにどんな想像をしていたのか聞いても？　ああでも、ただの好こう奇き心しんですのでこれが質問のカウントに入るのでしたら答えなくてよろしいのですが」

「いいよ、別にそれぐらい。俺はあんたと違うからな」

　よし。私の行動は第三者からどう見えているのか、というのは実は元々聞きたかった事の一つだ。質問回数一つ儲もうけ！

　しかし…さっきから私が口を開くごとにメルちゃんの私に対する好感度がみるみる下がっている気がする。おかしいな…私は自分のハッピー平民生活を念頭に置いてそれに準じた言動をしているものの、レディロファンとしてメルちゃんの事は大好きなのに。話が全部終わった後の彼の私を見る目を想像するのが今から怖こわい。今日は泣いて不ふ貞て寝ねするかもしれない。

「俺は調べてるうちに、あんたがわざと国やら家やらに何かする為の布石として婚約破棄を受けたんだと考えた」

　予想外！

　え、私の行動ってそんな風に見える？　そんな、頭良さそうかつ危ない反乱予備軍に見えちゃっていた!?

　そんな馬ば鹿かな…でもそう言われると納なつ得とくは行く。ニカ様も最初以降はもしかして、危険思想を持っている恐おそれがある私の監かん視しの為によく会いに来ていたのかもしれない。成る程ほど…成る程…。

　この前ニカ様が言っていたお互いの勘かん違ちがいってこの事かな？　ニカ様は私が危険思想を持っているという考えをただの勘違いだったと気付いたという話……ではないな。うん。それだとニカ様が私を過大評価していただけで、私自身が何かを勘違いしている事にはならない。だいたい、それにしては勘違いがどうこうと言われたタイミングも微び妙みようだ。

　わからん。一いつ旦たん保留。

「次は私の質問ですね。メルヴィン様は、このまま行くとリリアナ様は王おう妃ひになれると思いますか？」

「…このまま行くと、だな？」

「はい」

　フラグみたいに聞こえるからそこをもう一度言うのはやめて頂きたいんですがね。

「なれるだろう」

　メルちゃんはあっさり言った。

　私の未来が輝かがやきに満ち、バックで天使がラッパを吹ふいた。

「セス様のあんたとの婚約破棄からリリアナ様との婚約までのスピードは速過ぎてやや不自然だったが、リリアナ様自身の能力は低くない。学園での成績にしても常に上から五位までには入っているし、彼女は優ゆう秀しゆうで努力家だ。あんたとの一件の不可解ささえ除けば文句のつけようもない」

　初めて人からリリちゃんの良い評価が聞けたぞ！　そうなんだよ！　リリちゃんは凄すごいんだよ！

　見た目の可愛かわいさはもちろん、成績も能力も高いし努力家で顔も広く社交に積極的だし俺様殿下の事もちゃんと愛しているみたいだし、私よりずっと王妃に向いているんだよ！　よく言ってくれた！

　…いや、私は視線合う度たびに睨まれていたし、話す機会があったと思ったら一方的に嫌きらいと言われいじめを捏ねつ造ぞうされたんだけどね。悲しいかな、私の事だけが徹てつ底てい的てきに嫌いなんだと思う。リリちゃんがあんな手段を取ってしまう程に愛されている俺様殿下がいっそ憎にくいね。離はなれられたお陰かげで最近は奴やつへの嫌けん悪おも薄うすれているけど。

　とまあ、ここまでは、私はメルちゃんと何の焦あせりも感じる事無く良い流れで話せていただろう。

　はい、そうです。ここまではです。悲しいお知らせです。

　残念ながら特別に交こう渉しよう事ごとに秀ひいでているわけでもないただの張りぼてな私では、ニカ様のように万ばん能のうな天才とは行かなくてもそれを凌りよう駕がする一つの異常性、類たぐい稀まれなる好奇心を持つメルちゃんには敵かなわないのだ。

「じゃ、次は俺の質問だ」

　前置きをしたメルちゃんは、可愛い顔と真っ赤な目でじろりと私を睨み据すえ言った。

「あんた、自分の能力を詐さ称しようしていたな？　何な故ぜだ？」

　途と端たん、心臓の動きが速まるのと反対に頭が冷えた。私はいつもの笑みを浮うかべる。

　ピンチな時こそ冷静になれ。気取られてペースを完全に握にぎられたら終わりだ。地位も頭も向こうが上だからこそ。

　…大だい丈じよう夫ぶ、もし本当に知られていたところで問題ない。メルちゃんは私の前世に関してはどうやったって知り得ないんだから。弱みは見せない。

「質問が抽ちゆう象しよう的てきでわかりません。詳くわしくお願いします」

「いいだろう。…俺は、あんたの歴代の家庭教師全員に話を聞いた。あんたは子どもの頃ころから…ものによっては子どもの時の方が優秀で、そしておかしい事がわかった」

　メルちゃんが私の反応をつぶさに観察するように目を細める。

　…しまったな。この世界では交通の便の悪さや戸こ籍せきという概がい念ねんが無い為に、人ひと捜さがしが前世よりずっと難しい。だから油断していた。まさかそこまで金に糸目をつけず幼少期から洗われているとは…誰だれにも気づかれずやり切ったと自負していたのに、そんなところからバレるとは。

「あんたは幼少期、特に秀でた能力がいくつかあった。例えばそれは数学、例えばそれは読み書き。だが、あまりにも優秀だとあくまで幼児への教育という名目で雇やとわれていた家庭教師の能力が追いつかない。だから、スワローズ家は優秀な科目のみその学問に秀でた教師を新たに雇った。すると、最初は優秀だったはずのあんたは段々とつまずき始める」

「最初はさておき、つまずくのなんて普通の事ですよね？」

「ああ、普通だ」

　一応言ってみた反論の意を持つ言葉をメルちゃんはあっさりと肯こう定ていする。それから、私を視線で射い貫ぬく。

「だが俺は、話を聞いていて思った。まるで自分を〝普通〟に調整しているようだと」

　苦々しい気持ちだった。ちょっとメルちゃんを嘗なめていたかもしれない。

「あんたの最初の家庭教師から俺は直接話を聞いた。初めの授業で彼女は試用問題を作って来て、あんたが現時点でどの程度出来るかのテストをしたらしいな。…あんたはそれに困ったんだろう。それがどれだけ出来れば〝普通〟と判定されるのかの平均がわからなかった。だから、いくつかの科目で出来すぎるというミスをした。それから平均を理解して行く内に、段々とわざとつまずく事で〝普通〟に合わせた」

　メルちゃんのまるで探たん偵ていのような話は、根こん拠きよが見えて来ず、だけど全すべて真実だった。動機がわかっていない以外は花丸をあげていい。

　だって、この世界でいくつかの教科レベルが前世よりかなり低いなんてわからなかった。一つの恋れん愛あいを趣しゆ旨しとしたゲームの中に、世界の知識レベル説明が長々組み込まれていたはずもない。

　そして、あまり頭が悪いと思われると親の命令で私は折せつ檻かんされる。だから私が前世で培つちかっていた常識と照らし合わせて、この歳ならここまで出来たら普通ぐらいだろうと思った範はん囲いで答えてしまった。

　それから、家庭教師の反応で些さ細さいながら自分の失敗に気づき、メルちゃんの言う通りに調整をした。自分の立ち位置を〝普ふ通つう〟にした。それはその時当事者として関かかわっていたのであれば気づかないだろう速さで。ゆっくり。ゆっくりと。

「だからあんたの学園での成績は、全てが全て平均以上。咎とがめられないが、特別に目立ちもしない。そうなるべくして作られた」

　私の成績までどうやって調べたんだか…学園では順位の貼はり出しなんて無かったのに。コネとお金の力は強いな。

　…ニカ様にだって、私の能力が平均以上に過ぎない事は否定されなかったのに。メルちゃんの好こう奇き心しんと探究心には恐れ入る。お陰で心の中で少々余よ裕ゆうが崩くずされてしまった。今日は疲つかれ切って泥どろのように眠ねむる羽目になるだろう。

「もう一度質問を言う。何故、あんたはそんな調整までして能力を詐称した？」

　私はぐるりと脳内を回し、瞬しゆん時じに真実の中から言う事と言わない事の選せん択たくをした。

「両親に、期待されたくなかったからです」

　それは確かに本当の事だった。

「両親にとって私は、自分達がより権力を握る為ための道具に過ぎませんでした。使えないと思われれば壊こわされるか捨てられるか。ですが、逆に使え過ぎると最大限に無理を強しいられ消しよう耗もう品ひんにされてしまっていた事でしょう。私は私を守る為に、最低限だけ使える存在で居なければいけなかったのです」

　最低限の使える存在だった故ゆえに、私は平民になれた。どの程度なら丁度いいかは、レディロの中のリリアナを見て知っていた。

「能力を隠かくさずそれを伸のばそうと頑がん張ばれば、もしかしたら私は偉い人じんにもなれたかもしれませんね。ですが私は、偉人になりたいのではありませんでしたから」

　私がなりたかったものは、平民。それただ一つだ。

「…概おおむね、予想内だ。だが、今の話だと矛む盾じゆんが一つ発生する。わかるだろ？」

「そうですね。噓うそを言ったと思われ誓せい約やく違い反はんにされるのもなんですから、一問一答外ですが簡潔にお答えしましょう」

　私は捨てられるのが嫌いやだと言ったが、最初の婚こん約やく破は棄きの件の質問では皆みなが幸せになったと言った。つまり今私は自分が捨てられた事も幸せのうちだと言ったのだ。これは矛盾しているようにも聞こえるだろう。

「私は捨てられる事を不幸とは思っていませんでしたが、捨てられ方にも色々あるでしょう？燃えるゴミ、燃えないゴミ、不法投棄に、人への譲じよう渡と。嫌な捨てられ方はごめんでしたし、ましてや壊されたくなかったんです。ですから、私は間違いなくあの婚約破棄からの一連の流れも現状も幸せに思っています。噓はありません」

　メルちゃんは一応納得してくれたらしく、難しい顔ながら頷うなずいた。

「ちなみにこれは好奇心で聞くが、あんたの中で今の捨てられ方はどれだったんだ？」

「捨てられ方…？　ああ、そうですね…燃えないゴミではないでしょうか？　燃やされていませんし、不法でもなく、お金も払はらっていますし、誰だれに渡わたされたわけでもありません。まさか捨てたゴミがゴミ捨て場に行かず暮らして行けているとは思っていなかったでしょうが」

　むしろお金を払ってもらっているし、私の中では粗そ大だいゴミの方が適当だと思っているんだけど、この世界粗大ゴミの概念無いんだよね。

　…さてと、これでメルちゃんの二つ目の質問も終わりか。ふぅ、ちょっと肝きもが冷えた。

　当初の予定では、私はここまでで聞きたい事は全部聞き終わっていたはずだった。

　私が俺様殿でん下かに婚約破棄をしてもらう前からこの会合を予想し、聞きたいと思っていた事はたった二つ。一つ、自分の起こした行動は客観的にどう見えているのか。二つ、リリちゃんの今の立ち位置。以上だ。

　それだけ聞けば、自分がレディロの物語にどこまで影えい響きようを及およぼしたか、だいたいわかるからだ。シナリオが大きくずれてしまっていた場合は、遠くに逃にげなければいけなかった。

　でも結論として、細かな不具合はあるものの大筋は変わっていない。

　リリちゃんはヒロインが俺様殿下セス様ルート以外を選んだ時同様、見事に王おう妃ひへの道を突つき進んでいる。

　私が謀む反ほんを企たくらんでいると思われていかねないのはちょっといただけないが、ただの平民になった私がこれから先何の後ろ暗い事もせず誠実に生きて行けば特に問題も起こらないだろう。ニカ様が監かん視し役ならそれはそれで私の無実の証明になるし。

　…でも念の為、出来るだけ明るく人通りの多い大きな道を意識して通るようにしよう。

　まあ残念ながら質問はまだ終わらず、私には一つのどうしても見み逃のがせないバグの為に、まだ一つだけ聞かなければいけない事が出来てしまったんですけどね。

「私からはこれが最後の質問です。メルヴィン様にこんな事を聞くのもどうかと思うのですが…弟の、シェドの今の様子やどのように生活しているかわかれば教えて頂きたいのです」

「は？」

　メルちゃんは突とつ然ぜんの微笑ほほえましい話題に胡う乱ろん気げな目を向けてきた。

　こっちとしては真しん剣けんに、シェドのあの突然ヤンデレフラグが立った後の動向を聞きたいんですけど。

「…ニコラス様じゃなくか？」

　は？

　予想外の言葉に頭の中で疑ぎ問もん符ふが乱らん舞ぶする。

　…何でニカ様なんだ？　メルちゃんがニカ様に対して気にするような要素なんてあるか？

　私の視点から考えると、確かにリリちゃんを嫌っている天才王族という立ち位置のニカ様の動向は気にするべきだと思う。けど、ニカ様はリリちゃんを見み極きわめると約束してくれたんだから探さぐる真ま似ねは不要だ。リリちゃんの味方は私の味方。

　レディロの事を抜いても彼との付き合いは十年以上。あの方は約束を守ってくださる。

　メルちゃんはやっぱり何な故ぜか腑ふに落ちないとでも思っているような難しい顔をしていたけど、質問に答えてくれる気はあるらしく緩ゆるやかに口を開いた。

「シェド・スワローズの事は…確かにあんたの事を調べている中で調べもしたが…。あいつは、あんたに強い劣れつ等とう感かんと尊敬の念を抱いだいているようだな」

　ああ、うん。それは原作通り。完かん璧ぺき令れい嬢じようと呼ばれる義理の姉に対して、血の繫つながりもなく飛び抜けて優ゆう秀しゆうではないシェドはそういう感情を持っているんだよね。あの無表情も平へい淡たんな口調も、義理の姉に対するそういう様々な感情を隠す為って設定だったし。

「現状となると、最近は軟なん派ぱな態度が軽減したな。それと少し表情を変えるようになったらしい。思いに耽ふけっていたかと思えば苦々しいような恥はずかしがっているような顔をする時があるそうだ。それはそれで女子に人気のようだけど」

　…つまり、それはえっと…どういう事だ？　ちょっと予想してみようか。

　先日の私の短たん絡らく的てきだけど効果は抜ばつ群ぐんだったパン投げにより、私が思いの外劣等感やら尊敬の念やら抱く程ほど凄すごい奴やつじゃないと気付いたシェドが、昔の自分の私への想おもいに苦々しさと羞しゆう恥ちを覚えながらも、もうこの家を継つぎ当主となるのは俺なんだからしっかりしようと前を向いた。

　…楽観的過ぎるかな？　でも矛盾は無いと思う。

「勉強面や友人関係にも特に目立った問題なし。とりわけて話す事も無いな。ま、元気にやってるんじゃないか？」

　…他ほかに違い和わ感かん無し？　それだけ？

　え？　シェドのルートあれで終わり？　本当に？　私、パン一つでフラグ完全に潰つぶせたの!?

　パン凄すげぇ！

「…嬉うれしそうだな」

「麗うるわしき姉きよう弟だい愛です。泣いていいですよ？」

「泣かねぇよ」

　メルちゃんのノリが悪い。ついでに空気になっているメルちゃんの護衛達も、もう少し微笑ましい顔をしてくれていいと思うの。

　仕方ないので私もまた真ま面じ目めな思考に頭を戻もどす。

　さっき私は質問の前に最後の質問宣言をした。それにより、自動的にメルちゃんからの質問も残り一つ。次が最後となる。この分なら疲れはしたけど大きな問題無く終われそうだ。

「本当なら後二つは聞きたかったんだが…誓約だから仕方ねぇな。最後だ」

　メルちゃんが溜ため息を吐つき、やや不満そうに口を開く。メルちゃんは本当に、裏表の無い可か愛わいくて素す直なおな子だ。癒いやされる。

「あんたの言葉を全面的に信じるとするなら、特に後ろ暗い事情もなく今の暮らしを楽しんでいるらしいな。それを踏ふまえて俺は、あんたが殺されるでも他の男に嫁よめに出されるでもなく家から追放され平民になったのは、あんたが故意に平民として生きていけるよう仕向けたからだと考えた」

　私は心の中で称しよう賛さんの拍はく手しゆを贈おくった。

　凄い！　正解している！　貴族から平民になるのなんてほぼ自殺と変わらないと思われている世界で、よく常識に惑まどわされずその解答を導き出した！

「でも…あんた程ほどの人なら貴族としてだっていくらでも楽しくうまくやっていけたんじゃないか？　むしろ今よりずっと多くの幸せを摑つかみ取れたように思える。あんた、何でわざわざキツい道を選んだんだよ。馬ば鹿かか？」

　と思ったら馬鹿にされた。

　…うん、いやでもまあ、そんなもんか。貴族が平民になりたいという思想は、世間ではそう思われる。例えば、身分違ちがいの恋こいに心を焦こがした結果駆かけ落ちしてでも結婚したくて、みたいなよっぽどの理由が無ければそんな事は誰だれも考えない。この世界の常識だ。

　だけど私には、この世界の前の記き憶おくがあるから。

「…前提が違うんですよ。人の幸せは千せん差さ万ばん別べつです」

　私は久しぶりに自分の顔に笑え顔がおの表情が機械的に固定されているような錯さつ覚かくに陥おちいりながら、すらすらと話し始める。

　てっきりメルちゃんの最後の質問は別のものになると予想していたんだけど…もう一つ聞きたかったというのがそっちだったのかな…。

　何にせよ、私の本質に触ふれる質問を最後にして来たメルちゃんのそのセンスには感かん嘆たんする。けど…未来に影響とか予定が崩くずれるとかそんなものとは別に、私は感情的な意味で一番その質問をしてほしくなかった。

　夢を口に出して語ると、嫌な事を思い出して気分が悪くなるから。

　私は吐はき気が少しして来たのを自覚しながらも、深呼吸し意を決して話し出す。

「私にとっては、百万の富も英えい雄ゆうの名声も溺おぼれるような愛も、幸せの条件に入りません」

　そんなものは要いらない。私の夢は、望みは、そんなものでは叶かなわない。

「たとえ貴族として、レディローズとして、どれだけ素す晴ばらしいものを手に入れられるとしても…私には路ろ傍ぼうで平民として死ぬ方がよほど幸せなんです」

「…だから、それは何な故ぜだ」

　まったく理解出来ないという顔のメルちゃんに、私は心から微笑む。

「自分で選んだからです。私にとって貴族は運命で、平民は自由な選せん択たくなんです」

　夢と希望を語るこの行こう為いは、私にとって諸もろ刃はの剣つるぎだ。今日は眠ねむれるかわからない。不安で胸が締しめ付けられ動どう悸きと吐き気が止まらない。

　振ふり返れば死神が笑っている気がして、私は背筋を伸のばし目の前のメルちゃんだけに意識を集中させた。

「わからない。わかんねぇ…本当、あんたわかんねぇよ。自由になりたくて平民に、なんてまるで我が儘ままで世間知らずで馬鹿な箱入りお嬢様の戯たわ言ごとじゃねぇか…」

「あら、私は我が儘で世間知らずで馬鹿な箱入りお嬢様でしたよ？」

　眉まゆを下げ困こん惑わくの声を出すメルちゃんに、私は気分の悪さをおくびにも出さず飄ひよう々ひようと笑った。

　自分の望みを優先させて生き、未いまだに多少世界からずれた常識を持っていて、頭はもちろん特別良くないし、この世界では間違いなく私は箱入りお嬢様だった。

　ただ、メルちゃんの言っているそんな人とは平民になりたいという気持ちの真剣さが違うだけで。

「メルヴィン様の好こう奇き心しんを満たすには、私の存在は少々奇き異い過ぎましたかね」

「存在、ね。ああ確かに存在が奇異だ。違いねぇ」

　メルちゃんがやるせなさそうな顔で苦く笑しようする。

　ああ、メルちゃんが落ち込んでいる。可か哀わい想そう。色々と理解出来ないのはメルちゃんが頭悪いからじゃないよ。大だい丈じよう夫ぶだよ。

　だって、私に前世の記憶があるなんて突とつ拍ぴよう子しもない話わかりようがない。私の前世での人生を知って、『救国のレディローズ』というゲームを知って、そうして初めて私の行動の意味がわかるはずだ。

「じゃ、俺帰るな。悪かったな、時間もらって」

「いえいえ、此方こちらこそ有意義な時間と情報をありがとうございました」

　私は椅い子すから立ち上がり綺き麗れいにお辞じ儀ぎした。

　手て土産みやげにミシェルさんのパンでも渡わたしたいところだけど、生あい憎にく今日はさっさと追い出されたので廃はい棄きパンは持ち合わせていない。貴族相手に廃棄パンを渡すのもどうかと思うけど、ほら…パンは美味おいしいし、ニカ様も好きみたいだし、シェドを退けた魔ま法ほうの食物だからさ。

　護衛の人がドアを開け、メルちゃんが通り抜ぬけた──と思ったら振り返る。

「なんか…あんた、国とか王家とかより、もっと凄ぇでかいなんかと闘たたかってるみたいだな。好奇心で突つっついて来た俺に言われるのも癪しやくかもしれねぇけど…まあその、あんたも頑がん張ばれよ」

　メルちゃんが頰ほおを搔かきながらそう言って、顔を背そむける。

　さ、最後の最後になってツンからデレにシフトした…だと…？

　私はメルちゃんの可愛さに興奮し、だけどそれよりもっとずっと、その応おう援えんの言葉に感動した。誰だれにも言っていないし、言ったって信じてもらえず頭がおかしいと思われるだろう私の闘いを、彼は応援してくれた。嬉しい。

　私は喜びを嚙かみ締しめ微笑ほほえむ。

「ありがとうございます。絶対勝ちますよ」

　あーだか、おーだかと小さく呟つぶやいたメルちゃんは今度こそ足早に出て行った。

　メルちゃんってツンデレキャラだったっけ？　むしろ素直キャラで、ツンデレなのは俺様殿でん下かだった気が？　という疑問はあるものの、可愛いは正義だしメルちゃんがツンデレだったところで特に問題ないので良しとしよう。

　……このまま行けば、私は幸せになれる。何も起こらなければ、私は遂ついに運命に勝てる。

　だから大丈夫だ。

　一人になった部屋で、私は貼はり付けていた笑顔をやめて疲つかれ切った泣き笑いを顔に浮うかべた。

　途と端たん、ずっとじわじわと溜まっていた不快感が堰せきを切ったように込み上げて来て、慌あわてて手洗い場へと駆け込む。

　吐いた。

　あああ、疲れた。

　とても疲れた。

　元から予想はしていた。予定通り色々と情報を聞けたし、メルちゃんの口は固いから情報も洩もれないだろう。大成功だ。だけど途と方ほうもなく疲れた。

　本当はこんな事さえも起こらず、ただ平和に平民として暮らして行けたなら一番嬉しかった。それはまだ叶わないのだと突きつけられた気分だ。

　何よりも──どれだけ夢や希望を口にしても全部奪うばわれて潰されて壊こわされた、前世の私の絶望と無力さを思い出させられてしまったのが…最低最悪だった。まだ吐き気がする。

　私は安っぽいばさばさな布ふ団とんを床ゆかに敷しき、すぐにその中へと潜もぐり込む。自分の体を抱だき締め、離はなさないように守るようにして目を閉じた。

　もうちょっとだけ、頑張ろう。

　私は平民になりたいし──ならなければいけない。
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　ニコラス・キャボットは、実に二週間ぶりに馬車に乗り込んでいた。

　正確には、馬車には二週間ぶりではなく頻ひん繁ぱんに乗っているのだが、王族御ご用よう達たしではないお忍しのび用の馬車に乗るのが二週間ぶりだった。もちろん、向かう先の場所に行くのも、そこに居る人物と会うのも二週間ぶりだ。

　夜中に出発すれば、朝には会える。朝に会えた事は今までない。たったそれだけの理由で夜中に明かりを持ち馬車を走らせていた。ニコラスはなんとなく、どうしても、今行かなければいけない気がしていた。

　国には現在目立った政敵は居なく、もし突とつ如じよ盗とう賊ぞくが現れようが国内でも十指に入る強さの護衛二人がついている上、ニコラス自身も剣の腕うでは立つ。ニコラスとしては、この護衛二人には自分よりもっと守るべきものを守れと言っているのだが、彼等は死んだ目をしながらもニコラスの護衛という任を譲ゆずらなかった。

「フィーは元気でやっているだろうか。…やっていそうだな。彼女は私が居なくとも、何処どこででも逞たくましくやっていそうだ」

　ニコラスは自分で言って、勝手に傷ついていた。隣となりの二人から慰なぐさめの言葉はない。

　だいたいにおいてニコラスは、彼女が婚こん約やく破は棄きを受け入れるまでに至った心境や理由も調べてわかったリリアナからのいじめの事もまったく相談されず、その後も連れん絡らく一つ無く消えられ、一ひと月つき後自分から会いに行ってみればそれはもう楽しく過ごされていた事からして傷ついていた。彼女の兄のような存在にはなれているだろうというニコラスの自負は、木こっ端ぱ微み塵じんに叩たたき割られたのだ。

　もちろんニコラスにとって、彼女が元気に生活出来ていた事はとても不自然で作さく為いを感じたが、幼おさな馴な染じみとして兄のような存在としては喜ばしい事だ。しかし、もう少し自分の事を気にしてくれても良かったのではとも思わずにはいられない。

　そんな事を思ってしまうのは、彼女が平民に身分を落とされたと彼の父現陛下から教えられ今後の方針を決めたその後、ニコラスに告げられた陛下曰いわく解放の言葉のせいだった。

　国の事、弟の事、リリアナの事、フィーの事。…自分の事。

　この中で、一番優先順位が低いのは自分の事だとニコラスは当然のように思う。陛下が父としての言葉でニコラスに何と言ったとしてもだ。

　自分の事を投げ捨てたとしてもまだ、それぞれの思おも惑わくが嚙み合わずこちらを立てればあちらが立たずな現状だった。誰だれもを幸せには出来ない。どんな社会においても立場が上になればなる程ほど、そういう事は出て来るのだが。

　溜め息を吐ついたニコラスは、そこで何故かふと出発前のリリアナとの会話を思い出した。

「運命は、変わると思いますか？」

　泣きそうな顔で縋すがるようにされた質問。ニコラスは婚約者の兄にするような顔ではないと思ったが、リリアナが弟のセスしか好きでない事はわかりきっていたし、ニコラスもまたリリアナをまったく女として見ていないのでどうでもいいかと注意もしなかった。

　その時は素っ気なく知らんとだけ冷たく返したニコラスだったが、今になって質問が気になってきた。

　運命とは、後付けなものではないのか？　願いが叶かなったらそういう運命だったのだと笑い、叶わなければそういう運命だったのだと泣く。喜びをあたかも神秘的なもののように格上げしたり、悲しみを仕方なかった事だと言い訳したりする為ためのものだ。

　ニコラスは自分の考えに頷うなずく。運命なんてものがあると思うのは傲ごう慢まんだ。そうでないと…そうで、ないと──

　ニコラスは思考を切り替かえた。

「ああ、そうだ。フィーにも聞いてみよう」

　あまり切り替えられていないのに、自分ではまったく気付いていなかったが。護衛二人は死んだ目のままニコラスを挟はさんで顔を見合わせた。

　ニコラスは今日も、誰もが幸せになれるかもしれない可能性から逃にげていた。
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　お兄ちゃんが居た。

　私のお兄ちゃんは、とても格好良くて、とても優ゆう秀しゆうで、なんでも出来て一番で、みんなお兄ちゃんが大好きで、お兄ちゃんは世界の中心で。

　そんなお兄ちゃんが、私は××だった。

　お兄ちゃんを見ると、みんな羨うらやましいって言うから、私は照れながら、うん、お兄ちゃんが私のお兄ちゃんで嬉うれしいって微笑む。

　それが××だから。

　お兄ちゃんはとてもとても凄すごくて世界の中心だから、私はいつもお兄ちゃんの陰かげで、お兄ちゃんの不利益にならないように、お兄ちゃんに不快に思われないように、お兄ちゃんを怒おこらせないように、それだけをいつもいつもいつだって気をつけて、お兄ちゃんの為に、生きていた。

　お兄ちゃんの、××で。

　高校生になって、私は一人暮らしを始めた。

　私みたいなのが傍そばに居るとお兄ちゃんに迷めい惑わくが掛かかるからと両親に言ったら、二つ返事で許してくれた。

　だけどお兄ちゃんは、私の学校によく来た。一人暮らしの私の家にもよく来た。そこでは、誰だれも見ていない。私はもっとお兄ちゃんが××なった。

　大学生になった私は、今度こそお兄ちゃんから××た。

　準備を重ねて、カモフラージュを重ねて、利用出来るものは利用した。そうしたら、しばらく幸せになれた。久しぶりに、私は私だった。

　ある日。とある日。運命の、日。

　お兄ちゃんに、偶ぐう然ぜん再会した。私は、変われたと思っていた。お兄ちゃんから××られれば、それは習慣じゃなくなって、私はお兄ちゃんに××える、と。

　思い込んでいた。

　お兄ちゃんを見たら、また私は戻もどった。

　走った。走った。お兄ちゃんの為に。走って。

　車に轢ひかれた。

　私が、馬ば鹿かみたいに焦あせって××て急いだせい。

　私が、お兄ちゃんの××に××えずにいつも通りに聞くお人形だったせい。

　私が、私が、私が、

　──そこから先の記き憶おくは無い。




　私は前世の自分が嫌きらいだ。

　最後まで勝てずに後こう悔かいだらけで一いつ矢し報むくいる事さえ出来ず、死んだ自分が嫌いだ。運命に振ふり回されて弄もてあそばれているだけだった自分が嫌いだ。

　私は人形にはもうならない。

　張りぼては得意だ。だって、ずっとお兄ちゃんにも家族にも友人にも誰にだって、お兄ちゃんの事を言われ聞かれる度たびに演じて来た。日常だった。

　今度はもっと上手うまくやろう。運命に勝とう。

　もう世界が違ちがうからお兄ちゃんには二度と勝てない。闘たたかえる機会がない。

　だけど、運命をねじ曲げ逆らえる自分になろう。
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　前世の悪夢を見たせいで起き床しよう早々また吐いた。せっかくぼんやりとしていたトラウマの全すべてを思い出してしまい、私は現在昨日以上に酷ひどい体調不良に見み舞まわれている。

　ああ、思い出してみれば今世の私は不自然に、俺様殿でん下かを通してお兄ちゃんの事には触ふれながらもお兄ちゃん自体の事は深く思い出そうとはせず、前世という言葉を使い自分が死んだ事は自覚していながらも自分が死んだ瞬しゆん間かんを綺き麗れいに忘れていた。平民になりたい事がいつの間にか強きよう迫はく観かん念ねんのようになっている理由も知らないままに突つき動かされていた。

　体調は思わしくない。けど仕事を休むわけにはいかない。別に病気でも怪け我がでもなく、心の問題なんだし。

　平民の再就職はこの世界では非常に難しい。まず、自分の過失という時点でこの付近での職探しは不可能となると考えていい。病気だと言い訳したとしても病弱と思われそれはそれで不利になるだけだ。

　となると交通手段も限られている以上、自宅から相当に遠出して短い時間だけ働く…のは、そんな短い時間働いて生きて行けるだけの給料が、仕事の実績や特別な推すい薦せんもない平民に支し払はらわれるのかという点で却きやつ下か。家を捨てて出て行くにしても、新しい家を借りられるだけの貯金なんて働き始めて二ヶ月足らずであるはずもない。都合良く住み込みの仕事を得られるだろうなんて楽観的に馬鹿に考えて新天地に行く気にもなれない。

　そもそもこの世界には電話が無いから、もっと私の体調が重じゆう症しようだったとしても休みの連れん絡らくの為に一度は職場に行く必要があるしね。

　青と言うよりは白くなっている顔に、平民でもたまに使っている人が居る頰ほお紅べにを薄うすく不自然でないように塗ぬって顔色を誤ご魔ま化かし、家を出た。

　町は今日も和なごやかで、私は何で自分は勝手に悩なやんで苦しんでいるのかと馬鹿らしくなる。

　死んで尚なお、もう終わった事だと割り切れず私は過去を打ち消す為に今を生きているに過ぎないんだとわかり打ちのめされた。夢の中ではそこそこ前向きだった気がしたんだけどな。

　…私も周りももう少し落ち着いたら、平民になる以外の夢を見つけたい。




「おはようございます！」

　お店に着いてミシェルさんの顔を見て笑え顔がおで挨あい拶さつする。日常的に演技していた私にとって、具合が悪い程度を隠かくし通すのは簡単だった。

　簡単。…そのはず、だった。なのに、何な故ぜかミシェルさんは私の顔を見た瞬間そのはつらつとした笑顔を歪ゆがめ、心配そうな顔をした。

「フィーちゃん、あんた具合悪いんじゃないかい…？」

　私を気き遣づかうように近づいて来て、大だい丈じよう夫ぶかと顔を覗のぞき込んで来るミシェルさんに、私は途と方ほうに暮れた。とぼける事も出来ない。だって、絶対にバレないと思っていたから。

　何でバレたんだろう？　どの箇か所しよに薄く赤を乗せれば自然に顔色を良く偽ぎ装そう出来るかはわかっているつもりだ。自分の声や表情に問題があったとも思えない。

「フィーちゃんが居ると助かるのは確かだけど、あたしゃあんたにはこの先も元気に働いてもらいたいんだよ。仕事熱心はいいけど、ゆっくり休んで元気になってから来な。いいね？」

　ミシェルさんは確信していて、戸と惑まどう私を強ごう引いんに家に帰そうと背中を押す。

　私は身をよじらせ、必死になってその腕うでを摑つかんだ。涙なみだが滲にじんだ目で真意を見通すようにミシェルさんの目を集中してじっと見る。

「…何でわかったんですか？」

　確かく認にんしなければならない。私に不備があったなら、直さなければ。

　私のおかしな様子に、ミシェルさんは変な顔をしながらも当然のように答えた。

「そりゃ、娘むすめみたいな子が具合悪かったらわかるさ。そういうもんだよ。ほら、真っ直すぐ帰って暖かくして寝ねるんだよ」

　強引に店の外に締しめ出された私はミシェルさんの言葉に従う事も出来ず、しばらくぽかんとしたままその場に立ち尽つくしていた。

　それからどれぐらい経過したか、やっとふらふらと家への道を歩き出す。

　よくわからないけど、今日は帰った方がいいみたいだから。ミシェルさんが言った事、よく、わからないけど。

　頭が上手く働かない。確かに、今日はもうダメだ。明日あした。明日から頑がん張ばろう。今日の私は弱過ぎる。

　家まであと少し、という所まで来て斜ななめ前方から珍めずらしく辺境の町を朝なのに馬車が走って来るのが見えた。なんとなく見ていると、その馬車が見慣れたものだと気付き足を止める。

　案の定、やがて私のすぐ横まで来た馬車は止まった。

　降りて来たその人の銀ぎん髪ぱつが僅わずかに太陽を反射し、私は目を細める。

「…体調が悪そうだな」

　二週間ぶりに顔を見たニカ様は、挨拶より何より前に私を見てそう言った。私は気付けば、まるで逃にげるように一歩後あと退ずさっていた。

　ニカ様は監かん視し役として来ていると納なつ得とくして、むしろ目的がはっきりしたと安心していたはずだ。何でわざわざこんな不ふ審しんな行動を取ってしまったのか。余よ裕ゆうがない。

　だけど、だって…何で、ニカ様まで気付くのか。

　思考が散らかっている。

「家まで送ろう。馬車に…は、乗りたくないんだったな。手を貸せ」

　馬車に乗りたくない、なんて言った事があっただろうか？　馬車はニカ様との事故チューイベントがあるし、前にそれとなく行き先を変へん更こうさせた事はあったとは思うけど…。

　私が疑問に思っている間に、速すみやかに手を繫つながれ私の負担を少しでも減らすように強くも弱くもない力で私の手を引きニカ様が前を歩き出した。

　紳しん士し誠実なニカ様が体調不良を心配してとはいえ、女の手を握にぎるとは。まあ、私は女カウントでは無いのかも。監視対象ならフラグも立ち難にくかろう。

　しばらく、何の会話を交かわす事もなくお互たがい無言で歩いた。

　ニカ様はたぶん私に気を遣つかって声を出さなくていいように話しかけなかったんだと思う。私は、ただ黙だまって太陽を反射するその銀髪を見ていたい気分だった。

　話しかけたらこの自己満足は終わるから。




　家に着いた時にはもうほとんど吐はき気は消えていた。

　私を送り届け、布ふ団とんに入るのを見届けたニカ様は、紳士らしくさっさと家を出て行こうとした。

　私はそんなニカ様のズボンの裾すそを咄とつ嗟さに摑んでしまい、はっとして手を離はなす。

　一いつ瞬しゆんだったから気付かれないかも、気付かれませんでしたように…！　という私の願い虚むなしく、ニカ様は目を見開いた顔で私を振り返り、それから迷ったように視線を彷徨さまよわせた後その場に腰こしを下ろした。

　沈ちん黙もく。

　どう考えても私から何か言うべきだった。

　今までとにかくそっと距きよ離りを置くように行動して来たくせに、今の私の行動はおかし過ぎる。説明するべきだ。私はちゃんと理由がわかっているんだから。

　重い口を開く。

「…私、昔から、その、セス様が羨うらやましかったんですよ」

「…セス？」

　ニカ様が片かた眉まゆを上げる。そりゃそうだろう。何でこのタイミングで俺様殿下の話なのかと誰だれでも思う。

「優ゆう秀しゆうなのに威い張ばらなくて見下さなくて酷い事をしない優やさしいお兄さんが居るのが、それが当たり前なセス様が、羨ましくて…嫉しつ妬としていました」

　まだ私の一部の前世の記き憶おくがぼんやりとしていた時だったけど、潜せん在ざい意識での羨せん望ぼうと嫉妬はあったんだと、今思い出すと確信出来る。

　私がそんな人をどれだけ欲しかったかも知らないで、その意図が無くても目の前で当たり前に見せびらかされるのは私には中々にキツかった。ゲームをしていた時には思いもしなかった、現実だからこそ見えた兄弟の絆きずなと愛。

　お兄ちゃんよりはもちろんマシだけど、お兄ちゃんと似た性格の男が私が欲しくてやまなかったものを平然とした顔で当たり前に持っているなんて、嫌いやな話だ。

「私も、欲しかった…」

　馬ば鹿かな願いだ。兄は選べない。当たり前の常識。何の意味も無い感傷。戯たわ言ごと。

　現状を受け止めた上で、それをより良くしようと生きるべきだ。その為ために私はトラウマを克こく服ふくしたくて、運命に勝ちたくて、平民になると決めたんじゃないか。記憶が一部なくても、だから平民に執しゆう着ちやくしていたんだ。

　人の兄を自分の兄のように錯さつ覚かくして思い込んで甘えて、それじゃあ私は何も変わらない。変わりたい。

「血の繫がりがなくても、いいだろう。私も…フィーを妹のように思っている。それではダメなのか？」

　甘やかすように私の欲しい言葉をくれたニカ様に、微笑ほほえんだ。

　…私はこの人が好きだ。理想の兄の姿だからとかそういうのを置いておいても。ニカ様はいつも私に優しく、よく私を見てくれる。だからこそ。

「ダメですよ。ニカ様はニカ様で、私の兄は…ええ、ダメです」

　私の兄は一人だけで、その存在は私の中であまりにも大きく、トラウマで…彼の影かげを消す為に私は奮ふん闘とうしている。

　ニカ様は私の兄じゃない。兄は一人で充分だ。

「…フィーは、運命というものは変わると思うか？」

　突とつ如じよ話が変わった。ニカ様はまるで迷子のような顔で横たわる私を見下ろしている。いや話が変わったと私は思ったけど、ニカ様からしてみればもしかしたら何か繫がりがある質問なのかもしれない。

　普ふ段だんの私なら、宗教に感化されたのか？　それともキザな口説き文句か？　と茶ちや化かすように思いつつも、当たり障さわりなく模も範はん解答を丁てい寧ねいに言って誤ご魔ま化かし流しただろう。

　だけど私は今具合が悪くて弱っていて、真しん剣けんな顔のニカ様を見ているとつい口が滑すべった。

「変えます」

　逆らえないのなんて、もうまっぴらなんだ。強大な力に抗あらがえず、嫌々従って、泣いて後こう悔かいしながら──死ぬなんて。

　運命という言葉が私は嫌きらいで、だけどそれはいやが応でもついて回って来るから、私はそれを変える。

　この『救国のレディローズ』という物語。シナリオ。運命。

「…そうか、君らしいな」

　ニカ様は心の暗雲でも吹ふっ切ったように笑った。私もよくわからないけど笑い返しておいた。

　今日だけ。弱いのは今日だけだ。

　私はニカ様の手を握り、目を閉じた。悪夢は見ないで済みそうだ。

　明日からまた頑張ろう。




　意識の浮ふ上じようと同時に、ああまた馬鹿な夢を見たなと思った。前世の悪夢の次は自分がか弱い乙おと女めにでもなったような夢とは。

　まるで今でもニカ様の手を握っているようなふわふわとしたくすぐったくて笑っちゃいそうな気持ちで、私は目を開ける。

　目が合った。

「…………おはようございます」

「ああ、おはよう」

　一見冷たくだけど優しいアイスブルーの瞳ひとみと透すき通るような美しい銀髪を持った、よく知っているその人を認にん識しきした私は、急速に血の気が失うせて行くのを感じながら切実に思った。

　もう一度意識を失いたい、と。

　身じろぐと同時に目を逸そらし、そっとそーっとさりげなーくニカ様の手から自分の手を離す。

　聞きたい事も謝りたい事も山ほどあり過ぎて、最も早はやどうしていいのかわからない。だれかたすけて。

　なんて思っていても始まらない。私は、このまま眠ねむって難を逃のがれようそうだそうしよう！　と訴うつたえる心の中の現実逃とう避ひを推すい奨しようして来る悪あく魔まを理性的に撲ぼく殺さつし、まだ頭が回っていない自覚はあるものの身体からだを起こした。

「…無理やり引き止めてしまい申し訳ありませんでした。…ニカ様が寛かん容ようなお心で振ふり払はらわず居てくださったお陰かげ様さまで安あん眠みん出来ました。…ですが、今後は錯さく乱らんしている私の馬鹿な願いなど無視してくださると嬉うれしいです…」

　初手、土下座。

　ここでいかような罰ばつもお受け致いたしますとは言えない私には、とにかく謝り倒たおすしか道はない。だって、じゃあ俺様殿でん下かにリリちゃんとの真実を告げろなんて言われても、私は絶対に応こたえられないからね。

「何を謝っている？」

　顔は上げないまま、この質問は罪状をいかに自覚しているかを確認するから自らの口で述べよという意味かと察し、震ふるえながら口を開いた。

「王族たるニコラス・キャボット様の貴重なお時間を私の身勝手により無む駄だに浪ろう費ひさせた事に御ご座ざいます」

「…無駄に…浪費」

　どこか釈しやく然ぜんとしない声でニカ様が私の言葉を繰くり返す。部屋の端はじから溜ため息が二つ聞こえた。ほんの少しだけ顔を上げ視線を向けると、ニカ様の護衛二人がやれやれとでも言いたげに私とニカ様を呆あきれた顔で見ていた。

　お前等居たのか。私へは未まだしも、何でニカ様にまで呆れた顔をしているんだ。

「頭を上げろ。私は、好きでフィーに会いに来て、好きで留とどまった。実に有意義な時間を過ごしたと思っている」

　ニカ様は堂々と私を許す言葉をくださった。そのお心こころ遣づかいが苦しい。穴あな掘ほって埋うまりたい。家から飛び出して何処どこかの建物に入り、二階の窓から飛び降りたい。

　私は気まずさ満点の顔で渋しぶ々しぶ土下座をやめた。見上げたニカ様の顔は、何な故ぜか異様に嬉しそうににこにこしている。

　……え、何？　何でこのタイミングでそんなに嬉しそうなの？　鬼き畜ちく腹黒設定なんてこの人には無かったはずなんだけど？

　私の困こん惑わくした表情の原因に気付いたらしいニカ様が、はっとして咳せき払ばらいし顔を引き締しめた。しかしまだ口元は緩ゆるく弧こを描えがいている。

「そんな事より、フィーは私を兄とは思わないと言ったな？」

　言ったよ。確かに浮うわついた馬鹿な思考回路の時の私はそんな事言ったよ。

　何でわざわざ正気に戻もどった後の私に確認をさせる…。この人、私に羞しゆう恥ちで殺すタイプの罰を与あたえようとしているのか？

　私が渋々頷うなずくと、ニカ様は満足そうな顔をした。馬鹿な私が悪いとはいえ、なんていじめだ。

「では私達は友人だな？」

　ニカ様は朗ほがらかに確認するように聞いてきた。私は顔を笑え顔がおで固定させたまま逡しゆん巡じゆんする。

　……そう、なのか？

　今平民な私が、王族を友人です！　と言うのは不敬な気がする。かと言って、兄のようだった人というのは既すでに否定したし、知り合いで済ませるにはその領分を越こえている気が凄すごくする。

　友人…友人かな。確かに。今までニカ様側からはそんな風に思われていないだろうと思っていたけど、私がこの世界で一番親しくさせて頂いていたと思っているのはニカ様なんだし…違ちがうとは言えない。

「…ニカ様さえよろしければ、はい」

　ニカ様は破顔した。私には何がそんなに嬉しいのかさっぱりわからなかった。

　明らかに私よりニカ様が優位に立っている現状では、自分の家なのに酷ひどく居い心ごこ地ちが悪い。特に意味無く居住まいを正した。

「フィー」

「はい」

「父は、私でもいいと言ってくれた」

　抽ちゆう象しよう的てきだな、おい。

　陛下とその子供の王族の話という時点で、色々邪じや推すい出来そうだ。何でそれを私に言うんですか。それ王位継けい承しようとかのドロドロした話じゃないでしょうね？

「だから、私も欲しいものを手に入れようとしてみようと思う」

　何この宣言。怖こわいんですけど。

　私は真ま面じ目めな顔で聞きながら、心の中では子犬のようにぷるぷると震えた。そういうのは私の居ない所で私と関係ない人に言って欲しかった。やめて、フラグ立てないで。権力争いに巻き込まれるのとか本当に勘かん弁べん…！

　すっきりした表情のニカ様と対照的に、私は頑がん張ばってくださいとばかりに微笑ほほえみながら心の中で泣いた。

　こうしてニカ様は最後に私を怖がらせる宣言をするだけすると、安静にと言い残して帰って行った。

　私は笑顔で見送った五分後、ニカ様の発言を無視するようにいそいそと家を出る。

　ナナちゃんに会いに行こう。
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　私に今必要なのは、ストレス解消の為ための癒いやしだ。




　ナナちゃんに癒されに教会へと行った私だったけど、私の顔を見るや否いなや「もしやその顔、恋こいの悩なやみですね!?」と斜め上な勘かん違ちがいをされ、気を利きかせてくれた牧師のジャックさんに暇ひまをもらったナナちゃんと共に、広場でジュースを飲みながら恋バナに興じるという年とし頃ごろの女子らしい事をする流れになった。

　本当に何故こうなっているのかまるでわからない。

「フィーさんは貴族な恋人さんがいらっしゃると噂うわさでお聞きしていましたが、身分違いの恋の辛つらさとかそういったお話ですか!?　私、恋人出来た事ありませんけどアドバイスしますから任せてください！」

　私はナナちゃんの興奮した楽しそうな声を聞きながら、この先もし真しん剣けんに恋する事があったとしてもこの子には面おも白しろ半分な相談以外はするまいと胸に誓ちかった。真剣な相談したところで絶対良い方向の結果にはならないってわかるもの。ひしひしと感じるもの。

「まず、私に恋人は居ませんし…恐おそらく噂のその方は私の友人ですね。恋れん愛あい感情はお互たがいありませんよ」

「えぇ…わかりませんよ？　フィーさんがそうでも相手の方は…！」

「優やさしいお方ではありますが、かなり不敬な発言なのでその辺でやめておきましょうナンシーさん」

「ぁ、あい…！」

　ナナちゃんはぶるりと震えて両手で自分の口を塞ふさいだ。素す直なおかわいい。

　私はそんな事より、と軽く咳払いをしてナナちゃんに微笑んだ。

「ナンシーさんの方こそ、好きな方はいらっしゃらないんですか？」

「私は聖女様一筋ですから！」

　ああ、ですよね。私はナナちゃんのキラキラした顔にそう納なつ得とくすると同時に、聖女様について改めて不思議に思った。

　聖女様、本当に謎なぞの存在なんだよな。何でって、貴族に女として生まれたらその時点でもう、身分の高い好条件な男にいかに気に入られるか合戦への参戦が決定するようなものだ。普ふ通つうなら貴族が幼い頃ころから教会通いをするのは、自分は心優しく他ほかとは違う素す敵てきなご令れい嬢じようなんですよアピールになる。

　なのにどうしてわざわざ聖女様は、こんな目立たない場所に人目を気にするように来ては感謝の礼なんてしているのか。元貴族だった私からしてみれば、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって好条件男取り合戦への参戦の気がなくアピールをしようと思わないにしても、事実をあえて隠かくすような行動を取る意味はやっぱりわからない。

「聖女様、本当にフィーさんに似てて！　だから私フィーさんも大好きなんですよ！」

　にっこにこ笑って三つ編みダブルしっぽをぶんぶん振ふるナナちゃん。

　でも人と比ひ較かくしてだから好きっていうのは、人によっては不快に思われるだろうからあまり言わない方がいいぞナナちゃん。私はんな事よりナナちゃんが私を好きって言っているんだから細かい事はいいんだよ！　ってタイプだから構わないけど。

　しかし…聖女様が私と似ている、ねぇ…？

「似ているとは、顔か何かの話ですか？」

「え、いえ！　顔は、二人ともとっても美人ですけど…聖女様はかわいい感じで、フィーさんはきれーな感じだから違うかなぁ…なんかそういうのじゃなくてー…」

　ううぅむ、と難しい顔で唸うなり悩むナナちゃんを肴さかなに飲むジュースは格別だ。半分人工の安いジュースなのに、貴族時代に飲んだ搾しぼり立て果か汁じゆう百パーセントのものより万倍美味おいしい。やっぱり食事は環かん境きようで味が変わるわ。

　私が和なごんでいると、ナナちゃんは突とつ如じよパチンと両手を合わせ、空を指差した。

「上を、見てる感じなんです！」

「…上、ですか？」

　貴族から平民になろうと画策して見事になった私はむしろ、下を見ていたような…？

「えーっと、どう言ったらいいのかなぁ…とっても高い目標を持ってる凜りんとした感じの空気？　を感じるというか…でもそれを、目標で終わらせずに叶かなえられそうで…そう！　高みを目指す気高さと強さ！　があるんですよ！」

　今私いい表現出来た！　とばかりに胸を張ったナナちゃんに和みつつ、私はそっと視線を逸そらした。

　自分の前世のトラウマをずるずる引きずった理由での平民になるという目標は、高みを目指す気高さとは言えない気がする。さすが私の幼い頃から積み上げた演技の一いつ環かんであるオーラ補正。私が意識しなくても勝手に周りが良いように勘違いしてくれる。

「聖女様とフィーさん、絶対会ったら仲良くなれると思うんですよねー！」

　夢見がちなナナちゃんが絶対そう！　と思い込みの激しそうなよくわからない自信を持って言い放つ。

　私は正直、仲良くなれないと思うなぁ…貴族のご令嬢達とは私、根本的に考え方が合わないんだよね…。そもそも、私を完かん璧ぺきなレディローズとして見てあっさり騙だまされ憧あこがれて、俺様殿でん下かに対しあんな人と恋仲になれたら…ってこれまた表面だけ見て憧れて、私と俺様殿下の並ぶ姿を見て仲なか睦むつまじいお似合いで理想のお二人なんて感想をほぼ共通認にん識しきで抱いだいている時点で無理だわ…。

　私が第三者として何も知らず貴族の令嬢やっていたとして、私なら絶対私じゃなく俺様殿下に健けな気げにアピールして恋も勉強も頑張っている、私より明らかに主人公オーラをバリバリに出しているリリちゃんを好きになるだろう。公こう爵しやく令嬢時代のフェリシア・スワローズさんは完璧を演じるあまりいまいち親しみやすさが無いし、いつも優しく微笑んではいるけどいまいち本音が見えず、周りから距きよ離り取って虎こ視し眈たん々たんと平民チャンスを窺うかがっている猛もう獣じゆうみたいな目をした奴やつなんで、ちょっと…。

　そして私なら絶対俺様殿下じゃなく、一見近寄り難がたくても紳しん士し誠実なニカ様に憧れる。ニカ様を私なんぞのもとにやすやす通わせるなんて貴族のご令嬢達は何をやっているのか。もっと肉食に狩かりに行けよ。

「でも聖女様とフィーさん、私なんか置き去りですぐ親友になっちゃいそうで…ちょっとやだなぁ…妬やいちゃいそうです。なんか、どっちにも」

　頰ほおを染め複雑そうにちょっぴり頰を膨ふくらませたナナちゃんに、私は至し極ごくどうでもいいさっきまでの思考達をかなぐり捨て脳内で雄お叫たけびを上げ悶もだえ転がった。

　もうこの子が居れば向こう十年は恋人要いらない。子犬を飼い始めた一人暮らしのＯＬさながらメロメロだ。

「私の初めてのお友達はナンシーさんですから。あの、よろしければこれからはナナちゃんとお呼びしても…？」

「へ、は、はい！…じゃあ私も、その、フィーちゃんって呼びたいです！」

　ナナちゃんが頰を染め、満面の笑えみで私を見る。

　こうして世界は愛で包まれ平和になった。救国のレディローズさんはもうナナちゃんでいいと思った。君なら国なんてその可愛かわいさで救えるよ。

　ああ、でももうこの国は幼少期の私が秘ひ密みつ裏りに救ってしまっていたんだったっけ。こんな伏ふく兵へいが居たなら予言だなんて寝ね言ごとを零こぼして救わなくて良かったな。

　私のお花畑にされた頭は置いておいて、こうして私は狙ねらい通りナナちゃんに癒され精神回復出来ました。
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　私が生しよう涯がい稀まれに見るメンタルの弱さを露ろ呈ていさせニカ様と何な故ぜか友達になりナナちゃんを天使と崇あがめた翌日。

　私は元気いっぱいに仕事を熟こなし、パン作りにおいても「いい焼き目がわかってきたねぇ」とミシェルさんにお褒ほめの言葉まで頂け有う頂ちよう天てんになった。その次の日には、ナナちゃんがパンを買いに来てくれて私は大喜びでオススメのパンの話をしたし、さらにその次の日には上じよう機き嫌げんだった八百屋のおじさんに果物を安く売ってもらえた。

　そんな幸せな日々が、一週間にも亘わたり続いた。

　漠ばく然ぜんとした不安は感じた。急にうまく行き過ぎると不安になって来るというのはままある話だと思う。

　だからといって、仕事帰りに道を歩いていると対向線上に歩いて来た人物が、此こ処こに絶対居てはいけない私のよく知る二人というのは、しっぺ返しとしていささかやり過ぎだと思う。

　赤あか髪がみと紺こん髪がみの男の二人組という時点で、遠目からでももしやとは思った。…思ったけど、街灯の少ない町並みではほぼ顔も見えず、まさかあり得ないと最初から否定し思考停止してしまった。

　だってこんな場所でこの二人と会うなんて私にはまったく毛の先ほども予想していなかった事態で。そんな考えが仇あだとなり、私はもう否定出来ない程ほどに近づいてしまってから脳内でパニックに陥おちいった。とっさに何も見なかったふりで早足にすれ違ちがおうとする。

「うわぁ、凄すげぇ。見ろよゼロ。本当にあのレディローズが平民やってるぜ？」

「良かったですね、ノラン様。誤情報を摑つかまされたのではなくて」

　……まあ、うん。

　こんな場所をしかもわざわざ馬車じゃなく歩いている時点で、この二人組が私に用があって来たのはわかる。わかっているよ。

　私は渋しぶ々しぶ顔を二人の方に向けた。面おも白しろそうに細められたつり目気味の三白眼の灰色の目と、眼鏡めがね越ごしの隙すき無く観察するようなたれ目の紺こん色いろの目。それぞれと目が合った。

　私はまだ、状じよう況きようが上手く把は握あく出来ていない。

「…隣りん国ごく王子のノラン様と側近のゼロ様とお見受けします。お二方が何故このような場所に…？」

「へっへ、見りゃわかんだろ。お忍しのびで遊びに来てんだよ。まさか偶ぐう然ぜんにも平民に落ちたレディローズと会うなんてなぁ。いやぁ、ラッキーラッキー」

　そんなふざけた偶然があって堪たまるか。

　隣となりの国からわざわざお忍びでやって来たこの二人が偶然この城下町の外れも外れで私に出会う確率なんて、皆かい無むに等しい。というかさっきの二人の会話からして偶然というのは噓うそだと言い切れる。この二人の性格…というより性質上、嫌いやな予感しかしないが、私が生きているかをどうやって知り得たかや何故居場所を突つき止められたかがわからない。

「何で俺達が偶然此処に来たかはわかってるよなぁ？」

　人ひと懐なつっこい笑みを浮うかべながらも声はまるで脅おどすように聞いて来るノランに、私は曖あい昧まいな笑みを返す。

　全然わかりませんけど…わかりません、けど、まさか幼少期の私の行いが今いま更さらになってバレたという事だろうか？　何で今更とは思うけど、あり得ない話ではない。だけど墓ぼ穴けつは掘ほりたくないからそうだという前提で話を進める事もしないでおこう。

「相変わらず、何を考えているかわからないお人だ。上手く取り立て王おう妃ひにさせた上でまともに働かせられたなら、相当な国益になるのでしょうが…」

　ゼロは肩かたを竦すくめながらも、やっぱり私の一挙一動を見み逃のがさないようにか視線を常に私に向けている。

　さすがに買い被かぶられている。ゲーム内の主人公もこの二人には確かこんな印象を抱かれていたから、不思議ではないけど。

　この二人、ノランとゼロはやっぱりというかまたというべきか、レディロの攻こう略りやく対象キャラクターだ。正確にはゼロの方はノラン攻略後にしか攻略出来ない隠かくしキャラなんだけど。

　ノランはさっき私が言ったように、隣国の王子だ。見た目はベリーショートの赤髪に灰色の三白眼。黙だまっていると威い圧あつ感かんのある怖こわさだし性格も横暴な所があるけど、いつも全開の笑顔で大らかな老ろう若にやく男なん女によ問わず優やさしく頼たよりになる人なので、怖いという印象を抱かれる事は無いだろう兄貴キャラ、もしくはやんちゃな弟キャラという感じだ。…それだけなら私もこう動どう揺ようしなくていいんだけど。

　ゼロはノランの側近で、見た目は男にしてはやや長い後ろで一つに縛しばった紺色の髪にノンフレーム眼鏡をかけた紺色の目という見るからに頭が良さそうなキャラだ。実際頭も良くて、ニカ様に続きレディロの天才キャラその二となる。ただゼロの場合はニカ様と違い、その頭の良さを使いノランを良い国王に導く…のではなく、その頭の良さを使いノランの全すべてを支持する。それが客観的に間違った行いでも。どんな事でも。

　図はからずも、これで私は平民になってから俺様殿下以外の全攻略キャラと遭そう遇ぐうしてしまった事になる。嬉うれしくない。

「ゼロは良いよなぁ、駆かけ引きとか楽しめて。俺は回りくどいの面めん倒どう臭くせぇだけだわ。立ち話だけど長話はする気ねぇし…とっとと本題入るぞ」

「お待ちください」

　私はとっさに止めた。ノランは不服そうに口を尖とがらせ、ゼロは面白そうに口元をつり上げた。

　立ち話で誰だれに聞かれてもこいつ等が問題ない話だからといって、私にも問題無い話なのかは話が別に違いない。断言しよう、どうせ絶対私が困る話をされる。

「場所を変えましょう。こんな所で立ち話なんて、お忍びなのに目立ってしまいますよ？」

　向こうが言ったただの建て前を利用して微笑ほほえめば、ノランは不満たらたらの顔で意見を言えと促うながすようにゼロを見る。

「そうですね、此処は友好国とはいえ我々の国ではありませんから、お忍びのノラン様が見つかると無む駄だにごたごたするだけですし、帰ったらお説教されますよ」

「…仕方ねぇな。じゃ、レディローズ、お前ん家ち行くぞ」

　ゼロの後押しのお陰かげで渋々ながら納なつ得とくしてくれたらしいノランが、せっかちに私の背を押した。家まではもう五分程の距離だったのですぐ着くだろう。

　…にしても、ゲームを通してこの二人の真意というか目的というかを知る身としては、さっきのゼロの発言とそれをノランがどう捉とらえたかの裏向きの意味も理解してしまい、顔が引きつりそうだった。

「しっかし、意外にお前ちっちぇえな。二年前ぐらいに会った時はもっとでかくなかったか？平民暮らしキツ過ぎて縮んだ？」

　ケラケラと笑うノランに、どんな理り屈くつだよと内心苦く笑しようする。

　最後にこの二人と会ったのは、俺様殿でん下かの婚こん約やく者しやとしていつも通りずっと猫ねこをかぶって完かん璧ぺき令れい嬢じようレディローズをしていた社交界の時だ。そりゃレディローズとしてキラキララメ振ふりまいて胸を張っていた張りぼての時と今じゃ、纏まとう空気と付ふ随ずいする背の高さのイメージは違かろう。

「ヒールのある靴くつを履はいていませんからね」

「おー、そういや飾かざりっ気ねぇ靴だな。そんなん履くの嫌じゃねぇの？」

「慣れると動きやすくていいですよ。機能性重視ですね」

「確かにあの無駄にかかと高たけぇのより良いかもな」

　素す直なおに私の言葉を受け止め笑うノランに、私も思わず今この瞬しゆん間かんだけは後に降りかかって来るだろう受難を忘れて微笑んだ。

　言葉をオブラートに包まないけど、視界は広いしどんな意見にも耳は傾かたむけるんだよな。ノランは私、レディロの中でも結構好きなキャラだった。ゲームの中では、の話だけど。

「あれ、てか髪切った？」

　今こうして話している分には、ノランは王子のくせにノリが軽過ぎていっそ面白い。その辺のナンパ男なら鬱うつ陶とうしいだけだけど、こうも人の地じ雷らいかもしれない箇か所しよにズバズバ切り込んで来られる様はさすがの怖いもの知らずだ。

　私が普ふ通つうに前世の記き憶おくなく貴族として生まれて平民に落とされていたなら、たぶん私はノランの質問に屈くつ辱じよくで顔を歪ゆがめていただろう。前世の記憶がある私からすれば髪ぐらいと思うけど、美しい長ちよう髪はつはご令嬢達の美とプライドの象しよう徴ちようみたいだったから。…そもそも普通の貴族なら平民として暮らして行けてなんていないか。

「はい、似合いますか？」

「おう。貴族の女ってしきたりやら見み栄えやらどうでもいいもんで髪かみ伸のばすけど、俺ショートの方が好きだし」

　ノランが嬉しそうに私の髪を見て目を細める。

　ノランって絶対これ前世で言うところのボーイッシュ系の女の子が好きなんだろうな。さすがにゲーム内では私と違ってちゃんと貴族していた主人公じゃ、あんまり服装やら選せん択たく肢しやらでそこまでボーイッシュにはなれなかったけど。

「ふーん…能力あって、見た目俺好み…お前俺の女になるか？」

　軽い調子で続けられたそんな言葉に、私のノランへの好感度が急低下する音が聞こえた。

　冗じよう談だんだろうし反応を見たいだけだというのがわかりやすくにやにやした笑え顔がおで見て来てるからまだいいけど、今のは俺様発言っぽいので私の中でＮＧだ。イエローカード出しておくから、次言ったら退場ね。

　たぶん私の俺様キャラへの忌き避ひ感かんの境目は、私が巻き込まれるかどうかだ。自信あるのは結構だけど、お兄ちゃんとの時のようにそれで自分の自由を束そく縛ばくされたり所有物のような扱あつかいを受けるのは、心が反射的に拒きよ絶ぜつする。

　とは言っても、そんな内心はいつも通り表に出さず笑顔で受け流しますけど。

「ご冗談を。隣国の平民を娶めとるようなお立場では無いでしょう？」

「元レディローズなら絶対無理でもねぇと思うけど？…にしても、顔色一つ変えねぇのかよ。ほっぺた赤くするぐらいしろよなぁ、つまんね」

「ノラン様、笑えるぐらいきれいにフラれましたね」

「煩うるせぇよ」

「仕方ありませんよ、レディローズは心に決めた方がいらっしゃるようですから」

　ゼロが変な事を言い出した。私って心に決めた人居たの？　初耳だけど。誰の事？　ナナちゃん？　それともまさかリリちゃん？

　…にしても、ゲーム内ではこの二人の会話大好きだったのに、自分の話となるとときめく余よ裕ゆうも無いから現実はダメだな。何で私は好きなゲームの世界になんて転生してしまったんだろう。せめて他ほかに転生者の一人でも居ればまだ分かち合え盛り上がれたんだろうけど、残念ながら私が婚約破は棄きされるまでに観察して来た限りではゲームから外れた行動を取っている人や妙みように干かん渉しようして来る人は居なかったから、とっくに諦あきらめている。

　私は見えて来た我が家に、甘い気持ちを切り捨て一気に自分の気を引き締しめた。




「お、此こ処こがお前の家か。犬小屋みてぇだな！」

　私の家に着くや否いなやノランが笑顔で侮ぶ辱じよくして来たので、そのネタはもう元義理の弟シェドがやったわと脳内で突つっ込みながら、口では形式上だけ狭せまくて申し訳ありませんと謝った。

　勝手に椅い子すに座ったノランと「私は結構です」とその傍かたわらに立ったゼロに、私もテーブルを挟はさんでノランの向かいに座る。何な故ぜか攻略キャラ達とよくこのシチュエーションになっているなと私はぼんやりと現実逃とう避ひした。

　どうせ私は話を聞く立場なんだから、自ら藪やぶをつつくように話を促す気はない。この場合、つつかなくても蛇へびは飛び出してきそうだけど。

「じゃ、後頼たのんだゼロ」

「はい心得ました」

　ノランはゼロに言うだけ言うと、テーブルに頰ほお杖づえをつきながら私の家を見回し始めた。王族なのにこの行ぎよう儀ぎの悪さはどうかと思うけど、ノランはこの飾り気の無さで人気を得ている面もあるし公式の場ではちゃんとやれるからそう問題にはならないんだろう。

　まあ、今はノランの事はいい。問題は、立っている上長身なせいで私を見下ろすような形となっている、眼鏡めがね越ごしの紺こん色いろの目を光らせているゼロの方だ。

「フェリシア様、我が国を間接的に救った予言の少女という存在に心当たりはお有りですか？」

　…ああ、やっぱりその話でしたか。どうして今いま更さら洩もれたんだろ、本当。

　不思議には思いながらも私は何一つとして心当たりありませんというきょとんとした顔を作り、考え込むように自然に顎あごに手をあて首を捻ひねる。

「いえ、まったく。予言と言いますと、確か教会所属の方が極ごく々ごく稀まれに未来の啓けい示じを受ける事がある、というものでしたか？」

「ええ、よく子どもが噓うそを吐つく時に用いては罰ばち当あたりだとさらに怒おこられる通例ですね」

　そうそう、予言というのはそんなに信しん憑ぴよう性せいが無いんだよね。例えばもしナナちゃんの大好きな聖女様が公式の存在と位だったとした上で、その聖女様が仰おつしやった事、となると話は別になるのかもしれないけど。

　だから、どこぞの幼い貴族の女の子が予言なんて言葉を用いたとしてもまず誰も本気では信じない。そういうもので、そういうものだった。

「しかし予言の少女は違ちがいます。彼女は、まさしく我が国を救いました。我が国の危機を予言でこの国のエドワード・キャボット陛下に話し、見事に救ってみせました」

　ゼロは私を試ためすような目で見て来る。

　…陛下に話し、って事は陛下から洩れたのか。でも何で今更そんな話をするのかな？　何度も言うけど本当に、これは今更の話。およそ十年前に終わった話だ。

　私は学園にノランが編入して来る事なくゼロも教師として来なかったから、やんわりと上手うまく二人に違い和わ感かんを与あたえないままに回かい避ひし切ったものだと思っていた。今になって、なんて明らかに時期がおかしい。

「予言の少女がした事は、そう大きなものではありません。熱ねつ烈れつに訴うつたえたわけでも現地に赴おもむき行動を起こしたわけでもなく、ただエドワード・キャボット陛下に世間話のように予言を受けたと話しただけだとか。ですが…それにより、エドワード・キャボット陛下は我が国を気になさるようになり、危機に気づき、援えん助じよを行ってくださるまでに至りました」

　その通り。最初は難しいと思っていたけど、トチ狂ぐるって苦肉の策でやった予言発言が大成功を収めた。

　私は『救国のレディローズ』における救国の役目を、既すでに果たした。

　話を整理しよう。

　前世で私がプレイしていた、今世のこの世界を舞ぶ台たいにしたゲームの名前は『救国のレディローズ』だ。

〝救国の〟という題名の通り、ゲーム中ではどのルートに行こうともハッピーエンドにおいては必ず主人公は国を救う。多くの場合はそれに攻こう略りやくキャラが絡からむんだけど、その辺は置いておいて。

　そしてその国を救うというのが何からかというと、隣りん国ごくからだ。このゲームは九割方、終しゆう盤ばんになると国間戦争が起こる。その予兆にいち早く気付いたヒロインの、内政やら軍事作戦やらルート毎ごとに方法の異なる様々な奮ふん闘とうにより国は救われるに至り、主人公は救国のレディローズと呼ばれるようになりましたとさ、とレディロの大筋はそういう話だ。

　要するに、私が何もせずに自分勝手に舞台から足を下ろしてしまえば、救国がままならなくなる恐おそれがあった。そうなってしまった場合、被ひ害がいは甚じん大だいだ。人死にやら貧困やら、それらは到とう底てい私に受け止められるものではない。私が頑がん張ばらないと戦争が長引き、最悪隣国に負けるかもしれない。

　だから私は、フィクションの転生者にはありがちと言えばありがちな手段を取る事にした。

　──事前に戦争さえ防げれば、私は好き勝手してもいいだろうと。

「予言の少女が居なければ、追い詰つめられた我等の国はこの国と戦争でもしていたかもしれませんね。いえ、起こらなかったただの可能性のお話ですが」

「…恐れながら、可能性でも滅めつ多たな事は言うものではありませんよ」

「そうですね、失礼致いたしました」

　速すみやかに軽い謝罪をしたゼロに、本当に笑えない話だと嘆たん息そくする。

　ゲームの中ではまさにそうなったんだから。

　幸いゲームだから、敵が丁てい寧ねいに戦争に至るまでの悲劇的な経けい緯いをわざわざ語ってくれていた。詳しよう細さいは省くけど、隣国も食糧難や疫えき病びように苦しみやむを得ず国の為ために戦争していた。

　しかもうちの国の陛下は慈じ愛あいの人だから、もし相談していてくれたなら助けたと。むしろ気付けなかった事が悔くやしいと。間違っても好機だと攻せめ込むなんて事はしなかったのにと。そうゲーム中で発言している。悲しいすれ違いですね。

　この悲しい事件は私からすれば、じゃあそれを事前に回避もしくは解決すればいいじゃないかというわかりやすい道みち標しるべがあったという事になる。

　私はこれをどうやって陛下に伝え戦争を防ぐかに苦心した。

　最初はゼロが言っていて私が実際にしたように、「陛下ぁ私、神のお声を聞いたんですようふふあははー」…なんてふわふわした予言とかいう手段で解決をするつもりはまったくなかった。私はもっと理知的だった。

　まず、陛下に訴えるには多少なりとも事実であるという証しよう拠こが必要だろうと、幼いなりに隣国で起こっている事を調べようと拙つたない人脈を使った。けど、隣国の情報統制や審しん査さが厳しく私程度の人脈じゃまったく事実確かく認にん出来ない。そこから人脈を広げるとか優ゆう秀しゆうな人材を雇やとうとか無む理り矢や理りでも自分が現地に行くとか、まあ色々と考え、その全すべてが私の今後の平民ライフを揺ゆるがしかねないものだと頭を抱かかえた。

　そう、そもそも隣国の現状を私が明確に示し唆さしてしまうと、その時点で私は救国とまで行かなくても評価がかなり上がるはず。出来ればそこからして遠えん慮りよしたい。だけど平民になりたいのは私の我が儘ままなんだから、せめて国は救うべき。

　ぐるぐるぐるぐる、前世での勉強や日常で使うのとは違う難しい問題に何か何処どこかに抜ぬけ道はないかと日々頭を悩なやませた。

　その結果、堂どう々どう巡めぐりでストレスの溜たまった、当時七歳となったばかりの私の頭はトチ狂った解答を導き出す。

　それが、予言。夢で神の啓示を得た事にしようという妄ぼう言げん。

　前世の日本よりは上というぐらいでそんなに神を信しん仰こうしている世界でも国でもないけど、七歳の少女がいきなり、例えば「隣国のこの地域でこの時期に疫病が起こり、その対処にはこうすればいいと思うのですが…」なんて妙に具体的に言い出したら、さすがに不ふ審しんにぐらいは思ってくれるだろう。

　それでいい。不審に思って、少しだけ気にかけてくれればいい。その相手が陛下本人や陛下に雑談の中でそれを話してくれるような人なら。要は刷り込みだ。

　それからは極たまにしかお会い出来ない陛下に無む邪じや気きな子どもの世間話という武器を使いそれとなく話したし、ニカ様にも話したし、俺様殿でん下かにも話した。

　結果、私の穴だらけのトチ狂った案はなんと実を結び、全てがトントン拍びよう子しにうまく行ってくれたので、私は常識的な代案を考えたりそれ以上何をしたりする必要もなく、陛下は隣国の状じよう況きようを知って援助し戦争の理由は無くなった。私は平民に何の心残りもなくなれた。

　そう、これは約十年前にもなるもう終わった話だ。

「私は、予言の少女は貴女あなたであったのだろうと確信しております」

　薄うすく笑うゼロに、私は困った顔をする。

　そういう顔をしているとこの業界では腹黒鬼き畜ちく眼鏡と呼ばれてしまいますよ？　実際腹黒ではあっても鬼畜では…ない、かな。一応。まだ。

　しかしこれは意地でも肯こう定ていする訳にはいかない。例えばこれが、この二人ではなく隣国の別の人間に言われたのであれば話は別だった。感謝され、私は子どもの頃ころの事は覚えていませんがと苦く笑しようしながらも受け入れ、それで終わりだっただろう。

　ああ…本当、ノランとゼロには死亡フラグ的意味で一番現実では会いたくなかった。何が好きなゲームのキャラだよ。好きなのは自分が安あん全ぜん圏けんに居られる範はん囲いでだけだよ。

「時にフェリシア様、リリアナ様とは現在ご交流はございますか？」

「いえ。現在殿下の婚こん約やく者しやであらせられるリリアナ様と私では明らかに立場が異なります。交流などあるわけがありません」

「成る程ほど」

　一つ頷うなずいたゼロに、私は困った顔のままだ。

　何の質問だったのか。リリちゃんと私に交流なんてある訳が無いだろう。私がリリちゃんを大好きでも私はリリちゃんに嫌きらわれている。

「ちなみに私が、貴女がそうだった、と知る事が出来たのはリリアナ様のお陰かげなのですが」

　一いつ瞬しゆん、そうとは何の事だかわからなかった。

　話の流れを頭で追って、予言の少女の事を指すとすぐに気づき、それからまた困こん惑わくする。

　リリちゃん…が、どうして私が昔予言した事と関かかわって来る？　リリちゃんはそもそも私が予言したなんて知らないだろうし、どうやっても結びつかない。

　…いや待て、もし私が今まで起こした全てをメルちゃんのようにリリちゃんも洗っているとしたら…私の予言の少女としての功績を知り、復帰の可能性…いや危険性を危き惧ぐし、ノランとゼロと組んで私を排はい除じよしようとしたなら。

　──悲しいかな、今いま更さら予言の話が出たのも、この二人が私の居場所を突つき止められたのも、遠回しに自分達とリリちゃんの関わりに気づいているかと聞かれたのも、全て話が通ってしまう。

　真ま面じ目めな顔を作り空気を正したゼロに、元々伸のびていた背筋がさらにピンと伸びる。気を張り詰める。

　…最悪を想定するなら、私は今此こ処こで殺されるだろう。私に武術の心得なんて護身術程度しかない。逃にげられる間さえ与あたえられずあっさり殺される。

　リリちゃんの事を考えなかったとして、私が予言の少女だったと知られている以上、彼等にとって私は幼少期の話とはいえ既に〝一度邪じや魔ました存在〟だ。

「では次の質問を、ノラン様から」

　ゼロがノランにわざわざ話を振ふったという事はつまり、決定的な問いをするという事だ。恐らくその質問への返答次し第だいで私の今後の未来、そして生死が分かれる。

　ノランが邪気のなかった笑えみに、じわりと凶きよう悪あくで危険な彼の本質を滲にじませた。それは血に飢うえた猛もう獣じゆうの笑みだ。

「レディローズ、俺と共にこの国と戦争を起こさねぇか？」

　ああ、二番目に最悪な言葉だった。

　私が前世でプレイしたとある乙おと女めゲームの、ノランというキャラクターのルートの話をしよう。

　ノランは最初のうちは隣国の王子にも拘かかわらず、その辺の貴族よりよっぽど気安い。ただ常に誰だれとも一線は引いているような彼に近付く為に、主人公…というかプレイヤーは、ノランの行きそうな場所に徹てつ底てい的てきに通い詰める。

　その結果、ノランルートの中ちゆう盤ばんにもなると主人公はノランと友人関係になっている。そして中盤終わり、ノランは明るく飾かざり気ない言動の端はし々ばしに今まで時折見せて来た、鋭するどい目つきや剣けん術じゆつへの執しゆう心しんなんかのフラグの意味を遂ついに大公開する。

　主人公を明日あしたの天気の話でもするような気軽さでふと「もうすぐ戦争やるから俺の方につけよ」と、勧かん誘ゆうするのだ。

　はい、現在私にかけられた質問とほぼ同じですね。私はノランと友人でも何でもないです。

「…何がどうしてそんなお考えになったのか存じ上げませんが、聞かなかった事に、」

「されちゃあ困るな？　だが、この反応じゃ俺達を待ってたってわけじゃねぇらしい」

「ええ、フェリシア様であればここまで見み越こしてリリアナ様をお使いかと思ったのですが…どうやら目的は別らしいですね」

　この二人はさっきから何を言っているんだ。ノランとゼロを待っていた？…あ、私もしかしてこの二人にまで国への謀む反ほんの意志有りと疑われていた？

　でも私がリリちゃんを何がしかで使った側と思われているなら、どうやらリリちゃんが私を暗殺しようとして二人を差し向けた説は違ちがいそうでほっとし…いや、本当にそうか？　このリリちゃんを使ったの意味によっては…私がわざと、ノランとゼロと交流を持つ為にリリちゃんに指示してこの二人をけしかけるよう誘ゆう導どうした、なんて思われているんだったとしたら…リリちゃんが私を暗殺したかった説はどちらにせよ取り消せないぞ。

「なら言い方を変えるか。お前が望むものを何でもやるから、俺達に協力しねぇか？」

　挑ちよう戦せん的てきに笑むノランは、隣りん国ごくの王子様である。つまりこの望むもので叶かなえられる範囲は莫ばく大だいに広い。

　てか、これもゲーム中で主人公が言われていたよなぁ…主人公はなんて返したっけ…えーと、確かノランの目をじっと見ながら「どうしても欲しいものはあります。…けど、私が取りたいのは今のノランの手じゃないから…」だったか。

　…さすが乙女ゲーム。こっぱずかしいな。画面越ごしならきゃっきゃ楽しめるけど、自分がこの台詞せりふ言うのは無いわ。言う前に羞しゆう恥ちで倒たおれるわ。

　王子様にだって叶えられない事はいくらでもある。レディロ主人公の望みというか恋こいは結局叶ったわけだけど、私の望みはノランじゃ叶えられない。

　だけど…断ると、じゃあって殺されそうなんだよね。レディロ主人公なら多少信しん頼らいの積み重ねがあっただろうけど、私はこの二人と社交界で数回会ったぐらいでプライベートでは初対面同然だ。信頼関係なんて微み塵じんも無い。自分達の考えを知られたからにはってあっさり斬きり捨てられそう。…どうしよう。

　私がこの二人から逃のがれる方法って、どうにかして言いくるめる以外無いよね…でもノランは言葉で説得しようとしたところで自分の意志を曲げないだろうし、ゼロはノランの意志を全肯定する頭脳派。私はといえば、ただ前世の記き憶おくがあるだけの平民。

　あれ、詰つんでない？　私の生しよう涯がい今日で幕閉じる…？

「急にだんまりですか。参りましたね…ノラン様に付けば、貴女をあっさりと見捨てたセス・キャボット殿下や国への復ふく讐しゆうも出来ますし、有り余る程の富も名声も手に入れられますよ？」

　うわぁ、どれも要いらない。どれも望んで手放したものだ。

　ここは、一ひと先まずさも嬉うれしそうに頷いておいて二人が帰ったら即そく逃とう亡ぼうするか…？

　…ダメだ。それだとノランとゼロは撒まけたとしても、いきなり消えた私をニカ様が不ふ審しんに思うだろう。で、調べられて隣国からの接せつ触しよくがわかり、私の意志と反して国家反逆を本当に考えていたと思われ、居場所突き止められた瞬間人生ゲームオーバー。

　……。

　私はパンを食べ出した。

「…え…あの…？　何で食事を始め…ええ…？」

「俺も腹減ったな」

「ノラン様、順応が早過ぎます…食べてから来たでしょう…」

「歩いてたら腹減るだろ。おい、レディローズ。俺にもくれ」

「はい。ちなみに私、今はレディローズでもフェリシア・スワローズでもなくフィー・クロウです」

「おー、了りよう解かい」

　公式の場じゃないからか、私が手て渡わたしたパンにちぎりもせずもふもふかぶりつくノラン。このパンを食べた王族・貴族は君で三人目だよ。

　ゼロはノランのあまりにも警けい戒かい心しんなく躊ちゆう躇ちよもない行動に固まっている。

「美味うまいな、これ」

「でしょう！　私、このパンを売っているんです。自じ慢まんの職場なんですよ」

「ふーん、お前は作らねぇの？」

「修しゆ業ぎよう中ですね。中々派手さや濃い味を出さず、だけど飽あきずに美味おいしく食べ切れるこの絶ぜつ妙みような味や食感を出すのは難しくて」

「へぇ、頑がん張ばってんだな」

　さっきの話なんてまるで無かったかのように、無む邪じや気きにノランが笑う。

　ノランはやっぱり話しやすいなぁ。これで危険思想さえなければ結構仲良くやって行けそうなんだけど。まあ、剣片手に血ち塗まみれの瞳どう孔こう開き切った目で戦場に立っているあの一枚絵は好きだったけどさ。ゲーム内では危ない系のキャラも好きだよ。うん、ゲーム内では。

「あの、返事が欲しいのですが…」

　常識人が私とノランの和なごやかな会話にストップをかけて来た。私は戸と惑まどっているゼロをちらりと見て、またパンを一口咀そ嚼しやくする。美味しく味わい、吞のみ込んでから口を開いた。

「保留で」

「保留、ですか…？」

「ご覧の通り、私色々とありましたが今の生活は結構気に入っているんですよ。だからこれ以上に幸せになれそうな程ほどの望むものって、すぐに捻ひねり出せそうにないんですよね」

　むしろ一生掛かかっても出て来ないだろう。私戦争したくないし。

「なぁゼロ」

「…何ですか。これ以上ややこしい事言わないでくださいよ？」

「こいつ勧誘無理だと思うけど」

　ゼロが訝いぶかしげにノランを見る。私も、その通りだけど何で今そう思ったんだろうとノランを見た。

　ノランが立ち上がり、何な故ぜか私の隣となりまで来る。私はまさか勧誘無理ってわかったから斬られるのか!?　と怯おびえながらノランの腰こしの剣を注視した。……せめて最初の一ひと振ふりぐらいは避よけたいものだ。

　ノランの手が動く。私はびくりと身構えた。

「だってお前、楽しそうだもんな」

　予想に反してノランの手は私の頭の上に乗せられていて、髪かみの崩くずれへの配はい慮りよは一いつ切さいなしに搔き回すように撫なでられていた。

　ぐちゃぐちゃな髪をそのままにきょとんとして見上げると、ノランが楽しそうに笑っている。

　…あ、ちょっとときめきました。でもこのドキドキは半分以上杞き憂ゆうだった恐きよう怖ふによるものだと思います。

「俺、レディローズは能力こそ良いけど模も範はん的てき過ぎてつまんねぇと思ってたんだよ。でも、今のフィーは面おも白しれぇし好きだわ。しばらく戦争もいいや！　フィーんとこ通ってたら面白そうだし！」

「…はぁ、ノラン様がそれでいいのでしたら、私はそれに従いますが」

　え、何この私に優やさしい展開。…いや、優しいのか？

　私の所に通っていたらって、つまりノランがしょっちゅう会いに来るようになるという事だ。しかし、それがニカ様辺りにバレたら、それだけで私が謀反を企たくらんでいると思われかねない。隣国の王子とこそこそ会っているって明らかに怪あやしいし。

　しかも若じやつ干かんノランフラグが立ってしまっているような…。気のせいだと思いたい。切実に。

「じゃ、俺等今日から友達な！　敬けい称しようとか敬語とか使うなよ！」

「いえ、それはその少し、いえかなり問題が…」

「そうだなぁ…よし、ノラって呼んでいいぞ！　特別だ！」

　話を聞いてもらえない。

　私は髪を手ぐしで整えながら困った顔でゼロを見た。ゼロは微笑しながら肩かたを竦すくめる。だよね、ゼロがノランを止められる訳ないよね。

　でもノラという呼び方はレディロファンの中では一いつ般ぱん的てきなあだ名だったけど、現在平民な私が呼ぶ訳には──

「何だよ、不満か？　じゃあもっとフランクに…」

「わ、わぁい！　ありがとう、ノラ！　これからよろしくね！」

「おう、よろしく！」

　私はこれ以上事態が悪化する前にあっさりノラを受け入れた。笑え顔がおで握あく手しゆを交かわす私の顔は、珍めずらしく完かん璧ぺきには繕つくろえず引きつっているだろう。

「…ノラン様がこうでは、仕方ありませんね。先程の話は無かった事に致いたしましょう。もし誰だれかに洩もらせば、わかりますね？」

「はい、私も秘密とした方が都合良いですから」

　真ま面じ目めな顔で凄すごんで来るゼロに、笑顔で頷うなずく。

　しかしまあ、この案件を比ひ較かく的てき平和に解決する事が出来た私は幸運だったと思う。たぶん。やっぱりパンは最強なのかもしれない。今後も困ったらとりあえずパンに頼たよろう。




　二人がやっと帰った後、まったくの予定外だった隣国からの訪問に憔しよう悴すいした私は布ふ団とんに倒れ込んだ。

　私はまだ平民で居られた。けど、段々と包囲されて行っている気がする。

　ここまで来ると、さすがに何か強制力…運命の修正力のようなものを感じてしまう。

　ただ一度生まれ変わった程度の人間じゃ勝てないのかもしれない。私はただの器用貧びん乏ぼうで、お兄ちゃんには──本物の天才には、一度として勝てた事がなかった。

　そんな事を考え私がセンチメンタルになっていると、空気をぶち壊こわすように家のドアを乱暴にノックする音が聞こえた。私はやむなく布団から起き上がる。

　この殴なぐっているような乱暴な音は、ノラか？　何だ、忘れ物でもしたのか？

　私の家にわざわざ訪ねて来る確率があってこんな事をしそうな人物は、ノラ以外に思い浮うかばない。後はしいて言うなら一人暮らしの女を狙ねらった暴漢か。

　私は行ぎよう儀ぎ悪わるく布団を足で部屋の隅すみに寄せ、はいはいと声をかけながら気け怠だるくドアを開いた。

「うわ…相手確かめずに開けるとかあんた危機感大だい丈じよう夫ぶかよ…」

　私は、私をあんたと呼ぶ唯ゆい一いつの知り合いである、アルビノのような白はく金きん髪ぱつ赤目の彼…メルちゃんの姿を認めて目を見開いた。

　彼はその可愛かわいらしいお顔を呆あきれたように歪ゆがませてから、私の頭からつま先までざっと見てまた溜ため息を吐つく。

「あー、事前準備させる為ために忠告に来てやっただけなんだけど…そのいかにも疲つかれてそうな様子じゃ一足遅おそかったみたいだな」

　じゃあ帰ろ、と私の頭がまだ正常な機能を発揮する前に歩いて行こうとするメルちゃんに、私は慌あわててその腕うでを引き無理やり家に入れてからドアを閉めた。滑すべり込むように中に入った護衛の三人は流石さすがに優ゆう秀しゆうだ。

　…うん、ちょっと落ち着いて来た。

「こんばんは、メルヴィン様」

「俺もう用無いんだけど」

「…メルヴィン様のご発言から、本日お越こしの理由は私に隣りん国ごくの彼等の訪問を事前に知らせようとして来てくれたものだと推察致します。メルヴィン様の情じよう報ほう網もうを考えれば、知っていらっしゃったとしても不思議ではありませんし」

「あーはいはい、そういう事。だからもう帰るな」

　とにかく帰ろうとするメルちゃんに、私は彼の腕に抱だき着くようにしてまあまあまあと笑顔で止めた。メルちゃんは腕に纏まとわりつく私を嫌いやそうに見て乱暴に引き剝はがした。

　この子、本当に私の事嫌きらいになったな。一応容姿は乙おと女めゲームの主人公らしくかなりの美人なはずなのに。腕に抱き着いたから、意図はしていなかったけど思いっきり胸も押しつける事になったのにこの反応って…。

　まあそんな事はどうでもいい。私は一つ咳せき払ばらいし、真しん剣けんな顔でメルちゃんと半ば無理やり視線を合わせた。

「何で私に、教えてくれようとしたのですか？　私はもうメルヴィン様にとって取引したくない相手になっているものとばかり思っていたのですが」

「よくわかってんじゃん。だから今回は取引じゃなくただのおせっかいに来ただけ」

　いや、私は何もわかっていない。むしろさらにわからなくなった。

　ぶっきらぼうに言うメルちゃんの言葉に噓うそは無いだろう。だからこそ、私におせっかい…その理由がまったくわからない。私達はそんな気安い関係じゃなかったはずだ。

「…何で…私に良くしてくれるんですか？」

　率そつ直ちよくに聞くと、メルちゃんは無表情で視線を逸そらした。

「何でだと思う？」

　それがわかれば苦労はない。

「全然わかりませんね…」

「本当に？」

「ええ、もし私の事好きだからなんて言い出した暁あかつきには、そのお口にパンをありったけ詰つめ込み窒ちつ息そくさせますけど…」

「何でだよ!?　勝手に仮定したくせに怖こえぇな!?」

　メルちゃんが私から距きよ離りを取るように後あと退ずさった。テーブルの上の明日あしたの朝食用に残っているパンが見えてちょっとリアルに思えてしまったのかもしれない。私が何かしようとしたところで三人のプロ護衛さんにあっさり斬きり捨てられるだけだろうから大丈夫なのに。

　警けい戒かいした小動物のようなメルちゃんに、思わず私は息を吐き出し同時に気も抜ぬけた。

　冗じよう談だん交じりに言ったけど私は本当に、心底、メルちゃんには私に対して恋れん愛あい感情を持っていて欲しくなかった。

「だって、ボロクソに言い負かされた上今もこんな態度の私を好きなんてメルちゃんが言ったら、もうそれってそういう運命なんだなとしか思えないじゃない…」

　メルちゃんは意味がわからないという顔をした。当たり前だ。メルちゃんはもし私がゲームに沿ってメルちゃんのルートを進めていたとしたら私と恋愛する事になっていたかもしれないなんて、そんな選ばれなかった過去で現在で未来の可能性を知らない。

　シナリオから逃にげ出したはずなのにまだ私の存在がゲームに取り込まれているようで怖こわいという私の気持ちなんて、前世の記き憶おくが無いこの世界の誰もがわかるはずがない。

「はぁ…なんか知らねぇけどさ、安心しろよ。いくら美人でもあんたみたいな怖ぇ女に誰が恋こいするか」

「そう、良かった」

「心底嬉うれしそうに笑ってんじゃねぇよ…それはそれでムカつくな。だいたいメルちゃんって何だ。馬ば鹿かにした呼び方しやがって」

　不快そうに眉み間けんに皺しわを寄せたメルちゃんがドアに手をかけたので、私は慌ててまたその腕を摑つかんだ。

「ごめんごめん、紅茶淹いれるからゆっくりして行きなよ」

　ぐいぐい引っ張ってテーブルまで連れて行けば、メルちゃんは呆れた顔をしながらも渋しぶ々しぶ椅い子すに座る。ここで引き合いに出したのがコーヒーだったら、紅茶派のメルちゃんは帰っていたかもしれない。初めてレディロの中でも乙女ゲームっぽい知識がフラグ回かい避ひ以外でまともに役立った瞬しゆん間かんだ。

　私はほっとして、メルちゃんに背を向けキッチンで紅茶を淹れ始める。紅茶は蒸むらす時間が必要だから、どうしてもさっとは淹れられないんだよなぁ。

「あんたさっきから、妙みように俺に帰って欲しくなさそうだな」

「……」

　背中にかけられた不ふ審しんの言葉は、美味おいしく紅茶を淹れる事に集中していた私には一いつ切さい聞こえなかった。そういう事にしておく。

　数分後、出来上がった紅茶を角砂糖三個入りでメルちゃんに差し出し、私もストレートの紅茶が入ったカップを持ってメルちゃんの前に座る。

　一口飲んで僅わずかに口を緩ゆるませたメルちゃんの様子を見るに、美味しかったらしい。私はテーブルの下でガッツポーズをした。

「あんたは噓と秘密だらけだから、唯一契けい約やくしたからってある程度話してる俺に変な信しん頼らい感かんみたいな依い存そん心しんみたいなのを持ってんのは、人間の感情やら行動やら色々調べて来た俺にはわからなくもねぇ話だけど」

　ガッツポーズしている場合じゃなかった。

　思いっきり引き止めた理由を悟さとられてしまっていて気き恥はずかしさを覚える。そうだった、メルちゃんも頭の良い部類の人だった。

　どうしよう、さり気なくそうとは悟らせないように甘えられていると思っていたのにバレバレだったとか本当恥はずかしい。この私だけが気まずい空気どうする…太るとか明日の分とか気にせずパンを食べるか…？

「でもさ、何でニコラス様に相談しねぇんだよ？」

　逸れた話題のお陰かげで必要以上にパンを食べずに済んだ。

　しかし、その話題の内容に私はきょとんとメルちゃんを見る。何で今ニカ様の話題だ？

　メルちゃんには表情演技をほぼしていないからか、私の理解していなさを見て取ってくれたらしいメルちゃんが補足するように話を続ける。

「俺とこんな話をしてるより、ニコラス様に頼った方がどう考えても有益だろ。あの方なら、あんたの望み尊重しながら助けてもくれるかもしれないし」

　話を理解して…理解したからこそ、私は目を逸らした。

　メルちゃんにこんな甘え方をするよりも、幼おさな馴な染じみで理想の兄のように慕したって来て友達にもなって仲が良いニカ様に全すべて打ち明け甘える方が、まだ自然だ。そんな事はわかっている。

「……そうかも、しれないね」

　これだけ追い詰められて来たなら、むしろ結果がどうあれそうした方が正解なのかもしれない。だけど、私はニカ様には何も話す気がなかった。

「ま、あんたの勝手だけどさ」

　突つき放すようで少しだけ優やさしく、私の全てをは決して助けてくれないそんなメルちゃんじゃなきゃ、私は甘えられない。先日具合の悪さでトチ狂ぐるってニカ様に甘えた事をした事実さえ消してしまいたいぐらいだ。

　だって私は平民になりたくて平民で居たいから。何よりも、運命に勝ちたいから。…何よりも。

　我ながら幸せになれなそうな損な性格だな、と自じ嘲ちようした。

　センチメンタルといえばセンチメンタルだけど、メルちゃんのお陰で一人うじうじとキノコ生やしながらネガティブな考えに囚とらわれているよりはよっぽど明るくなれた。

　さて、相変わらずメルちゃんは今にも帰ろうとしているけど、私としてはお帰りになるのはもう少し話してむしろポジティブな楽しい気持ちになれてからにして欲しい。凄すごく自分勝手だとは思うけど、メルちゃんはきっと何だかんだで許してくれる。

　となると話題だけど…うーん…あ、そういえばメルちゃんの事で一つ気になっている事があった。

「ねぇ、何でメルちゃんそんなキャラなの？　私の知っているメルちゃんは、もっとあざとくて口調もだよとかだねとか可愛かわいらしく、人間を知りたいって楽しそうに言いながらも俗ぞく世せからは隔かく絶ぜつして生きているような子なんだけど…」

　今のメルちゃんはぶっきらぼうで淡たん白ぱくかと思いきやツッコミ属性でお人ひと好よしという、いまいちレディロのメルちゃんとは違ちがうキャラ属性になってしまっている気がする。私はレディロのメルちゃんも好きだったけどもちろん今のメルちゃんも大好きな事は前提として、この差異はやっぱりちょっと気になった。

「あ、あざと…何だよ、あんた俺の事ちゃんと前から知ってたのかよ…俺だってあんたが相手じゃなきゃもうちょっとなぁ…」

　俯うつむき赤くなりながら悔くやしそうに睨にらみ上げてくるメルちゃんの拗すねたような呟つぶやきに、私は微笑ほほえみを浮うかべた。尚なお、心の中では感謝の合がつ掌しようをしている。恋愛する気は無いけど、君はいつだって私の中でど嵌はまりしていた大好きなゲームのキャラクターです。凄く可愛い。微笑ましい。ありがとう。

「だいたいあんたこそ、敬語はどうしたよおい」

「疲つかれちゃった」

「酷ひでぇ理由。俺に素す出すぐらいなら、ニコラス様にも出してやりゃいいのに」

　私は普ふ段だんとは違い下へ手たくそに笑って誤ご魔ま化かした。いつもみたいに完かん璧ぺきに上手にしなくてもメルちゃんは許してくれるだろうから。

　メルちゃんは面めん倒どう臭くさそうに溜ため息を吐ついた。けど案の定、それ以上掘ほり下げて聞いてくる事はなかった。

「じゃ、あんた元気そうだし俺もう帰るわ」

「うん、ありがとう」

　素直にお礼を言って、すかさず空気を読んだ護衛の人が開けたドアを通り抜ぬけて行くメルちゃんの背中をじっと見送る。
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　だけどふと気になって、外に一歩踏ふみ出したその足を止めるように口を開いた。

「ねぇ」

　胡う乱ろん気げな顔で迷めい惑わくそうに振ふり返ったメルちゃんは、目が赤いせいで相変わらずそういう表情をするとちょっとだけ怖こわい。中身が優しいのとか身長が低いのとか、そういうオプションが無きゃ今の性格だと微び妙みようにノラとキャラが被かぶってしまうところだ。根本の危険度は雲うん泥でいの差だけど。

「結局質問には答えてくれないの？」

「は？　質問？」

「だから、何で私に良くしてくれるのかってやつ」

　得心したらしいメルちゃんは、だけど素直に答えてはくれず唸うなる。

「一問一答にしてはあんたからの質問回数の方が多過ぎだっただろ」

「あれはビジネスみたいなものでこれはただの友達同士の会話だから、それは適用されないの」

　私の屁へ理り屈くつに呆あきれた顔ででもちょっと面おも白しろそうに笑ったメルちゃんは、友達という私の言葉を否定しないでくれた。嬉うれしい。ニカ様にもノラにもナナちゃんにもどうしても被った猫ねこを外せない私にとっては、今やメルちゃんが一番の仲良しと思っているから。

「あー…それでも、やっぱやめとく。あんたも聞いたら嫌いやな気分になるだけだろうし」

「私が嫌な気分になる事…？」

　まるでわからなくて首を傾かしげた。

　私には優しい理由でどうしたら私が嫌な気分になるというのか──はっ！　もしや!?

「や、やっぱり私を好…!?」

「んなわけねぇだろ、そろそろ殴なぐるぞ!?」

　からかい交じりなボケにメルちゃんがわりと本気でキレた顔で拳こぶしを握にぎり締しめたので、私はすぐに両手を上げ降参の意を示した。メルちゃんは舌打ちし、手を開く。

　何だか私のせいでメルちゃんがどんどん公こう爵しやく家跡あと取とりと思えないような庶しよ民みん的てきな子になって行ってしまっている気がするけど、ま、まあ気のせいだろう。…メルちゃんがご両親からあの子と付き合うのはやめなさいって言われたらどうしよう。メルちゃんもあっさり頷うなずく気しかしないよ。悲しい。

　メルちゃんが目算三メートルぐらい我が家から離はなれて行き、最後の三人目の護衛の人が閉めようとしたドアを慌あわてて腕うでで止めた。

「ねぇ！」

　メルちゃんが疲れた顔で振り返る。

「…何だよ、いい加減本当に帰らせろよ」

　確かに。私は何度彼を呼び止めれば気が済むのか。…でも。

「また来てね」

「…あんた友達居ねぇの？」

「居るよ。素を出せる人が居ないだけで。ねぇ、返事は？」

　とびっきり可愛く見えるように計算した角度と媚こび過ぎはしないのを意識しつつほんのりと甘えた声こわ音ねで聞いたのに、メルちゃんは照れた素そ振ぶりの一つも見せてくれなかった。…いや、それで惚ほれられても私が弱るだけだから良い事なんだけど。

　メルちゃんは世話の焼ける子どもか妹でも見るように苦く笑しようした。

「気が向いたらな」

　またさっさと歩いて行ってしまうメルちゃんに、隣となりの家は空き家だからと声量を気にせず私は叫さけんだ。

「向いてね！」
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　聖女様は今日も、城下町の端はじの教会で両手を合わせたまま目を閉じていた。

　もう謝罪を繰くり返す事はない。日を追う毎ごとに霧きりが立ち込め視界を覆おおい尽つくされるような感覚に陥おちいっている彼女には、その謝罪が正しい事なのかさえももうわかっていなかった。

　ただ静かに見えない縄なわが首にかかっていく錯さつ覚かくを起こしながら、聖女様は毎日を静かに過ごして行く。終わりまでを抗あらがわず大人しく歩く。

「…昨日のお義兄にい様は、どうして今いま更さらあんな事を仰おつしやったんでしょうね」

　聖女様は悲しげに笑う。そこに含ふくまれる複雑に混じり合った感情を彼女自身も捉とらえ切れていなかった。それは嬉しく哀かなしく幸せで辛つらい事だった。

　聖女様自身の人生と同じだ。

「ありがとうございます。今日も私は幸せです…神様」

　彼女は笑え顔がおで帰り際ぎわにするいつもの礼をした。

　けれどその先もいつもと同じように真っ直すぐ去るかと思われた彼女は、毎度の傍ぼう観かん者しやである牧師と修道女の方を見ると動きを止めた。

　いつもは自分達が見えていないのではないのかという程ほど歯し牙がにもかけず一いち瞥べつすらくれた事のなかった彼女の行動に、パニックに陥ったのは純じゆん粋すいで感情の起き伏ふくが激しい修道女だった。修道女にとっては彼女には自分が見えていない事が当たり前で、そうあるべきだとさえ思っていたからだ。

　視線を落ち着きなく四方に散らし見るからに動どう揺ようする修道女に、聖女様は穏おだやかに微笑ほほえみかけた。

「よろしければ、少しお話し致いたしませんか？」

「ぅ、へ!?　ぁ、あぁあの、わたひ!?」

「はい、貴女あなたですよ？」

　修道女は真っ赤になり、ゆっくりと近づいて来る聖女様への動揺を少しでも発散させるように、手をまるで羽ばたこうとする羽のように細かくばたつかせた。

「な、な、なん…っ!?」

「何な故ぜ、ですか？…私、私達が生きているこの世界には、どうしようもなく逆らえない運命みたいなものがある気がしているんです。私みたいなただの子し爵しやく令れい嬢じようにはどうにも出来ない、頭の良い誰だれかさん達が動かしている何か。そんな毎日に巻き込まれているだけなのに疲つかれて、だから…動かしていなさそうな…関係なさそうな誰かと、話したかったのかもしれません」

　聖女様の話に、修道女は先程までの見るからに子どもっぽい表情を消し顔を顰しかめた。それは話が長かったからか、それとも話が難し過ぎたからか、もしくはまた違ちがった理由があるのか。いずれの理由かは、本人とその隣で話を聞いている彼女をよく知る牧師しか知り得ない。

　けれど、彼女が返した言葉だけで判断するのならすぐ後の彼女の言葉の通り答えは二つ目となるだろう。

「……何を言っているのか、よくわかりません。私、馬ば鹿かなので」

「ふふ、すみません変な話をして。私が言いたいのはつまり、貴女と話したいのはなんとなくってただそれだけという事です。いかがですか？」

　聖女様の柔やわらかく可愛かわいらしい微笑みに、修道女は年ねん齢れいよりいささか子どもっぽい天てん真しん爛らん漫まんな様子に戻もどり、パッと顔を明るくした。

「喜んで…っ！」

　聖女様は修道女にとって憧あこがれの存在なのだから、この答えは当然だった。

「何度も会っているのに私達、自己紹しよう介かいもまだでしたね。申し遅おくれました。私の名前は──リリアナ・イノシーと申します」

「わ、私はナンシーです！　ナナでいいですよ！」

　聖女様であり、次期王おう妃ひであり、リリアナ・イノシーという名である彼女は露つゆとも知らない。彼女はこれまで自分がしてきた選せん択たくの数々は未まだしも、今この時の自分の選択に関しては何一つ疑っていなかった。

　今この時でさえまさに、運命の悪戯いたずらに巻き込まれている事など、思ってもみなかった。それが幸運への導きなのか不幸への落とし穴なのかは定さだかでは無かったが。
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　ここのところ危き機き一いつ髪ぱつな状じよう況きように陥り過ぎてその度たびにパンによる緊きん急きゆう回かい避ひをしている私としては、パンに深く傾けい倒とうしパン作りにさらに懸けん命めいに励はげむのは至し極ごく当然の話だと思う。

「ミシェルさんのパンって、凄すごいですよね」

　パンを窯かまで焼きながら、まだ絶ぜつ妙みような焼き加減にする為ためにチェックを入れる段階までには時間があるので額に浮ういた汗あせを手て拭ぬぐいで拭ふき取りつつ、私はミシェルさんと雑談に興じている。

　開店時間まではまだ一時間以上あるので余よ裕ゆうがある訳だ。パン作りは兎とも角かく、接客はもう細かい所まで完かん璧ぺきに熟こなせる私は物覚えが良い方だ。なので、開店前に急いで全種類パンを焼き上げなくても、私が店に出ている間にミシェルさんは私に接客を任せて追加のパンを焼いたり他ほかの業務をしたり出来る。

「凄い？　美味おいしいって事かい？」

「それはもちろんなんですけど、私ミシェルさんのパンのお陰かげで助かりっぱなしなんです。奇き跡せきのパンですよ」

　私は大おお袈げ裟さでも何でも無く尊敬の念を込めてミシェルさんを褒ほめ称たたえる。

「奇跡…ねぇ」

　なのにそれに対し呟つぶやいたミシェルさんの顔は、嬉うれしくなさそうどころかむしろ苦々しい表情に見えた。私は慌てて口を開く。

「あの…もしかして私、何か失言してしまいましたか…？」

「ああ、いやいや？　ただ、そんな気持ちでパンを作って来たわけじゃなかったから、妙みような気分になっただけさ」

　苦笑したミシェルさんに、私はちょっと冷や冷やしていた気持ちをほっと落ち着けた。

　そりゃそうだ、奇跡のパンなんていきなり言われても大たい抵ていの人は素すっ頓とん狂きような褒め方に困こん惑わくするだろう。

「あたしゃ、奇跡なんて大それたもんを起こすには器うつわが小さ過ぎんだよ。近くに来てくれた人に美味しいって小さな幸せを感じてもらえるもんを作るので手て一いつ杯ぱいさ」

　肩かたを竦すくめたミシェルさんは、何でもない簡単な事のようにそう言った。それがどれだけ凄い事か。奇跡のような幸せは確かに多くの人が憧れるだろうけど、そんな奇跡を経験出来る人なんてほんの一ひと握にぎりだ。

　大抵の人にとっては小さな幸せの積み重ねこそが、充じゆう実じつした人生に繫つながる。

「充分、素す敵てきだと思います。私も奇跡を起こすよりそういう人になりたい」

　私はミシェルさんの言葉を嚙かみ締しめる。王妃になるとか、歴史に名を残すとか、お金を山程手に入れたり人に敬われたり贅ぜい沢たくな暮らしをするより、私は平民として静かに優やさしく楽しく暮らしたい。小さな幸せを人に渡わたして、返されて。そういうの。

　窯を覗のぞき込みパンの焼き加減を見る。…もう少し、かな。後五分…よりは少し短く。

「フィーちゃんならどっちも上手うまくやれるよ。あんたは自分で思ってるよりずっと、世よ渡わたりが上手いんだから」

　ミシェルさんの温かい言葉に、パンに集中している私は言葉を返せず笑みだけ浮かべる。

　どっちも…どっちもか。でも私は元から、どっちも、なんて摑つかむ気は無いんですよ。奇跡なんて起こすつもりはない。それはいくら何でも、今まで好き勝手して来たのを自覚している私でさえ、呆あきれる程に我が儘まま過ぎると思うから。全部手に入れられる程私は凄くないから、一番の望みだけを一心不乱に果たす為今日も努力を続ける。

　窯から出したパンは、私の目には最高の焼き具合に見えた。会心の出来だ。ミシェルさんがまだ熱いパンを一つ取ると、小さく切り分け自分の口に運ぶ。

　私はそれを心臓の音を速めながら静かに見つめた。

「…うん、これなら店で出しても良い味だ。合格」

　優しく笑ったミシェルさんに私は大きく目を見開く。次いで、胸の中から嬉しさが込み上げ溢あふれ出た。

「ほ、ほ、本当ですか…!?」

「もちろんさ。あたしゃ噓うそは吐つかないよ」

　私は子どものようにバンザイをした。こんなに嬉しいのは、俺様殿でん下かに婚こん約やく破は棄きを言い渡してもらえたあの日以来だ。

　俺様殿下といえば、彼は元気なんだろうか。そういえばリリちゃんの事ばかり気にかけていて奴やつの事はまったくその後を無視して来た。俺様殿下への気持ちが前世のお兄ちゃんと似ている性質故ゆえの嫌けん悪おと理想の兄を持つ境きよう遇ぐうへの嫉しつ妬とだと認めた身としては、今なら彼にもう少し優しい気持ちで接する事が出来るかもしれないと思うんだけど。

　いやでもやっぱそんなのどうでもいいや！　やったー！　私のパンがミシェルさんに認めてもらえた！

「じゃ、フィーちゃん明日から仕事休んでいいからね」

　…？

　私は喜びの余よ韻いんが収まらず、言葉の意味を頭で理解する事がままならなくて固まった。

　数秒後漸ようやく理解して、一いつ瞬しゆんで喜びが霧む散さんし代わりに血の気が引いて行く。

「……それ、は、もしかしてその…遠回しな解かい雇こ通告という…」

　何だ。何がいけなかった。

　私は真しん剣けんに考えた。やっぱりさっきの奇跡のパン発言が気に障さわったんじゃないかとか、実は自覚の無いところで仕事において超ちよう重大ミスでもやらかしていてクレームでも入ったんじゃないかとか、そもそも私を雇やとわなくても一人でやって行けるしその方が気楽だと実感したのが今のタイミングだったんじゃないかとか、私があまりにもパンを好き過ぎる故に従業員じゃなく客として来させた方がよっぽど儲もうかりそうだと判断されたんじゃないかとか…それはもうありとあらゆる、それは無いだろうというものから有りそうというものまで原因になりそうな事を模も索さくした。この間五秒。

　きょとんとしたミシェルさんが笑い出すまで、私は絶望に打ちひしがれていた。

「あははは！　違ちがう違う！　最近フィーちゃん大変そうだし、今が正念場なんだよ。一週間は休んで体力温存しときなって事さ」

「え？　あ、違う!?　良かった…」

　私は心から安あん堵どした。ちょっと涙なみだ出た。理由が絶望の余韻か嬉し泣きかは自分にもわからない。

　少し落ち着くと、今度は疑問が浮ふ上じようする。

「何な故ぜ、そう思うんですか…？　それに一週間って期限は…？」

　妙に具体的で違い和わ感かんがある。素す直なおに尋たずねると、ミシェルさんはいい笑えみを浮かべる。

「あたしの勘かんがそう言ってんのさ。大だい丈じよう夫ぶだよ、一週間後に帰って来たらちゃーんと迎むかえたげるから」

　まさかの勘。つまりほぼ無む根こん拠きよ。私が一週間も仕事を休まされる原因が、そんな訳がない…そんな──

　私は今までのミシェルさんとの思い出を振ふり返り、いやこの人結構思い込み激しいし強ごう引いんだし噓うそ吐かないし、むしろそれが真実だという肯こう定てい要素しか思いつかない事に気付く。

　ここはミシェルさんが休めと言っているんだから休もう。ミシェルさんのこれは百パーセント善意かつ好意だろうから断り辛づらいし。

「…絶対ですよ？　私が戻もどって来た時に他のバイトの子居たりしたら泣きますからね？」

「ああ、絶対さ」

　優しい笑顔に頷うなずき、私は時計を見て慌あわてて開店準備を始めた。

　この一週間で私の中の天地を揺ゆるがすような正しく大事件が起こるなんて、今の私には予想のしようも無い。
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　翌日、仕事が休みな以上私が行く場所なんてただ一つしかない。

「思ったんですけど、休みの日に会うの私でいいんですか？　貴族の、あの恋こい人びとではないらしい銀ぎん髪ぱつのイケメンさんとデートした方が良いのでは…？」

　しかし当のナナちゃんには私の愛がまだいまいち伝わり切っていないらしく、不思議そうな顔をされた。私はナナちゃんが良いんだよ！　と声を大にして言いたい。けどまだ時期じゃない。それをするには今はレベルが足りない。私の我ながらうざったい愛が引かれないレベルまで仲良くなったら、その時は思う存分やる。

　と、そんなアホな事を考えている最中、ふと一つの疑問が私の中で浮上した。ニカ様とナナちゃんの二人は会った事が無いはずだ。貴族とか銀髪とかイケメンって情報は、たぶん以前にナナちゃんが言っていた噂うわさで聞いたの範はん囲いなんだろうけど、〝あの〟って…その言い方だとまるで会った事でもあるみたいだ。私がよくナナちゃんにニカ様の話をしているなら、よく知っているような気分になってもおかしくないけど、私ナナちゃんにニカ様の話なんて全然した事無いんだよなぁ。うーん、言い間違いだろうか？

「そういえば先生が、フィーちゃんに謝りたい事があるとか何とかで会いたいって言ってましたよ？」

　ナナちゃんが話題を変えたので、私も違和感を流し次の疑問へと頭を切り替かえた。

「え？　あー、何の事か身に覚えが無いわけではありませんが、何故今いま更さらになって…？」

　今日も広場で二人ジュースを飲みながらお話させてもらっている私は、ジャックさんが私に謝罪したいという理由自体はたぶん正確に理解出来ている。

　そもそも修道女としてお仕事のあるナナちゃんをこうも簡単に私が借りられている事からして、ジャックさんはナナちゃんを貸し出す事で私への罪つみ滅ほろぼしのような事をしているのだ。まあ、当事者のナナちゃんはそんな大人の事情なんて全然知らないだろうけど。

　初めてジャックさんを見た時、私はその時点でジャックさんを貴族っぽいと思った。それに、メルちゃんが〝耳〟から情報を得て私に会いに来たタイミングを足して考えれば、ジャックさんの私への負い目の理由を察する事はそう難しくない。メルちゃんは情報を得てすぐ飛んで来たとも言っていたし。

　だけど、どうして今謝罪したいとジャックさんが思ったのかがいまいち解げせない。

「うーん…この前私、フィーちゃんの働いてるパン屋さんに行ったじゃないですか」

「はい、来ましたね」

「買ったパンをお土産みやげに渡しながらその時の話をしたら、何だか顔色が悪くなって急に言われました」

　私は余計意味がわからなくなった。何でナナちゃんからパン屋の話を聞いて私に改めて謝罪しなくてはと思うんだ？　パンの問題解決力がジャックさんの脳に超次元的能力によって何かを及およぼしたのか？

「本当に、私がパン屋で働いているとしか話していないんですか？」

「ですよ？　よくわかりませんよねー」

「よくわかりませんねー」

　二人して首を傾かしげた。

「うーん…よくわからない理由での謝罪は不気味なので要いりません、とナナちゃんから伝えてもらえますか？　罪悪感からだとして、元より私が行くとよくナナちゃんに休みをくれる配はい慮りよをしてくださっていたジャックさんに私は怒おこっていませんから」

「はい！　任されました！」

　即そく答とうしながらピッと敬礼したナナちゃんを微笑ほほえましく見る。

　そもそもこのナナちゃんの親みたいなポジションに見えるジャックさんに、ナナちゃん大好きな私はある意味弱みを握にぎられているようなものなんだから、そんな下手に出なくていいのになぁ。…あれ、顔色が悪くなったって事はもしかして、罪悪感を覚えていたんじゃなく怖こわがられていたのか？

　…ジャックさんが貴族なら、私が元公こう爵しやく令れい嬢じようなのはもちろん、俺様殿でん下かの元婚こん約やく者しやで次期王おう妃ひだった事まで知られていておかしくない。いっそメルちゃんから直接聞いているのかもしれないし。だったら元とはいえ、人脈やら権けん威いの残ざん骸がいを怖がるのもわからなくはないか。平民よりむしろ下位貴族の方が私みたいな存在の扱あつかいには慎しん重ちようになるのかもしれない。

　まあ、何を思われているにしてもジャックさんの杞き憂ゆうで間違いないんだけど。

「でも私実は、よくわからないけどたぶん理由知ってるんですよ…！」

「…よくわからないのに？　たぶん？」

「です」

　特に誰だれに隠かくれ聞かれているわけでも無いだろうに、ナナちゃんは口の横に手を当てひそひそと内ない緒しよ話ばなしでもするように声を落とす。その顔は謎なぞの自信で満ち溢あふれている。まったく信用は出来ない自信だけど見ていてとてもかわいいからナナちゃんはそれでいいと思う。そのまま生きて行って欲しい。

「フィーちゃんのパン屋さんの店主さんって、確かあのミシェルさんでしょう？　きっと、だからですよ。ミシェルさんのお気に入りなフィーちゃんに先生は恐おそれをなしたんです」

　そうして話された内容はやっぱり理解不能だった。ミシェルさんが私の雇い主なのとジャックさんが私に謝るのに何の関連性があるというのか。無いと思う。

　無いと思うけど、私はナナちゃんが斜ななめに暴走してきゃっきゃしている姿が好きなので、真ま面じ目めな顔で続きを促うながしてみる事にした。

「…あの、とは？」

「よくわかりません」

「わからない…」

「でもミシェルさんは凄すごい人みたいなんです。たぶん。この辺の人皆みな、誰もミシェルさんには頭が上がらないんですよ」

「ああ…それはちょっとわかる気がします」

　ミシェルさんには逆らえない。お金とか権力とか物理的な力とかそういうのじゃなく、優やさしいけど逆らっちゃいけない人だなってなんとなく思うからな。こうお母さんみたいなオーラがあるというか。成る程ほど、恐らくナナちゃんはその人徳による後光からこの勘かん違ちがいに至ったんだろう。面おも白しろいな。

「ミシェルさんは何でも知ってるって誰かも言ってましたし！　きっと実は国の秘密組織のエージェントだったりするんですよ！」

「いやいや、朝から夜までパン屋で働いているのにそれは難しいと思いますよ」

　ナナちゃんは内緒話の体ていだったのも記き憶おくの彼方かなたのようで、期待通りの斜めでとんでもない面白い発想を興奮したように捲まくし立てた。

　でもさすがに、これから先ナナちゃんがミシェルさんの事を偏へん見けんに満ちた目で見るようになるといけない。私は明らかにおかしい点を指し摘てきし、ナナちゃんのぶっ飛んだ思考の軌き道どう修正を試みる。

「それにもしミシェルさんが何でも知っているなら、私みたいなのを雇やとわないと思います」

　ミシェルさんは確か前にニカ様に対して、貴族にしてはという言い方をして褒ほめていた気がする。平民としてはよくある話だけど、ミシェルさんも基本的に貴族が好きじゃないって事だろう。それだけで、私が元貴族だと知っていたなら雇わない理由には充じゆう分ぶんだったと思う。ワンマン経営なんだから従業員は初対面でも好感が持てる人を雇うに決まっている。

　しかも私は自分がかなり面めん倒どうな存在である自覚がある。私がフィー・クロウになる前何処どこの誰だったかまでも知っているなら、利用しようとするか、もしくは変に巻き込まれたくないからと近づかないようにするのが普ふ通つうの反応だろう。

　いや、そもそもナナちゃんのおかしな仮定に対してこんなにも真しん剣けんに反論を考える必要は無いと思うんだけど。

　そんな私の考えは、ナナちゃんが当たり前のように、そうあるのが普通で常識で真実のように滑なめらかに発した次の言葉で封ふう殺さつされた。

「事情があるんですよ」

　それはさっきまでの楽しそうなものではなく、ただ書いてある答えをそのまま読み上げているような淡たん々たんとした言い方だった。

　まるで真理でも悟さとっているようなナナちゃんに、私は思わず口を閉とざし何も言えなくなる。

「皆、事情と理由で生きてるんです。そういうものですよ、世の中。だからフィーちゃんも、覚かく悟ごも無しにあんまり人を簡単に信じちゃダメですよー」

　そうかもしれない。けど、あんな荒こう唐とう無む稽けいな話の次にされるにはおかしい真理だった。何で私はナナちゃんにドヤ顔でお説教されているんだっけ？

「…ナナちゃんも？」

　当初より余計色々な事がわからなくなり混乱した私は、目の前に居る非常に可愛かわいらしく私の癒いやしな女の子も信じちゃダメなのかと聞いてみた。何の根こん拠きよも無しに、私はいいんですよ！　私ですから！　って言って欲しい。

　しかし、私の願望はあっさりと裏切られる。

「はい。私も事情と理由で今も此こ処こに居ますよ」

　にっこりと噓うそ偽いつわり一つ見えない子どものように邪じや気きの無い笑えみを浮うかべるナナちゃんには、事情とか理由とかそんな言葉は似合わないなと思った。
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　それから後のナナちゃんとの会話は普通に楽しいもので、何だか一いつ瞬しゆん流れた不ふ穏おんな空気なんて無かったようだった。むしろそう自分自身に言い聞かせて私は家に帰った。

　すると、家の前になんか居た。

「……心臓止まるかと思いました」

「あ？　何敬語使ってんだよ」

「…いきなり来るのはやめて欲しい」

　前に会ったのはまだたったの二日前なのに、当たり前のように私の家のドアに寄り掛かかっている隣りん国ごくの王子。暇ひまなの？

　いやいや、そんなはずは無いだろう。ノラン…じゃなかった。ノラは、この態度とキャラに反して非常に優ゆう秀しゆうだから、公務なんてぱぱっと片手間で終わらせられるんだと思う。私は時間かけないと無難以上の結果は出せないからなぁ。羨うらやましい能力だ。

　私の心からの苦言にノラはケラケラと屈くつ託たくなく笑う。

「来る前に何すりゃいいんだよ。手紙か？　伝令か？　んなもんプライベートじゃやる気になんねぇって」

　その発想はおかしいと思います。親しき仲にもアポを取る事は普通必要です。相手の都合を考え思いやりを持て。

　だいたい、一番近くに居る教育係みたいな立場の奴やつがこいつのやる事を全肯こう定ていだからこんな自己中ゴーイングマイウェイな面めん倒どう臭くさい王子に仕上がるんだ。

　私はそんな不満を内心に秘ひめながら、ノラの隣となりでただ黙だまって立っているゼロをちらっと見た。身長の関係で上から爽さわやかな笑みを返された。強そう。私負けそう。

「家のドアこじ開けずに待っててやったんだぜ？　むしろ俺を褒めろ」

「……」

　俺様発言をまともに聞くと蕁じん麻ま疹しんが出かねないので、私は速すみやかに言葉を流した。

「入るのはいいけど、何のお構いも出来ないよ？」

「ん？　お前が俺に構ってくれりゃ他ほかは何も要いらねぇけど？」

　さらっと顔色も変えず恥はずかしい発言をするのはやめてください。正直怖い系の顔の人好きなんです。照れます。

　自分の発言が殺し文句だという自覚一つ無いだろうノラに一々反応していても仕方ないので、私は咳せき払ばらい一つで気持ちを切り替かえ、ドアの鍵かぎを開け二人を招き入れた。

「なんかこの家いい匂においするよなぁ」

「やめて、嗅かがないで。恥ずかしい」

　わかりやすく犬のように匂いを嗅ぎ、しかもそれを脳を介かいしていないようにすぐ口に出して来るノラに、私は仕方なく突つっ込んだ。

　物理的に。

　具体的に言うと、テーブルの上に置いておいたパンを顔面に軽く押し付けた。とりあえずパン使っときゃなんとかなるだろと、最近私はおかしな方向に楽観思想へとなって来ている気がする。

「あ、これの匂いだわ。この家パンの匂いする」

　ノラの言っていたのが全然かわいい感じの女の子っぽい匂いじゃなかった事が本人の口から明かされ、今度は何とも居た堪たまれない気持ちにされた。

　パンの匂いがする家って、年とし頃ごろの女子としてどうなんだろう…。でも平民のパン屋で働く娘むすめとしては正しい気もする。せめてこの飾かざりっ気の無い家の内装をもう少し…は、花でも飾るか？　明日あしたにでもその辺から摘つんで来るか…？

　ノラが椅い子すに座ってそのままパンを食べ、私が自分の女らしさの枯こ渇かつについて悩なやんでいる間、ゼロはただ黙っていた。というかさっきからずっと話していない。不穏な気しかしないので私はゼロに話しかける事にした。

「今日は無口ですね。ご体調でも優すぐれませんか？」

「いえ、そんな事は。ですがフェリシア様、ノラン様に常体で私に敬語というのはいささか体てい裁さいが悪いので、私にも常体で接してくださると有り難がたいのですが」

「そう、だよね。だけど私平民なので、だったらゼロ様も敬語をやめてもらえると…」

「私の話し方は幼少のみぎりより誰だれにでもこうですので、どうかご容よう赦しやください。それと私もノラン様のように呼び捨てでよろしいですよ」

　うん、噓。レディロでも主人公にそう言っていたけど、後のイベントでヒロインとノラの前以外、格下貴族相手にはタメ口で高圧的なの判明するって私知っているよ。本ほん性しようはそっちなんだよね。

　私の望みはあっさりと却きやつ下かしておきながら続けて自分の望みはさらに追加して来る辺り、片へん鱗りん出ているけど。あの主あるじにしてこの従者ありだよ。

「時にフェリシア様、リリアナ様が倒たおれられたというお話はご存知ですか？」

「……え？」

　何の前まえ触ぶれも無しに突とつ如じよ告げられたそれに、私は一瞬思考を停止させた。それからすぐ心配と焦しよう燥そうが沸わき上がる。

「そ、れは、大だい丈じよう夫ぶなの？　ご病気…？」

「噂うわさですが、そう大したものでは無いらしいですよ。疲ひ労ろうだそうです。一週間は療りよう養ようのようですが」

　一週間も療養するのに、大したものじゃないわけあるか。疲労って、疲労で倒れるまでって、リリちゃんどんな毎日を送っているの…？　それに、ニカ様は何をしているんだ…いや、最近ニカ様が来なかったのはニカ様もニカ様で忙いそがしかったのかもしれない。事情も知らずあの世界から逃にげ出した私が文句を言うなんてお門かど違ちがいもいいところだ。

　あぁあ、だけど心配だなリリちゃん。俺様殿でん下かにはちゃんと優やさしくしてもらっているんだろうか。その一週間でちゃんと心身休められればいいけど──一週間…？

　……あれ、おかしい。何か引っ掛かるな。

「あの、リリアナ様が倒れられたのって、いつの話？」

「二日前、ちょうどノラン様と私がフェリシア様にお会いした日ですね。それがどうかされました？」

「…その日から、一週間？」

「いえ、その翌日から、でしたかと」

　昨日から、一週間の休み。

　…それって、私と一いつ緒しよだ。いや正確には私はその翌日である今日からだから、違う。違う、けど、あまりにも些さ細さいな違い過ぎる。

　これは偶ぐう然ぜん？　それにしては、出来過ぎている。整い過ぎている。

　ナナちゃんは、皆みな事情と理由で生きていると言っていた。

　ミシェルさんは、この一週間が正念場だと言っていた。

　この妙みように整った舞ぶ台たい設定は、まるで私と彼女を使って誰かが何かをしたがっているかのような作さく為いを感じる。

　…作為とは、誰の作為だ？　もし私が今リリちゃんと会ったとして、誰が得をする？　誰なら…面おも白しろいと思う？

　運命に逆らいたいと私は常々宣言して来たけど…その運命とは、果たしてそれを作っているのは本当に神だったのか？

「俺がパン食ってる間に何難しい話してんだよ。もっと簡単な話しようぜ」

「…そうだね」

　私は表情を作り、内心の焦燥を噓で覆おおい隠かくした。

　この世界は、人じん為い的てきに運命が操作されているのかもしれない。私の他に転生者が居て、そいつが世界を良いように回しているのかもしれない。憶おく測そくだらけだけど、そう考えると納なつ得とく出来るぐらいに、おかしい事が今まで起こり過ぎている。

　そしてきっとその私以外の転生者である奴は、とんでもなく性格が悪い。陰かげでこそこそ人の運命をいじくって愉たのしんでいるような奴の性格が良い訳がない。

　…この事については、二人が帰ったらよく考えよう。運命に抗あらがいたいなら私はそいつと戦う事になるだろうし。

　転生者が私以外に居たら、と考えた事がない訳ではなかった。

　だけど、だってあまりにも私がシナリオをぶち壊こわす行動を起こすあの瞬しゆん間かんまで、おかしいなと少しだって違い和わ感かんを覚えるような事が無かった。レディロのシナリオからまったくのずれを感じなかった。

　だから、当たり前にこの世界には私一人しか転生者が居ないんだろうと思い込んでいた。もし転生者が居たとしても、色んな話をして笑って楽しく居られるようなそんな仲間であるとも。

　それはそうとノラが帰ってくれない。

「あー、此こ処こ犬小屋みてぇだけどこの狭せまさが逆に落ち着くわー。今日泊とまっていい？」

「やめて」

　私の家は誰かを泊める想定なんてしていないし無む駄だにお金をかけたくないので布ふ団とん一つしかないんだよ。そもそも王子を家に泊めるなんてあらゆる意味で無し。却下だ。

　ノラが帰ってくれないせいで全然思考に集中出来ないし、こいつ本当面倒臭い。好きだけど面倒臭い。

「ノラン様、明日は昼から公務があるのでもう出ないと間に合いませんよ。睡すい眠みんもほぼ馬車でになります」

「えー？　マジかよ」

「此処に来たらスケジュールが詰つまる事は事前にお話し致いたしましたが？」

「お前も乗り気だっただろ。フィーにリリアナの話して反応をどうちゃらって」

「ノラン様」

　帰ってくれる流れは有り難いんだけど、なんか二人で不ふ穏おんな話を始めた。さっきのゼロの発言は反応を探さぐられていたのか。

　リリちゃんの話に普ふ通つうに素すで心配したのはいいとして──他の転生者が居る可能性に私が気付いた事は、どう見られているんだろうか。もしゼロがその転生者と繫つながっているなら、私が何かする前に先手でそいつに大事件でも起こされそうで怖こわいものがある。

　…ちょっと此方こちらからも探り入れてみるか。ゼロ、には事探り合い勝負では勝てる気がしないからノラにだな。

「ノラ、ノラの周りにさ、まるで未来でも知っているみたいに行動する人って居ない？」

「お前」

「いや私以外で…って私？」

　え、私何かそんなやらかすような事してたっけ？　と一瞬考えすぐ思い当たる。隣りん国ごくに関する予言の話だ。それは今どうでもいい。

「私はいいの、私は。他には？」

「他ほかってなると、そりゃエルじゃねぇの？」

「…エル？　ちょ、ちょっとその人について詳くわしく！」

「あ？　お前エル知らねぇの？」

　いきなり当たり引いた感が半はん端ぱない。

　私は身を乗り出し、大きく頷うなずきながらノラに詳しく尋たずねようとした。その肩かたをそっと優しく押され離はなされる。

　もちろんノラにじゃない。ゼロにだ。ノラならこんな優しい動きは出来ない。

「ノラン様、かの人に関しては同盟国だからと特別に教えて頂いているだけで国家機密ですよ。フェリシア様でさえ教えられていなかったのですから、最低限の分別は弁わきまえてください」

「けど、エルについてぺらぺら話してエル怒おこらせりゃ、上手うまいこと戦争出来んじゃねぇの？」

　私は動どう揺ようして居住まいを正した。思ったよりヤバそうな案件だった。

　ノラは平静な顔して戦争に繫げて来るから怖い。今は私で暇ひま潰つぶししているとはいえ、ノラはまだまだ戦争を諦あきらめている訳じゃないらしい。とんだ爆ばく弾だんだな。元義理の弟のシェドは対私専用地じ雷らいで、ノラは私に当たるとは限らないけど広こう範はん囲い爆ばく撃げき機きって感じだ。どっちが良いかとか考えたくもない。どっちもやめて。

「戦争になんてなりませんよ。エルを怒らせれば、そもそもその戦争が始まる前に潰されてチリも残らないでしょう」

　エルは核かくミサイルらしい。ゼロにこうまで恐おそれられているって、凄すごいなエル。そして話だけで私も怖い。でもこのままでは何も情報が手に入らなそうだ。

　エルが本当に転生者ならそこまでの力は無いと思うんだけど、もしも違くて単純に最強なだけだったら、無理に聞いて本当に隣国を潰されたら洒しや落れにならない。

　…今度メルちゃんに聞こ。あの子の情報強者具合なら何かしら知っているでしょ。

「ちなみに何か言える事は無いの？　年ねん齢れいとか性別とか」

「それは言えるかの前に俺も知らねぇし」

「え。それって、つまり会った事無いの…？」

「ねぇな。エルは表おもて舞ぶ台たいにゃ顔割れてねぇんだよ。存在自体はともかく顔知ってんのはこの国の王ぐらいなもんじゃねぇか？　本名も性別も知らねぇし、歳としも百年前から居るやら十六年前ぽっと出て来たやら色々言われてるけど、」

「待って。…何で十六年前なの？　理由は？」

　前言撤てつ回かい。十六年前…私であり主人公、それからリリちゃんや攻こう略りやくキャラ達の多くが生まれた年であるその年が話に出て来た以上、後でメルちゃんに聞けばいいなんて楽観的に考えている場合じゃない。

　わざわざ十六年前と中ちゆう途と半はん端ぱな年が噂になるには何らかの理由があるはずだ。

「そりゃ、十六年前にどっかの貴族の赤子に予言で、」

「ノラン様。…戦場で死にたいとまだお思いでしたら、口は慎つつしんでください」

「…ん、ちょっと喋しやべり過ぎたな。やっぱ好みの女には口軽くなっちゃうのが男の性さがだよなぁ」

　ノラがへらりと笑う。私は黙だまり込んだ。

　十六年前、貴族の赤子に予言。…偶然？　そんな訳がない。そんな、訳が。

　その予言で誰だれの話をしたかは知らない。だけど、予言が当たったのはただそれを最初から知識として知っていたからじゃないのか？

　…十六年前に予言が出来たなら、少なくともそいつはその時赤子では無かっただろう。だけど、元より予言は子どもが戯たわむれに口にするようなものだ。ならそれを訴うつたえたのが子どもでもおかしくない。

　最初はそこまで信しん頼らいされなくても、知っているシナリオを話しているだけのそいつの言葉は外れない。嫌いやでも重要視されて行くだろう。子どもならむしろ顔を隠すのもそうしないと信用されにくいからだと理由付け出来る。

　だけど陛下だけが顔を知っている…そんな立場を許されている以上、元々かなり高い身分の存在である確率が高い。

　…そいつの年齢も性別もわからないという事は、もしもそいつが今までに、例えば社交界なんかで私と素知らぬふりで話した事があったとしても…おかしくは、ない。

「じゃ、フィー。俺等帰るわ。…精々俺にとって面白い事やらかしてくれよ？」

　帰り際ぎわノラが近寄って来て耳元で囁ささやいた言葉に寒気がした。

　たまに忘れかけては本人により思い出させられるノラの根幹、本質は、あまりにも危険で恐ろしい。

　振ふり返った先の背中からは、お忍しのびだからとあまり目立たない服でも人目が無いからと雑な歩き方でも、それでも尚なお、王子としての風格を感じざるを得ない。ゼロが付き従いたくなるのも頷ける。

　しかしそれに伴ともない、そんな彼でさえも口を噤つぐませるエルという存在が、私にはあまりにも強大に思えた。

　勝てるだろうか。…勝たなきゃ。そうじゃないと、私の願いは報むくわれない。




　ノラが帰った家で、私はさっさと布団を敷しいて中に潜もぐり込みいつも通りの思考集中スタイルで思う存分考え込む事にした。リラックスした体勢が心に余よ裕ゆうを持たせ、思考を円えん滑かつにすると私は信じている。

　一ひと先まずの議題は、転生者とは誰か、だ。

　まあまず間ま違ちがいなくエルではあると思う。名前が出たタイミングが良過ぎるといえば良過ぎるけど、それは私がノラに質問したからだ。

　じゃあ果たしてエルとは誰なのか。

　年齢は十六歳より上。転生者なら一歳だろうと何の問題もなく話せる。だから十七歳以上。

　ノラがこの国の王ぐらいしか顔を知らないと話していたって事は、エルも隣国じゃなくこの国の人間の可能性が高い。

　そして、これは私の推測に過ぎないけど、恐らくエルは今の私もレディロの登場人物達もどちらも観察出来る立ち位置に居る。だって自分の予言により起こった事象の結果を見たくない訳がない。何なら経過も見たいはずだ。

　これにノラが居る時に考えていたたぶん貴族だろうという予想も加えると、一気に相手が絞しぼられる。そもそもシェドのように護衛も送そう迎げいも無くあちこち出歩くなんて普通出来ないし、出来たとして頻ひん繁ぱんには無理。だから貴族が来たらこいつ貴族だなとわかるものだ。

　うん、そうなると導き出される答えは…。

　……。

　ニカ様か牧師のジャックさんぐらいしか、居ないんだよなぁ。

　でもジャックさんだと今はいいとして平民となる前の私の様子はほとんど見られていなかったと思うし、レディロのゲーム舞台である学園とも関係はなさそうだ。

　一方、ニカ様だとすると全すべてに説明がついちゃう気がする。

　年齢は私とは三歳差があり、転生者だと踏ふまえると余計に会話には問題皆かい無むな年とし頃ごろだし、元より天才設定だから幼い頃ころから年齢より多少大人びた言動をしていても私も気にして来なかった。私への執しゆう着ちやくだって主人公だからで説明付くし。よく会いに来るのもシナリオから外れた行動を取った私に対し、監かん視しする意味も含ふくまれていたのかも。

　ニカ様なら、リリちゃんの事もよく見られる立ち位置だ。彼女の事を諭さとして私に疑わせる事も可能。それに弟の俺様殿でん下かの婚こん約やく者しやである私を口実にシェドに会って、シナリオを歪ゆがめるよう行動させる事も出来そう。

　…あれもう何かそうとしか思えなく──いや待て待て。思い込みはいけない。まだもしかして私は何か見落としている事があるかもしれない。

　……。

　無む駄だにキョロキョロと視線を動かし部屋の中を見回しながら考えていると、ふとカレンダーが目に入った。

　まだ休日一日目。後六日はパンを作れないのか。いっそ材料を買って来て家で…は窯が無い。無理だ。窯を買っているお金があったら貯金しよう私。

　あーでも、そういやもうすぐニカ様の誕生日なんだよな。最近来る回数減ったけどまた来るよね、たぶん。平民ながらに何かしら用意しなきゃ…。

「…待てよ。誕生日？」

　そうだ、誕生日で話が変わって来る。

　エルが誰の予言をしたかは知らないけど、同じ十六歳でも誕生日でほぼ一歳、年齢に開きが出る。そもそも赤子に予言って、それが産まれた直後の赤子にしただなんて誰も言っていない。

　ヤバい、範はん囲いが広がった。十六歳も範囲だ。…そもそも赤子ってどれぐらいまでを指すんだ？　この場合、情報源が噂うわさという事は噂をしていた人の印象範囲での赤子だから、教科書的な定義とも異なるだろう。一歳も含まれるなら、一つ歳上の現在十七歳も範囲に…。

　そもそも十六年というのもアバウトなもので、本当は十五年半だったとしたら十五歳も…。

「もう攻略対象キャラ全員怪あやしいじゃん…」

　私は脱だつ力りよくした。

　リリちゃんは未まだしも、攻略キャラ達を転生者かもだなんて私は一度として疑った事が無かった。完全に盲もう点てんだ。最も早はや、どいつもこいつも怪しく思えて来る。四し面めん楚そ歌か。

　…今思えば、攻略キャラ達を不ふ審しんに思える箇か所しよは幾いくつかあった。俺様殿下セス様とは婚約破は棄きから会っていなく幼少期から不審点は一つも浮うかばないし、一いち途ずわんこエヴァン君とも家を出た直後しか会っていなくレディロの設定通りなキャラクターだったからいいとして。

　ニカ様ももう一度洗い直そう。…彼は、妙みように私に肩かた入いれしている。そもそも監視役としてニカ様のような偉えらい方がわざわざ付き、週一ペースで会いに来ているのは明らかにおかしい。普ふ通つうならもっと身分の低い兵士がこっそり見張るものなはずだ。陛下だって普通そんな仕事をニカ様にさせないだろう。

　次にシェド。あの子とは仲良くしていなかったのに、突とつ然ぜん起こった訪問。その理由が自分が前世の記き憶おくを持っていると知らない私をからかう為ためだったとしたら…。ヤンデレスイッチの唐とう突とつ過ぎる入れ方といい、私の反応を見てほくそ笑えんでいたのかもしれない。リリちゃんとは関かかわり無いし違うと思いたいけど、あの一度の訪問の謎なぞは未いまだに私の中で燻くすぶっている。

　それからメルちゃん。私は彼を友人として信頼してしまっているけど、よく考えると彼のポジションは人を引っ搔かき回すのに最適だ。多くの秘密を握にぎり、情報戦が得意…攪かく乱らんさせるのもお手の物だろう。私はメルちゃんとの一問一答で彼自身の事は聞かなかった。逆に私は、自分が転生しているなんて思いも寄らないだろうという前提でベラベラと話した。もし、全て演技だったなら…。

　ノラだって怪しいと言えば怪しい。隣りん国ごくだけど、あのこの国の王ならという発言がそもそも噓うそというのも考えられる。エルの名前を教えてくれたのも私をこうやって悩なやませて遊ぶ為かもしれない。私とはこの世界では同じ学園に通っていなかったのに、むしろゲーム内以上に私に対し妙に拘こだわりを持っていた。じゃなきゃ、わざわざ私のもとまで戦争の勧かん誘ゆうになんて来ないだろう。確かリリちゃんの名前も出していたし、リリちゃんとも何かしらの繫つながりがあるのも間違いない。ゼロはノラの中身が多少違かろうと身分至上主義だから従うだろう。

　…リリちゃんは、違うと思う。

　何な故ぜなら私と接せつ触しよくの機会なんていくらでもあったのに、私とリリちゃんはまったくと言っていい程ほど話した事がない。今も全然会っていない。私の方の理由は心置きなくリリちゃんにいじめてもらう為だったけど、リリちゃんが転生者だと仮定するなら、主人公ポジションの私に普通もうちょっと接触して来ると思う。

　何より、彼女が転生者ならそもそも私をいじめるなんて事をする意味がわからない。だってその先にあるのが全てバレて平民に身分を落とされるという名の緩ゆるやかな死し刑けいだと知っていた事になる。

　いや、もしかしたらリリちゃんも私と同じく平民になりたかった確率は一応あるかもしれないけど、それならあそこでシナリオ破は壊かいした私にもっと何かしらのリアクションがあって良かったはずだ。その時呆あつ気けに取られたとしても、私が転生者…とは気付かなかったとしてもイレギュラーなバグ的存在だとすぐ気付いただろうし、気付いたならスルーはさすがにしないだろう。

　怖こわいのは、もし私の演技を最初から何もかも見通していて、私が平民になる為に全て行動している事もわかっていた上で、その後に波乱トラップを仕かける事に専念していたとした場合だけど…同じ転生者だとして、私が平民になりたくて行動しているなんて普通気付くだろうか？　私の演技は下へ手たじゃない。前世の物心ついた頃からずっと、強きよう迫はく観念に突つき動かされているように演技して来た。気付かれはしない、と、思う。

　…誰だれがエルだろう。もうこれ乙おと女めゲームじゃなくて推理ゲームになっているよな。私だけ。

　というか、誰がエルだったとしても一番の問題は次にそのエルが何をして来るかで…あー、まずいな。眠ねむくなってきた。

　だいたいノラが帰るのが遅おそいんだよ。家出て行った時間、もう日付越こえそうだったからね。私この世界に来てから公こう爵しやく令れい嬢じようとして毎日規則正しい生活させられて来たし、夜よ更ふかし出来なくなったんだよ…このまま寝ねようかな…でもまだ考えが途と中ちゆう。

　えーと、そう、エルが何をして来るか…。リリちゃんが今都合良く示し合わせたように療りよう養よう中だから…私なら、やっぱり私とリリちゃんを接触させてみるかな。私でさえどう転ぶかわからなくて、他人ひと事ごとの余興には最適だろうと思うし。

　でもリリちゃんと私の身分差を考えると、会わせるのは至難の業わざだよなぁ…リリちゃんは療養中なんだから出歩かないだろうし。もう誘ゆう拐かいでもしないと無理なんじゃないか？　どうやって…って、次期王おう妃ひ誘拐はいくらエルが相当な立場だとしてもさすがに罪に問われるだろ。もうダメだ、眠過ぎて思考が残念になっている。寝よう。

　どうせ明日あしたも休みだしね。明日また考えればいいよ。おやすみ。





[image: くぎり]






　習慣のせいで早朝に目を覚ました私は、やる気を無くしていた。起き床しよう時のテンションな事や寝不足の気け怠だるさもあると思うけど、なんかもうエルの事を考えれば考える程、その時間が無駄に思えていた。

　だいたい、情報量が少な過ぎる。最早全員怪しくて逆に全員怪しくないような。空回っている気しかしない。

　まったく、何で今いま更さらエルなんてそんなとんでもない核かく爆ばく弾だん要素が出て来るんだよ。神様私を嫌きらい過ぎだろ。

　まあでも、私の中でエルの人物像だけはしっかりと出来上がった。自分は表に出ずに、絶対にバレないように画策しながら私やリリちゃんや攻こう略りやくキャラ達をただただ引っ搔き回して遊んでいるような奴やつ、それはつまり。きっと用よう意い周しゆう到とうで醜しゆう悪あくな大人か、無む邪じや気きで残ざん酷こくな子どもみたいな性格の奴だ。

　そう愚ぐ痴ちのような不満のような事をぶちぶち考えた私は、昨日の今日だろうと知るかとばかりにナナちゃんに会いに行って癒いやされようと身み支じ度たくをしていた。

　そこで鳴るは、家のドアに付いているベル。要するにお客さんの訪問合図。

　私は、まさかエルかと一いつ瞬しゆん身体からだを強こわ張ばらせ、それからそもそもエルが誰か私には認にん識しき出来ていない事を思い出す。エルだとしてもそれがエルかわからないじゃないか。

　冷静に考えると、メルちゃんの可能性が高いだろう。ナナちゃんにはまだ家を教えていないし、私の知り合いでいきなり家に訪ねて来そうな相手はメルちゃんかノラとゼロかシェドぐらいだ。

　だけどノラは昨日の夜中に帰った上スケジュールがキツいと言っていたし、シェドが今更また護衛を撒まいて会いに来るには早朝の訪問は馬車が人目に付いて適していないし、まあメルちゃんだろう。メルちゃんに違いない。

　メルちゃんもエル疑ぎ惑わくのある一人でどうにも怪しいけど、私は彼を気の許せる友人だと思っているので訪問は早朝だろうが普通に嬉うれしい。メルちゃんになら朝食のパンを分けてあげてもいいぐらいだ。

　私は笑顔でドアを開けた。

「メルちゃ──！」

　そして目に飛び込んで来た美しい銀ぎん髪ぱつに、私は声も身体も思考も止まる。ついでに心臓も止まりかけた。

「メルチャ…？」

　私の言葉を繰くり返したその、あらためて見ると大変大人っぽくて格好よろしい浮うき世離ばなれした彼に、私は一いつ生しよう懸けん命めい脳の回転を促うながす。心臓ばくばく言わせている場合じゃない。

　メルちゃんと私に今親交があるとバレるのは、どんな観点から見てもあまり良くない気がする。誤ご魔ま化かせ。誤魔化せ私。

「……メルシィ！　おいでくださりありがとうございます、ニカ様！　ささ、どうぞお入りください！」

「あ、ああ…？」

　困ったような笑い交じりの顔でほんの少し首を傾かしげたニカ様だったけど、私の強ごう引いんな招きに絆ほだされてくれたようで深くは気にしないでくれたようだった。

　後ろのいつもの護衛二人は胡う乱ろん気げな目を私に向けて来るけど。しかも護衛二人の荷物が今日はやけに多い。何処どこかからの帰りなのだろうか。明らかに二人で持つ量じゃない多さの荷物を軽々持っている辺り、さすが彼等もプロという事か。

　私はニカ様に椅い子すを勧すすめ、自分もさっさか向かいの椅子に腰こしを下ろし一つ咳せき払ばらいして空気を（私の中で）入れ替かえてから話し始める。

「家に直接来るとは初めてですが、何か理由が…？」

「ああ、今日はあまり時間が無いが話したい事があってな…だが、その前に一ついいか」

「はい、なんでしょう？」

　神しん妙みような顔のニカ様に、私も姿勢を正し神妙な顔を作って聞く。

　ニカ様の骨張っていながらも長く綺き麗れいな人差し指がすっとテーブルの上を指した。私はそれを視線で追う。

　パンだ。そこにあったのは、私のパンである。

「それは、フィーの今日の朝食か…？」

「はい。正確には昼食でもありますが…欲しいのでしたらお譲ゆずりしますよ？」

「違ちがう。確かにパンは美味おいしいがそうでなくてだな…」

　まるで何かを口にしあぐねているような困った表情のニカ様に、私も困った顔になる。どうしたんだろう…。

　まさかノラと同じく、お前の家パンの匂においするからもうちょっと年とし頃ごろの女らしく気き遣づかえって事なのか。そりゃ言い辛づらいわ。ノラと違ってニカ様はデリカシーを持ち合わせているもの。

「…フィー、私の気のせいでなければ、君は毎日パンを食べている気がするのだが。それも、一食では済まず…ほぼ毎食」

「……そ、そこまでではありませんよ？」

「目が泳いでいるが」

　くっ、私がミシェルさんに太って来たと言われてからも結局パンを控ひかえられず食べまくっているのが察せられている…！

　ちなみに私はこんな事で全力の演技をしたりはしない。状じよう況きようがあまりにも苦しい上、どうでもいい馬ば鹿かな事過ぎるしこんな小さな事で一々全力で噓を吐つき演技力を見せつけてしまうと、逆に大事な所で疑われる羽目になりかねないからだ。

「自じ炊すいは苦手か？…いや、元貴族の令嬢としてはそれで当たり前なんだが…」

「そ、そういうわけでは！　ただ、無料で美味しいものがもらえるからとしていなかっただけで…」

　このままでは汚お名めいを着せられると、私は慌あわてて否定する。別に料理は苦手じゃないですから！　前世では高校生から一人暮らしして来て家事スキルは全部バッチリですから！　ただ、美味しくて貯金も出来るから好んでパンを食べているだけです！

　私のそんな前世での経験なんて知る由よしもないニカ様だったけど、それでもどうやら信じてくれたらしく優やさしく頷うなずいた。

「そうか、ならよかった。持って来てくれ」

　持って来…？

　ニカ様の手で招くような指示で、相変わらず護衛らしからぬ表情でしんどそうに二人が、持っていた荷物をテーブルの上にプロらしく音も立てずに柔やわらかく降ろす。

　その紙かみ袋ぶくろから見えた中身に私は目を瞬またたいた。

「え、あの、食材、ですか…？」

「ふと食生活が気になってな。冷蔵庫もこの家には無かったから持って来た」

「えぇえ…」

　…食材持参はまだいい。冷蔵庫持参ってマジかよ。プレゼントが冷蔵庫はおかしいでしょう、色々と。

　そんな私の常識的思考をよそに、護衛二人が外から小さめだけどしっかりとした冷蔵庫を運び入れて来る。待て。待って。少し落ち着こう？　ね？

「せっかくだから今日は私が何か作ろうか」

「はい!?　ちょっ、と、待ってください！　ニカ様にお料理をさせるなんてそんな…！」

「安心しろ、好きでやろうとしている」

　止めるも虚むなしく、腕うでまくりをしたニカ様が立ち上がり自信満々に数歩の距きよ離りのキッチンに歩いて行く。

　何だこれ、さっきから何が起こっているんだ…？　と、とりあえず味見で食中毒とか嘔おう吐と騒さわぎとか起こされたら堪たまらないぞ。

「あの…失礼ですがお料理の経験は…？」

「見た事はあるし、知識としてはある」

「……」

　あ、ダメなやつだこれ。

　私はキッチンを占せん拠きよしたニカ様に、あれこの人時間無いって言ってなかったっけやら、大きなキッチンなら未まだしも庶しよ民みんキッチン似合わないな流石さすが攻略キャラ一の気品持ちだやら調理器具は揃えていて良かったやらと現実逃とう避ひをすると同時に、目では冷静に傷いたんでいるものや調理に技術が必要な食材が無いかを神経を尖とがらせチェックした。

「出来た」

　結果、ニカ様が嬉しそうに出来上がった料理を運んで来た時には、私は眼がん精せい疲ひ労ろうで頭痛までしていた。ヤバそうなものは無かったし、味見もしていなかった。大だい丈じよう夫ぶだ。

　そしてそこでやっと出来上がった料理を今から自分が食べるものという見方で目にした私は、困こん惑わくいっぱいの顔でニカ様を見る事となる。

「どうした…？　何か嫌きらいなものがあったか？」

「そうじゃなく…そうじゃ、ない…」

　ありのまま、私が見たものを説明しよう。

　まず初めに目に入って来たのは、カクテルグラス（こんなお洒しや落れなもの家うちには無いからこれも持参確定）に盛られたジュレと小さく切られた野菜の、恐おそらく前菜。

　それからカボチャをメインに野菜が千切りされて中に入っている、匂いからしてコンソメスープ。

　次に白ワインの香かおりがほのかに香る蒸むした白魚のメインディッシュっぽいもの。上にはパセリがかけられ高級感が出ている。

　主食にはパスタのようなあっさりとしていそうな麵めんと炒いためた野菜が絡からめられている。

　最後にデザートには桃もものゼリーとコンポートまでついていた。

　…何この人、なんで片手間な上に人の家なのにフランス料理とかイタリア料理っぽいちょっとしたコースなんて作れちゃっているの？　公こう爵しやく令れい嬢じようの時シェフに作ってもらっていたのとほぼ見た目は変わらないんだけど…本当に料理初心者？　噓うそでしょ？

「ああ、毒見か。ちょっとしてもらえるか？」

　ニカ様が護衛の人に呼びかける。違う、そうでもない。違うけど、そうか確かに見た目だけ完かん璧ぺきで味は酷ひどいのかもしれない。あり得る。

　ニカ様からの呼びかけに、護衛二人は顔を見合わせた。

「やだ」

「お断りします」

　えぇえ…護衛だよね？　立場ニカ様より下だよね？　何でこいつ等普ふ通つうに真顔で断ってんの!?　ニカ様、叱しかろう！

「そうか、仕方無いな…では私が、」

「わー美味しそう！　一口たりとて渡わたしませんよ！　いただきまーす！」

　何な故ぜか王族が毒見をするという最も大問題で意味不明な展開になりかけたので、私は慌てて料理に手を付けた。

　その味に思わず顔を顰しかめる。

「何で美味しいの…天才ってずるい…」

　順番を気にせず毒見される前にと全部一口ずつ食べてみたけど、どれを食べてみても美味しかった。この人本当に何でも出来るんだな。

　ニカ様がにこにこと私を見ている。

「よし、食べるのも見届けた事だし帰るか」

「凄すごく美味しいです…って、え？　お帰りですか？　いやあの、何かもっと重大な用事でいらっしゃったんですよね…？」

　ニカ様が今日したのって、食材と冷蔵庫持って来て私に料理作って私が食べるの見ただけだぞ。時間が押しているのに来る程ほど重大な用事はどうしたの。

「用はあったが、フィーの食生活の方が大事だからな。用事に関しては次の機会に話そう」

「は、はぁ。私昨日から一週間休みを頂いているのでいつでも来てください…？」

「それは丁度良いな。わかった、近いうちにまた来る」

　ニカ様は爽さわやかに言って護衛を連れて帰って行った。

　…いや、私の食生活の優先順位高過ぎだろ、そんな馬鹿な。

「ニカ様がエルだとしたら、今の間に何か探さぐられていたとか？」

　冷静に呟つぶやいた瞬しゆん間かん、ドアがノックされ私が返事をする前にすぐ開いた。私は肩かたを跳はねさせる。するとさっき帰ったはずのニカ様が謝りながら中に入って来た。

　え、何？　忘れ物…は見当たらないし、てか今の私の発言聞かれてない？　大丈夫？

　私の心配をよそに、ニカ様は真っ直すぐに私の方に来たかと思ったら私を通り越こし、テーブル上のパンの入った袋ふくろを摑つかみ取った。

「パンを回収し忘れた」

「あ、あー…持って行っちゃうんですか…」

「…あると食べるだろう」

「そうです、ね…」

　だけどそれは物理的な意味で私の命いのち綱づなになりかねないもので…。

　私がよっぽど悲ひ愴そうな表情でもしていたのか、ニカ様も眉まゆを下げ袋の中から五つあるパンのうち三つだけ抜ぬき取り袋はテーブルの上に戻もどした。

「一日一食までにするんだぞ」

「！　はい！」

　ニカ様が帰ってから今のやり取り飼い主と犬みたいだったなと思いながら、ニカ様が作って行ったご飯を食べた。やっぱり美味おいしかった。意味わからん。
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　元公爵令嬢フェリシア・スワローズ、現平民のフィー・クロウの家を出て早足に馬車へと向かうニコラスは、二人居る護衛の内の一人が足を止めた事に気付き、己おのれの足も止めた。

　相変わらずつまらなそうな顔をしたその護衛の男に、ニコラスはどうしたのかと潜考する。

　王子のニコラスがこうして気を遣つかう事からもわかるように、彼を護衛する二人の男はただの護衛ではない。王子を好きに出歩かせても二人で軽く守り切れると一任されているような、国一番の強さを誇ほこる剣けん士しと称しようして過言でない、国の切り札の一つでもあった。

　故ゆえに、彼等は護衛でありながら多少の我が儘ままは軽く許される。

「ニコラス様、思ったんだけどさー。パン置いといたらあの人もったいないって結局食べちゃうんじゃねぇの？」

「…行って来る」

　ニコラスは瞬時に踵きびすを返した。

　その隣となりでもう一人の護衛が腕時計を見ながら溜ため息を吐ついたが、ニコラスにとってはそれに気付いていても気付かずとも彼女のもとに戻る事に変わりはない。

「行ってらっしゃーい。俺等此こ処こで待ってるなー」

　あっさりと、暗にどころかおおっぴらに護衛を放ほう棄きする宣言をしたタメ口の護衛に、もう一人の護衛が呆あきれ眼めを向ける。

「護衛として我々が付いて行かないのはまずいのではないですか？」

「別にいいだろ。レディローズはどうせニコラス様に危害なんて加えねぇし。ニコラス様も多少は腕うで立つし。腹減ったし。パン食いてぇし」

「は？　お腹なかが空いていらっしゃるなら先程のニコラス様の手料理でも食べればよかったじゃないですか」

「やだよ、あんな貴族料理。口に合わねぇ」

「それは同感ですが。…疲つかれていらっしゃいます？」

「おう、お前もだろ？　疲れるよな、このオシゴト」

「……」

　敬語の護衛は目を逸そらして黙だまり込む。タメ口の護衛は回答を最初から求めていなく、むしろ聞かずともわかっているとばかりに、息を吐はくようにほんの少し笑った。

　周囲には二人の会話を聞くような人どころか、そもそも人通りからしてまるでない。馬車までの道を人通りの少ない道に指定したのは彼等自身だ。

「この一週間が終わったらさ、オシゴトどうするよ」

「…そうですね、長期休きゆう暇かをもらって此処で暮らすのも悪くないのでは？」

「お、いい案出すじゃねぇか。ならいっそ辞やめようぜ。此処は故郷にも似てるし、ニコラス様に付いてしかまだ回れてねぇけど結構住みやすそうだ」

「はい。故郷には帰るつもりはありませんか？」

「お互たがい様に、だろ？　あんな誰だれも知り合い居ねぇ廃はい村そん、行く意味ねぇよ。俺等に帰る場所があるなら一つだけだ」

　今度は敬語の護衛がにやりと笑い、タメ口の護衛に向けて軽く拳こぶしを突つき出した。すぐにタメ口の護衛がそれに自分の拳を軽く合わせる。

　ずっと昔、子どもの頃ころのまだ廃村で無かった村で遊んでいた時から、気分の良い時にだけ二人はそんなやり取りをする。

「あなたはたまにいい事を言いますよね」

「まあな。…つーか、お前はいい加減二人で居る時、俺にぐらい敬語やめたらどうよ。生まれてすぐからだから…もう二十八年の付き合いだぜ？」

「は？　でしたらあなたこそ、目上の方には敬語を使う事をお覚えになった方がよろしいですよ」

　さっきまで仲良くしていたかと思えばまたすぐ睨にらみ合う二人は、傍はたからは国一番の剣士達とも二十八歳のいい大人達とも見える事は無いだろう。仕事中ほぼ言葉を発しないようにしているのは正解と言える。その理由がただ面めん倒どう臭くさいからだとしても。

「……」

「……」

　ふと、幼おさな馴な染じみの無言の了りよう解かいで睨み合いをやめた二人は同時に溜め息を吐いた。

「怒おこられますかね」

「だろうな、あの人はすぐ怒る。そこらのチンピラの千倍怖こえぇし…一いつ緒しよに怒られような」

「仕方ありませんね」

　護衛達はまた二人同時に苦く笑しようした。二人の動作が妙みようにシンクロするのは、幼い頃より苦楽を共にしずっと共に生きていたからと言えよう。

「あ、家借りるならパン屋の近くにしようぜ。自じ炊すい出来ねぇし」

「それよりスムーズに仕事を辞める方法を…考えるのはどうせ私の役目ですね。はいはいわかってますよ」

　戻って来たニコラスを遠くに見つけた瞬間、二人はまた仕事中の気け怠だるげかつ無表情に戻り口を閉じた。

　今日もエル様の為ために、と頭の中でさえ同時に考えた二人は似た者同士である。
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　ニカ様が作って行った無む駄だに豪ごう華かなご飯を食べ終わった私は食器を洗いながらぼんやり考え事をしていた。

　疑い出したらキリが無いのはわかったんだから、むしろ私は安全パイが誰なのかを考えた方がいいのかもしれない。

　私がこの町に来る事は、いくら同じ転生者でもわかりようがない。だって私自身、今世のお父様から家を此処に用意したって吐き捨てられた時に初めて此処で暮らす事になると知ったんだから。お父様の頑がん固こな性格を考えるとエルにあれこれ命令されて私を此処に行かせるようにしたとも考え難にくい。あの人は人の命令を聞くのが大だい嫌きらいだし。

　…となると、此処で出会ったかつ平民なナナちゃんとミシェルさんは少なくとも安全か。もし貴族じゃなかったとしても偉えらい立場なはずのエルがこんな所で生活しているとも、問題なく生活出来るとも思えないし。

　……いや、ナナちゃんに関しては牧師のジャックさんに実は身の回りの世話をさせている可能性…あるか？　最初の転んだのも演技というのはあり得る？　あの子どもっぽいかわいさが全部演技？　無む垢くって、私でも演技し辛づらい分野なんだけど？

　ミシェルさんに至っては、町の人のほとんどと知り合いだし明らかにずっと此処で生活して来ている。私がパン屋に雇やとってもらいに行ったのにも深い意味はなかったし、エルがパン屋でパンを毎日売って生活しているって…無いな。意味わからん。予言も私やキャラとの関かかわりもどうしたって話だ。

　というかそもそも私自身が、ナナちゃんからにしてもミシェルさんからにしても、「実は私がエルでした！　お前をずっと騙だましていたんだよ！」なんて言われた日には泣くんだけど。あの二人の優やさしさが噓うそなら世界に絶望するんだけど。

　…うん、あの二人は信じよう。むしろあの二人になら騙されていたとしても仕方がない。万が一どちらかがエルだった時は、純愛少女漫まん画が主人公のようにそれでもあなたの事が好きと決死の告白をしてもいい。

　考えがある程度纏まとまったところで、私は家を出た。

　ここでミシェルさんに会いにお店に行くと、そのままパンを買ってしまいニカ様との約束を一時間もせずに破る事になりそうなので向かう先は一つ。私の大好きなあの女の子の居る教会である。

「あ、フィーちゃん！…って、あれ？　お疲れですか？」

「わかります？」

「はい、目の下にクマが！　せっかくの美人さんなのにそんなガオガオしたのつけてたらもったいないです！　ちゃんと寝ねなきゃ！」

　すぐに、たったと足音を響ひびかせて一度転こけかけながらも駆かけ寄って来て心配そうに私の顔を覗のぞき込んで来たナナちゃんに、私は悶もだえにより立ち眩くらみを起こした。…ガオガオ？　まさかこの子、隈くまを熊くまとして漢字理解しているの…？　可愛かわい過ぎかよ。

　この世界の、皆みな洋風顔で洋風な名前なのに日本語を話し書き言葉も日本語であるゲームの世界っぽさが滲にじみ出ている設定に、私は初めて心から感謝した。

　それはそうとナナちゃんに対してまさか、昨日は隣りん国ごくの王子が押しかけて来て中々帰ってもらえずあまり寝られなかったんですよなんて言えないので、私は曖あい昧まいに誤ご魔ま化かす事にする。

「ちょっと面めん倒どうな事が起こりまして、夜中につい考え事をしてしまいました」

「ふーん？」

　ナナちゃんは不思議そうに首をこてんと傾かしげた。大だい丈じよう夫ぶ、私の悩なやみなんて理解しなくていいよ。ただ私はナナちゃんに癒いやされたいだけなの。

「うーんうーん、よくわかりませんけど、フィーちゃんは私からすれば難しい事考え過ぎだと思うので、もっと気楽に楽しく幸せに生きましょうよ！　私は考えなさ過ぎって先生によく怒られちゃうんですけどね、へへ」

　ナナちゃんが照れ笑いする。本気でへこんでいるどん底テンションな人に言ったとしたらふざけるなと思われそうなネアカな人の考え方だなと思うけど、私は癒されました。

　解決する為の策を考えるのは有意義な事だと思うけど、ただ癒される時間も大事だと私は思います。ナナちゃんが私の心の支えです。

「ちなみにナナちゃん、今お時間大丈夫でした？」

「はい、休きゆう憩けい中なので！　先生お出かけ中は私いつも自主休憩してるんです！」

　ナナちゃんは胸を張って言った。それを人はサボりと言う。

「という訳で！　先生帰って来るまで楽しい話しましょ！　幸せになれる感じの！　ね！」

　ナナちゃんの三つ編みことダブルしっぽがぶんと揺ゆれる。その一ひと振ふり毎ごとにみるみるうちに私のストレスは軽減される。

　ナナちゃんはいつも明るく優しく可愛い。もう何でこんな女の子が実在しているのか不思議に思えて来た。もしかして彼女を遣つかわせてくれた代わりにと、神様は私の人生に難題を強しいているのかもしれない。

　我ながら気持ち悪い思考になって来たので、私はナナちゃんの言葉に従い楽しい話を考える事にした。

　…でもパン屋は今休まされているしな…楽しい話…あー、ん？　今の私の状じよう況きようってむしろ見方を変えたら非現実的過ぎて楽しい話にすり替かえられるんじゃ…？

「…そうだ、ナナちゃん。これはただの仮定の上での疑問なんだけど…もしナナちゃんがよく知っている例えば絵本の世界なんかに、その世界で未来に起こる事をいくつも知った上で転生したとしたら、どういう風に生きます？」

「てんせい？」

　ナナちゃんがそれはそれは不思議そうに言葉を繰くり返す。

　知らない…のは、まあそりゃそうか。むしろファンタジーものでも見慣れてない限り、転生なんて単語前世でもそうそうお目に掛かからないものだわ。そもそもこの世界って六道輪りん廻ねの概がい念ねんが無い確率も存在する？　私宗教系はあんまり齧かじっていないんだよな…。

「えっと、生まれ変わりと言えば通じますか？　一度死んだ人がまた新たに生を受ける事です。転がるに生まれるって書いて、転生です」

「ああ！　へー、成る程ほど。それ転生とも言うんですか。勉強になります」

　ごめん、わかんない。この世界にそんな言葉無いかも。ゲーム内でももちろん出て来ていないし。無かったとしたら造語教えたみたいになっちゃうね。ごめんね。

「私、こういうゲームみたいな夢物語考えるのは好きなんですよね！　そうですね、私なら…うーん…うん！　まずは様子を見ますね！」

　意外な答えに私は目を瞬またたいた。ナナちゃんならどんな方向であれ突つっ走るかと思ったのに。

　ナナちゃんは得意げな表情で話を続ける。

「だって本当に私が知ってるその世界なのか、知ってる通りに動くのか見なきゃ、信じられないじゃないですか」

　そうか、私は主人公ポジションだったし俺様殿でん下かとの婚こん約やくがあったから五歳という早期に気付いたけど…もしゲームに名前の無いキャラクターとして転生したなら、そもそもしばらく気付かないのが普ふ通つうなのかもしれない。身分によっては、王や王おう妃ひの名前に見覚えがあるようなという程度に思うだけで、一生気付かない事だってあり得る。

　となると…あまりにも早期に気付いたと思われるエルは、やっぱり攻こう略りやくキャラの可能性が濃のう厚こうか。

「それで本物だって確信が持てたら、今度は私が動けば未来は変えられるのかを試ためします」

　あー…私は是ぜが非でも変えてやるって気持ちで最初から居たけど、それも確かに。運命の強制力が強過ぎて絶対に変えられない確率もあったか。…人の意見って参考になるな。

「変えられなかったら、うーん…そのよく知ってる所からよく知らない所にまでお引ひっ越こしして細々と暮らします。怖こわいですからね！」

　なんて現実的な。そうだね、だけどよく知らない所に移って細々と暮らそうとしても許さないとばかりに引き戻もどされかけている私という実例が居るからね、そうするにはもっとよく計画を立てた方がいいかもしれないよ。

「でももし変えられたら、変えられるなら…そこからはぜーんぶ私が楽しいようにしちゃいます！　誰だれにも内ない緒しよで！…終わり！」

　ナナちゃんが笑ってぶつりと話を切った。

　あらすっかり楽しそうな話に。もうナナちゃんがエルかつ転生者で良いんじゃない？　それならなんか皆幸せになれそうだよ？　ダメ？　ダメか…そうだよね、そんな訳無いよね。

「もしもって考えるの楽しいですよねー！　現実は、ままならない事が多過ぎますし。私もまだまだ頑がん張ばらなくちゃ」

「ナナちゃんは充じゆう分ぶん毎日頑張っていると思いますけど」

　まあ、今はサボっているけど。でもその間も私みたいな迷える子羊を導いてはいなくても元気にするお仕事をしているようなものだし。ナナちゃんは修道女の鑑かがみだよ。

「でもまだまだなんですよー。もっともっともーっと、頑張らなくちゃダメなんです」

「うーん…ちなみに具体的には何を？」

「皆を幸せにする事です！」

　ナナちゃんは曇くもり無い笑え顔がおで言った。眩まぶしい。天使。本物の天使だった。

　誰だよ、前にナナちゃんを甘やかしてメロメロのドロドロとか擬ぎ音おんで微び妙みように柔やわらかく表現しているだけで要するに自分に依い存そんさせるとか言っていた奴やつは。こんな天使様にそんな所業しようもんなら地じ獄ごくに堕おとされるわ。

「フィーちゃんの事も幸せにしてあげますよ！　フィーちゃんはお友達で、特別ですからね！」

「ではこれからお互たがいタメ口きかせてもらってもいいですか？」

「…？　それがフィーちゃんの幸せですか？」

「はい。間ま違ちがいなく。ナナちゃんとさらに仲良くなる事で私は幸せになります」

「そうなんですか、簡単ですね！　大だい歓かん迎げいです…じゃなくて大歓迎だよ！」

　こうして、私とナナちゃんはジャックさん（保護者）が帰って来る昼過ぎまできゃっきゃお話した。ジャックさんにサボりを怒おこられないようにナナちゃんを庇かばった後は、胸がいっぱいだったので昼食はもういいやとニカ様からの食生活への心配をあっさり切り捨て、代わりに夕食メニューを考えながら家に帰った。

　それから幸せを嚙かみ締しめながら家事をしてご飯を食べて毎日お風ふ呂ろに入れる程豊かな生活では無いのでお湯で身体からだを拭ふき、やっと高こう揚ようした気持ちが落ち着いて来たのでとても穏おだやかな気持ちで就しゆう寝しんした。

　今日はぐっすり眠ねむれそうだ。ありがとう、マイエンジェル。




　尚なお、これが何も知らずに私が過ごした最後の日となる。
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　強制休きゆう暇か三日目、やっぱり早朝に自然と目を覚ました私はニカ様が置いて行った食材を使い簡単に調理して朝食を食べた。

　それから何の緊きん張ちよう感かんもなく、どうせ今日も暇ひまだからお散歩でも行こうかなというお気楽さで昼食用のパンと少量のお金だけ詰つめた安い麻あさのバッグを肩かたに引っかけ外に出た。

　そうして家を出た瞬しゆん間かん、私は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　家の前の地面に封ふう筒とうが落ちていたからだ。

　いや落ちている、という表現は相応ふさわしくないかもしれない。風で飛ばされないようにと上に石を置かれた、この平民が暮らす町には不ふ釣つり合いな綺き麗れい過ぎるいかにも高そうな質の封筒は、明らかに故意に置かれたものだ。

「み、見るからに怪あやしい…」

　罠わなですという注ちゆう釈しやくが見えるかのようだ。

　私は一ひと先まずしゃがんで、封筒には触ふれずに観察した。

　少なくとも表面には何処どこかの家の家か紋もんが刻まれているという事は無さそうだ。封筒のサイズはハガキが入る程度だし特に厚くも無いから、普通に考えて入っているものは紙。そう危ないものをこのサイズの封筒には仕込めないだろうし、薄うすい刃は物ものの類たぐいなら警けい戒かいして開けさえすれば大だい丈じよう夫ぶ。

　しいて言うなら封筒自体に毒類が塗ぬられているのだったら怖いけど、まあ触さわった後粘ねん膜まくに触ふれなければ死にはしまい。

　私は意を決して封筒を手に持ち、中を開けてみた。

　中身は予想通りで、封筒の一番スタンダードな用よう途と通りに紙だ。文字が書かれている。

　読んでみると、そこには此こ処こから歩いて三十分程度掛かるだろう私が今まで行った事の無い場所の住所と『待っています』という文字のみが書かれていた。

「え、果たし状？…行かないよ？」

　私はきょとんとして、果たし状に向けて意味なく返答した。

　誰が好き好んで罠丸出しな場所にのこのこ行くというのか。こんなの絶対どうしても行かなくてはいけない理由が無い限りは行かないわ。私、漫まん画がでいじめの呼び出し見てる時なんかも、行っても行かなくてもどうせ言い分聞いてもらえず集団でいちゃもんつけられるだけと相場は決まっているのに、何でわざわざ自分の時間削けずって自らより不利になる人ひと気けの無い場所に行っちゃうんだろうって、疑問に思っていたからね。
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　私は手紙をバッグに押し込み、当初の予定通りに散歩を始めた。

　朝の空気は冷たく澄すんでいる気がして心ここ地ち好よい。

　……しかし、やっぱり手紙はエルからなんだろうか？　行ったら本人が待っていてくれは…しないよなぁ。まともに私と話してくれる気があるなら、こんな意味深なやり方をするとは思えないし。普ふ通つうに会いに来るだろ。

　でもエルが手紙を出したんなら、エルは私がこの手紙に対し行かない選せん択たくをする事さえ見み透すかしていそうな不気味な印象だったんだけど…何でこんな意味の無い事を？　私の買いかぶり過ぎだったのか？

　そんな私の違い和わ感かんは、聞こえた蹄ひづめの音で頭の隅すみに追いやられた。

「…馬？　馬車、かな？」

　聞こえた方向に視線をやると、確かに馬車、しかもよく見慣れたものが此方こちらの方向に走って来ていた。

　いつもニカ様が乗っている、護衛が二人だけだからか王族が乗るには少々小さめな、だけど見るからに豪ごう華かな馬車だ。

　…何で、昨日の今日で？

　私は思わず一歩後あと退ずさる。急激に働いた第六感が、この後起こるだろう漠ばく然ぜんとした何かに警報を鳴らしていた。

　私は自分の思考が追いつくより先に、恐おそらく私の大だい嫌きらいな運命ってやつから逃にげる為ため、向かって来る馬車とは反対方向へと全力で走り出した。

　しかしもちろん人間の足では馬車とはいえ馬には敵かなわなかった。前世では走れた方だったけど、数分も経たてば追い付かれる。このままではまずいと、私は止やむを得ずあまり行った事のない狭せまい路地に入る為に一気に九十度走る方向を変え、馬車に背を向け──

　瞬間、腕うでを摑つかまれた。

「なぁ、何で逃げんの？　レディローズ」

　私は目を見開き、早はや鐘がねを打つ自分の心音を聞きながらゆっくりと振ふり返る。

　そこには、ニカ様の護衛の一人が冷めた目で私を見ながら腕を摑んでいた。

　馬車を見る。まだかなりのスピードで動いている馬車のドア部分は開いている。

　…まさか、飛び降りた？　でもドアはさっきまで開いていなかった。飛び降りられるタイミングは私が方向転換した瞬間だけだったと思う。という事は飛び降りてすぐ腕を摑んで来た事になるはずで…なのにあまりにも、私の腕を摑んだその動きは優やさし過ぎた。

　どんな身体能力と余よ裕ゆうを持っていたら、スピードの出た馬車から飛び降りてすぐのほぼゼロタイムで人の腕を優しく摑めるんだ。

「おいおいおい、らしくねぇぜ。そんな怯おびえた顔。あんたはもっといつも堂々と…って、それは俺の偏へん見けんか。とにかく逃げんなって。俺も逃のがさないのがオシゴトなんだよ」

　こいつは、何の話をしている？　私が堂々とした人物である偏見…？　それは、私が今まで演じて来た完かん璧ぺき令れい嬢じようレディローズのせい…？　それとも『救国のレディローズ』に登場する主人公の…？

「…今日は、随ずい分ぶんと饒じよう舌ぜつなんですね。いつもは無口だったと思いますが」

「あー、ま、あんたとはちょっと話してみたかったし？」

「単刀直入にお聞きします。あなたがエル？　それとも、」

　続けるはずだった言葉は、目の前の男からいきなり放たれた殺気により吞のみ込まざるを得なかった。

　いつもつまらなそうにしている目立った特とく徴ちようの無い男だと認にん識しきしていたのに、今その目は鋭するどく凶きよう暴ぼうに私を射い貫ぬき、それだけで攻こう撃げきされているような錯さつ覚かくに陥おちいる。

「おい、何であんたがそれを知ってんだよ。エル様の存在は機密事じ項こうで、そうでなきゃなんねぇのに…参ったな。どうするか。クソ、考えるのは俺の役じゃねぇのに。一いつ緒しよに飛び降りろよあの敬語野や郎ろう。ばーかばーかうんこ」

　見た目は物もの凄すごく怖こわいし殺気に私の脚あしは震ふるえているものの、最後の罵ば倒とうが小学生並みなせいでどんな反応及および対応をすればいいかわからず、私は途と方ほうに暮れた。

　動物のように唸うなり声を上げていた男は、ふと後ろを振り返り溜ため息を吐ついた。

「…ちっ、時間切れかよ。まあいい、この話はまた今度だ。いいな、エル様の事誰だれにも話すなよ」

　見れば、ちゃんと町の人に迷めい惑わくが掛かからないよう道の端はしに停とめられた馬車を降りたニカ様ともう一人の護衛が此方に向かって来ていた。さっきまでは逃げていたはずなのに私はむしろそれにほっとして、私を睨にらみ脅おどすように言って来た男へこくりと頷うなずく。

　急ぐように慌あわてて駆かけ寄って来たニカ様は、気き遣づかうみたいな態度で屈かがんで私を見る。眩まぶしい銀ぎん髪ぱつに、私は咄とつ嗟さに目を伏ふせた。

「すまない、怖がらせたか？　私もまだ時間があると思っていたんだがどうやら一刻を争うようでな」

　早口の謝罪と心配そうな表情に毒気を抜かれ、私は咄嗟に逃げたのが申し訳ない気持ちになった。…すみません、なんか嫌いやな予感がしたものでつい。

　どうやら昨日の今日で会いに来たのにはちゃんとした理由があるらしい。じゃあニカ様はエルじゃない？

　でも護衛の男がエルを知っていて口止めして来ているし、となると二人の主人のニカ様がエルと考えるのが妥だ当とうなわけで…。

　だけどニカ様が近づいて来たらエルの話を中断するって事は、ニカ様は関係ない？　それともエル本人にも聞かれちゃダメな、例えば独断で私を粛しゆく清せいするとかそういう類いの話の内容だった？

　あぁあ、訳わかんない！　結局どっちの確率もあるし、考えるのやめ！

「…えーと、もしかして昨日仰おつしやっていた本来のご用事のお話でいらっしゃったんですか？」

「そうだ」

　なら別に、そう警戒しなくていいか。内容に依よるけど。

　私はそっとさっきの護衛の男の一人に視線を移す。男はいつも通りの澄ました様子に戻もどりニカ様の後ろで黙だまって立っている。そうしているとやっぱり、この護衛ももう一人の護衛も一応護衛らしい格好はしているものの街頭に紛まぎれればわからなくなりそうな特徴の無さだ。護衛より暗殺者の方が向いていそうな奴やつ等らだと思う。

　そっちがそうならと、私も今は護衛の男を無視してニカ様に集中する事に決めた。

　用事の内容を問うようにニカ様の目を見る。…相変わらず美し過ぎるアイスブルーだ。あまり永くは見たくない。

　ニカ様は逡しゆん巡じゆんするように一いつ瞬しゆん目を伏せてから口を開く。

「フィー、リリアナと会ってやって欲しい」

　私はぽかんとして、次いでその真しん摯しな目から視線を逸そらし考えを巡めぐらせた。

　…いやいや、ニカ様がエルの正体にしてはちょっと直球過ぎやしませんかね？　そりゃリリちゃんと私を会わせるとエルは面おも白しろいだろうからそうなるように動くはずとは私も予想したけど、こんな直球で頼たのむ？　てかお願いって形なのはどうよ？

「それはそのえーと…」

「戸と惑まどうのは当然だ。だが、彼女の命が懸かかっている。無論君が断るなら無む理り強じいはしないが…」

　何この人、良心に訴うつたえかけて来ている？

　これ、私がエルの存在知らなかったらニカ様を疑う事もないので、事情がわからなくてもリリちゃんの為に！　と深く考えもせずにオーケーしかねなかったと思う。

　だけどちょっと待てよ。色々おかしいだろう。

「私とリリアナ様が会うのは立場上難しいと思いますが」

「場所は此方が秘ひ密みつ裏りに用意する」

「リリアナ様は療りよう養よう中と小耳に挟はさみました」

「恐らく君に会わないでいる方が今の彼女は危険だ」

「ちょっと意味が…命とか唐とう突とつ過ぎて、その何な故ぜリリアナ様は…」

「彼女は、さすがにあまりにも…君という存在に縛しばられ過ぎている。首が絞しまる程ほどに」

「え、と、どうも穏おだやかな表現じゃありませんが…婚こん約やく破は棄きの件をそこまで…？」

「それもだが、それ以前にもっと深くだ。君自身にはわからないのだろうな。だが彼女の気持ちは私にもわかる」

　全然わからない。リリちゃんが私に縛られている…？　婚約破棄の件ならまだわかるけど、それ以前にって…しかもニカ様も…？　だいたい私、リリちゃんとは今まで大して会話を交かわした事も…。リリちゃんが転生者で主人公枠わくの私に縛られているとか…いやだからそれならリリちゃんは婚約破棄の瞬間に私の言動がおかしいと気づいていないと変だし、ニカ様にもわかる話というのに説明がつかないし…。

　だいたいリリちゃんがエルにしては、あまりにも舞ぶ台たいのど真ん中に立っていてしかも話を聞く限りあんまり幸せそうじゃないようだから、どうにも違和感がある。たぶん彼女も私と同じでエルや運命に巻き込まれているだけじゃないだろうか。

「そもそもニカ様は、そんなに肩かた入いれする程リリアナ様を好きではなかったと記き憶おくしていますが…？」

　ニカ様は痛い所を突つかれたとでも思っているような苦々しい表情で口ごもった。

「……少し、情が湧わいた。彼女は私に似ている」

「わかりました、行きましょう」

　気づけば了りよう承しようの言葉が口を突いて出ていた。

　もしこれがニカ様かエルか誰かの思い通りで掌てのひらの上で運命だったとしても、リリちゃんがニカ様の言う通りに本当に死んでしまったとしたら、私は後こう悔かいしてもし切れない事になるんだから、結局最初から私に選せん択たく肢しは無い。今の問答はただせっかくだから聞きたい事を聞いただけだ。

　…というのは、真実ではあるけど言い訳でもあって。

　結局、ニカ様がお人ひと好よしな事を私は前世からというより今世の子どもの頃ころ一緒に過ごしたせい、またはお陰かげでよく知っていて、そんなニカ様に私は弱いんだよなぁ…はぁ…。




　そういえば馬車の中ってニカ様との事故チューイベントあるからって避さけて来ていなかったっけ？　と一瞬レディロのスチルが頭を過よぎったけど、ここまで来てそんな事を気にしている場合じゃない。私は大人しく紳しん士し的てきに差し出されたニカ様の手を取り馬車に乗り込んだ。

　まさか私がまた馬車に乗る機会が来ようとは。しかも自らの意志で。

　ニカ様と私を挟むようにニカ様の護衛二人が座る事になる為ため、さすがに少し狭い。元々座席部はゆったりした三人乗り用として作られたものなんだろう。

　私の隣となりに座った方の護衛は馬車から飛び降りエルの名前に反応した彼だったので少し緊きん張ちようしたけど、私が顔を見ても彼の方は視線を合わさないどころか私に微み塵じんも反応を示す事もなく徹てつ底ていして前だけを向いていた。

　…さすがエルと繫つながりのある人物。大した演技力だ。心の中だけで言っておくけど、私前世を含ふくめたらたぶんお前より年上だからな。前世の私の人生を懸けて演技力だけは負けないぞ。

「…それでニカ様、目的地が何処どこなのかは怖いので問いませんが、この道中の間でリリアナ様に何が起こり、何故彼女が私と話さなくてはいけなくなったのかをもう少しお聞きしたいのですが」

「ああ、そうだな。それを話すにはまずは…フィー、いやフェリシアだった頃の君が私や彼女からはどう見えていたのかを先に話さなければ──」

　ニカ様が非常に気になる話の途と中ちゆうでいきなり言葉を切った。気になったので隣のニカ様の顔を見上げると、目を見開いたその視線は私を通り越こしドア…いや馬車の外を見ていた。

　視線を追うと、そこにはちょうどナナちゃんとジャックさんが居て私がよく通っているあの教会があった。

　教会がどうしたのかともう一度ニカ様を見て、ニカ様の視線が教会からは少しずれた位置を見ている事に気付く。私は再度、今度はもっと正確にニカ様の視線の先を追った。

　…教会じゃない。見ているのは、その前に停まった…馬車？　何でこんな町に馬車が…あれ、この馬車前にもいつか何処かで見たような…？

「止めてくれ！」

　突とつ如じよ叫さけんだニカ様に、私は肩を跳はねさせる。馬車が急停止し、シートベルトなんてものがなく車よりよっぽど揺ゆれる馬車内が大きく揺れる。私は小さく悲鳴を上げ、馬車が止まった後も数秒ばくばくと煩うるさい胸を押さえていた。

　それから一体何がどうしたのかとニカ様を見上げる。ニカ様の視線は彷徨さまよい、何かを深く考え込んでいる様子だった。

「……」

「ニカ様？」

　私は答えてくれないニカ様に、もう一度、恐おそらくさっきまでニカ様が見ていた馬車を見た。

　…貴族のものではあるだろうけど、特別な感じはしない。少なくとも元私の家であったスワローズ家のものよりは劣おとる。公こう爵しやく以下の家が使うものであるのは間ま違ちがいないだろう。

　そりゃ、教会前にある事はおかしな感じがするけど、ジャックさんはたぶん貴族だしそうおかしな事ではない。

「イノシー家…リリアナの馬車だ」

「え？」

　私は目をかっぴらき、隣に座る護衛の男に感じていた多少の畏い怖ふも忘れて半ば彼を押し退のけるように馬車を見た。

　リリちゃんの…？　え？　何でそれが教会前に？　こんな所に何故貴族のリリちゃんが…しかもリリちゃんは療養中のはずで…？

「ニカ様が手配した、のでは無いんですよね？」

「ああ、何故此こ処こに…」

　様子から見てそうだろうとは思ったけど、やっぱりニカ様はリリちゃんがこの場所に来ているかもしれない事に関してはノータッチらしい。

　……なら、エルの仕し業わざ、か？

「…ちょっと私、行って来ます！」

「私も行こう」

　焦しよう燥そうに駆かられるままに宣言し返事を聞く前に飛び出そうとした私に、ニカ様も頷うなずいてくれた。正直今からエルと正面決戦というのもあり得る状じよう況きよう下な為、ニカ様も付いて来てくれる事に少しほっとする。

　護衛二人がするりと身軽に馬車を降りたのに続き、私とニカ様も馬車を降りる。馬車の位置からしてリリちゃんは教会に居るだろうと判断し、私は足を踏ふみ出そうと──した。

「聖女様…っ‼」

　教会の中からナナちゃんの悲痛な叫さけび声がし、思考が止まる。それだけならむしろ、すぐ我に返った私はナナちゃんが危ないと駆け出した事だろう。

　けれど驚おどろきはそれでは終わらない。

　まずその後すぐ、教会の窓が割れた。

　飛び出してきた覆ふく面めんの男の肩には、とても久しぶりに見たように思える、ぐったりとし目を閉じたリリちゃんが担かつがれていて。

「リリアナ様！　くそっ！」

　事態を理解する前にさらに教会の扉とびらから飛び出して苛いら立だたしげに声を荒あららげたのは、私が現在一番素すを出せる相手として大切にしているメルちゃんその人で。

　は？　え？　あ？

　人は驚き過ぎると思考も身体からだも固まってしまう。それは隣のニカ様も同様だった。

「っ、捕つかまえろ！」

　私より先に我に返ったらしいニカ様が覆面の男に対し自分の護衛二人を差し向ける指示を出した時には、足の速い覆面の男がリリちゃんの馬車に無理やり乗り込んだ後だった。

　もちろん完全に固まってしまい一いつ切さい何も出来なかった私にニカ様を責められる要素はまったくないし、何より覆面の男が窓を割って飛び出して馬車に乗り込むまでの間は十秒もなかった。とんだ早はや業わざだ。私がすぐ動けていたとしても何も出来なかった事は想像に易やすい。

「いやごめん、俺等馬じゃねぇしさすがに走り出した馬車は無理」

「動きはそこそこ手て練だれだったので金持ちに雇やとわれたプロでしょう。黒幕が誰だれかを突き止め本家に殴なぐり込みに行く方が建設的かと思いますよ」

　しかしもし、この淡たん々たんとした緊きん張ちよう感かんのかけらもなく自分達の主人にいっそ嘲あざ笑わらうような意味の言葉を吐はいた護衛二人がすぐ動いていたなら、防げたのではないか？

　ただのイフで、何も出来なかった自分を棚たなに上げた八つ当たりだ。わかっていたけど、その酷こく薄はくな態度に思わず私は護衛達を睨にらみつけた。

　それに、今のはエルの指示だからとこいつ等はわざと逃にがしたのかもしれない。

　私は自分が今取るべき行動を考える為、一ひと先まず自身の波立つ感情を落ち着かせようと俯うつむき目を閉じながら深呼吸した。

「フェリシアに、ニコラス様…？　いや、話聞いてる場合じゃねぇな。ニコラス様、リリアナ様を頼たのみます。俺はちょっと、護衛もやられちまったしナナの手当てと…一人捕とらえた奴やつを尋じん問もんして色々吐かせます」

　ナナちゃん、怪け我がをしているのか。どれぐらいの怪我なんだろう。酷ひどくないといいけど。というかメルちゃんのナナちゃんへのその呼び方、二人は知り合いなのか？　いやどうでもいい。それより、今は考えるべき事がある。

　…よし、頭が冴さえて来た。エルだろうが誰だろうが、絶対、犯人は赦ゆるさない。

　私は目を開けた。

　そしてその視界の隅すみにまた見知った相手を見つける。

「あれ、フィーじゃねぇか！　なあ、今こっちから来た馬車が様子おかしかったんだけど見たか？…って、んん？　は？　ニコラス・キャボット王子？　と、そっちは…」

「金きん融ゆうに精通するクラビット家の次期当主、メルヴィン・クラビット様です。…あまりよろしくない雰ふん囲い気きのようで」

「…ノラン・ガリオン様にゼロ・ヴォルフ様？　何な故ぜ隣りん国ごくの王子と公爵が此処に…」

　此処でノラとゼロが登場って、もういっそ笑えて来る。

　この大集合は明らかに作さく為い的てきだし、この中に澄すました顔で黒幕紛まぎれ込んでいそうだし、だけど今はそんな事さえ気にしていられない。

「ノラ！　馬車はそこの道曲がった後、どっち行った!?」

「あっち！」

「ありがとう！」

　さすが細かい事を考えないノラは、私の質問にすぐ答えてくれた。私はお礼を言って間かん髪はつ容いれずに走り出す。

　平民で良かった。貴族の履はく靴くつじゃ、速くも長くも走れない。

「フィー待て！　せめて馬車で、」

「走りながら方向を人に聞きたいんです！　この町で馬車は目立つから記き憶おくに留まりやすいし、私も此処で暮らして来た身ですからきっと皆みな教えてくれる！　ニカ様は別の方法でリリちゃんと犯人を捜さがしてください！」
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　私は振ふり返りもせずニカ様に叫んで言い残し、それから全力で走り出した。

　イノシー家の馬車の御ぎよ者しやが元から犯人の手の者なのか、それとも脅おどされ言う事を聞いているのかはわからない。

　だけど、リリちゃんが王宮から馬車でこの町まで来てからそう時間が経たっていないんだとしたら、大して休きゆう憩けいを取らずまた走らされる馬はそう長くは走れないだろう。無理やり走らせるにしてもパフォーマンスは落ちるに違ちがいない。

　だったら、途と中ちゆうで乗り換かえるか休憩を挟はさむ、もしくはリリちゃんを連れて行こうとしている場所は近いのかもしれない。仲間が他ほかの馬や馬車と待機していて合流ポイントで乗り換えるつもりならほぼお手上げだけど、休憩するか乗り換え場所が近いんだとしたら私が追う事には意味がある。

　馬車に乗りたいのは山々だけど、馬車の中から外に声をかけても答えてくれる人は少なそうだから仕方ない。周りからは馬車から降りもしないどころか走るのを止めもしないのにものを尋たずねて来る貴族様にしか見えないだろうし。

　前世でお兄ちゃんに幼い頃ころからしょっちゅう走らされていた私は、こと走るに関しては得意分野だ。…いくら速くても、速くなった理由が理由なせいで走るのはあまり好きじゃないけど。死ぬ直前も、私はお兄ちゃんに逆らえず注意力散さん漫まん状態で走っていてその末に事故に遭あったわけだし。

　だけど私の走りは、数字で言えば千五百メートルのタイムだと確か四分三十二秒。高校時代は女子の中では学校一速かった。今世ではほぼ走っていないし筋肉量も落ちている上に馬との追いかけっこなら絶望的だけど、馬車ならだいぶ速度は落ちる。

　ニカ様の馬車との追いかけっこの時は数分で追いつかれてしまったけど、今回の場合は馬車を見た人の記憶が消える程ほどに距きよ離りの差がつかない限り希望は続く。

　絶対逃がさない。

　元からヒロインになってやる気は無いんだから、私は次期王おう妃ひ様を助けるヒーローになってやる。そして速すみやかに隠いん居きよ平民生活だ！




　道行く人という人にリリちゃんを連れ去った馬車の行方ゆくえを聞いて走り続ける事二十分。

　さすがに二十分も走ると、景色も段々と知らないものとなって来た。もし隙すきを突ついて助け出せたとしても土と地ち勘かんの無い場所でリリちゃんを連れて逃げ出せるかわからない。だいたい馬車の行方だけ聞きながら一心不乱に追って来たから帰り道も曖あい昧まいだ。

　息を切らしながら横目で住所の書いてある張り紙を見つけ、ちらっと見る。

　──思わず私は足を止めた。

「…此こ処こ、って、」

　死角から後頭部をぶん殴られたような感覚だ。私は思わず空笑いした。

　成る程、そうか。『待っています』ああ…。

　私が来ざるを得ない状じよう況きようにするから、この住所に来てねと、そういう意味だったか。ふざけている。

　私は怒いかりに任せて握にぎり潰つぶさないようにと一度深呼吸してからバッグの中に手を突っ込み、朝家の前に置かれていた手紙を取り出した。

　手紙を開き書かれている住所を見ると、案の定此処からそう遠くない。この辺りの事には詳くわしくないけど、完全にこのまま進めば着きそうな住所だ。

　こんな事なら大人しく馬車で追いかけた方が利口だったかもしれない。…いや。

「…誰も信用出来ないんだから、むしろ一人で良かったのかも」

　あの中に内心私をせせら笑っている犯人が居た確率は高いだろう。手紙の住所までは地図が無いので道は怪あやしいが、道すがら住所の書かれたものを見たり人に聞いたりしながら行けば徒歩でも問題なく辿り着けそうだ。

　私はもう一度深呼吸してから、また走り出した。まさかエルがこのお膳ぜん立だてをふいにするようにリリちゃんに乱暴を働いているとは思えないけど、リリちゃんが目覚めていたとしたら誘ゆう拐かいされて不安じゃない訳がない。大して仲良くもないどころかリリちゃんからしたら嫌きらっている、微び妙みようで複雑な関係の私が行って安心出来るかはわからないけど、少なくとも周り全員敵よりは私が居た方がまだ気持ち的にマシだろう。

　……私ってリリちゃんに甘いよなぁ。いや、リリちゃんをもっと幸せに出来る方法を最初から知っていたのにそれを選ばず、全部押し付けて逃にげた負い目も理由の一つではあるけど。

　疲つかれ切った身体からだから意識を逸そらす為ためにも色々な事を考える。

　そういえば、偶ぐう然ぜんにも私は今パンを持っている。出かける前にバッグに入れたはずだ。運命を変える魔ま法ほうの食べ物。うん、思い込みだろうと少しは気が楽になるものだ。

　思えば、今までパンにはたくさん助けられたものだ。まさか私にとってこんなにも重要なものになるとは思ってもみなかった。何度この子に助けられて来ただろう。無事帰れたらパンを讃たたえるパーティーでも開──

　ふと、思い出した。

　見た事のある回数は少ない。けど。手紙の字は、私の知っている誰だれかの字と癖くせが似ていなかったか…？

　人の字なんてそうそう記憶は出来ない。間違っているかもしれない。間違っているんだったらいい。…間違っていて欲しい。

　だってもし、あの人が本当にエルでリリちゃんを連れ去った人物なのだとしたら──

　手紙に書かれた住所が示すやがて私が辿たどり着いた場所は、貴族の別べつ荘そうらしく大きな三階建ての屋や敷しきだった。その門は不自然にも、お好きにお入りくださいと私に言っているように開け放たれている。

　…馬を休憩させる場所なんかではなく、見るからに敵の本ほん拠きよ地ちだ。しかも手紙の通り相手は私を準備万ばん端たんで待ち構えている。

　対する私は武器の一つも持っていなければ、ちょっと走るのが速いだけで体術だって出来ない。しかも三十分も全力疾しつ走そうして来たせいで体力的意味では既すでにボロボロだ。

　…これ私に勝てる要素あるんだろうか？

　だからと言って行かない選せん択たく肢しなんて、最初から無いけど。

　私は屋敷を睨にらみ据すえ、〝レディローズ〟の顔で足を踏ふみ出した。

　私は、完かん璧ぺき令れい嬢じようレディローズ。貴族の中でも一線を画した令嬢達の憧あこがれの存在。強く気高く美しい、容易たやすく折れない薔ば薇らだ。

　弱音は終わり。絶対勝って私の運命を切り開く。

　屋敷のドアもやはりと言うべきか鍵かぎなんて掛かかっていなくて、少し重いが簡単に開く事が出来た。

　この大広間には視線の先真っ直すぐ正面の場所、二つの柱に挟まるような形で一つドアがあり、左右両りよう脇わきには広い廊ろう下かが続いている。また、大広間の左右斜ななめ前方には階段があり二階へと繫つながっているようだ。

　…この広い屋敷で何処どこに向かうべきか、と私は頭を働かせる。

　ゲーム的に考えるとボスは最上階の一番奥の扉とびらの先に居るものだ。もしくは地下。…でもこれ、ＲＰＧじゃなくて乙おと女めゲームなんだよなぁ。まあ、まずは上かな。一階の小部屋に居るとは思えないし。

　考えが纏まとまり階段へと向かおうとした私だったけど、耳が、何かを落としたようなカタンという音を捉とらえた。

　次いで、カンカンコンというリズミカルな音と共に小さな何かが私の足あし下もとまで転がって来る。要するにそれは階段から転がり落ちて来たのだ。

　その物質の正体を警けい戒かいし注視していた私は、それが何なのかに気付いた瞬しゆん間かん目を見開いた。

「……金きん猫ねこ」

　親指程度の大きさの小さな金色猫の、ガラス細工。

　レディロのキャラクターは皆、ファミリーネームに動物の名前が組み込まれている。その中でも、猫を組み込んでいるキャボットの姓せいのキャラクターは二人居るから…公式グッズで、彼等は金猫と銀猫に分けられていた。

　だから、私は昔…子どもの頃に、悩なやむのが面めん倒どうだからという酷ひどいかつ安易な考えで、お守りにとこれをプレゼントした。

　見上げた先、階段の上にはやっぱり、金色の髪かみを持つ見た目からしてまさに王子様な乙女ゲーム『救国のレディローズ』におけるメインヒーロー様が居た。

「…フェリ、シア」

「お久しぶり、です…セス・キャボット…様？」

　苦々しい表情で私を見下ろす彼に、混乱しなかったといえばもちろん噓うそだ。エルかどうかはさておき、此処に俺様殿でん下かが居るだなんて考えてもみなかったから。

　昔、いや私が婚こん約やく破は棄きする前だったら間違いなく自分から動く事はなく、私から近づいて行かない限りは階段上から私を見下ろしたこの状況のまま話を始めたであろう何様俺様殿下様なセス様だったけど、今の彼はなんと自ら階段を下りて来て私の前に立った。

　彼にも私と会っていない間に何か心境の変化でもあったんだろうか？　もしかしたらリリちゃんが俺様殿下を精神的に成長させてくれたのかもしれない。

「フェリシア…じゃなくてフィーか。あだ名で呼ぶような気分だな」

「……何な故ぜ、私の今の名前がフィーだと知っていらっしゃるのですか？」

　私が新しい名前を決めてから、私は一度だって俺様殿下と会った事がない。兄であるニカ様から聞いたんだろうか。それとも。

　私の問いに、俺様殿下は最初階段上に居た時と同じ苦々しい顔をした。何かを隠かくしているような、触ふれて欲しくない事に触れられたような。

「どうでもいいだろ、そんなの。俺に知られちゃ何かまずかったのか？」

「いえ決してそんな事は…」

　…やっぱりこいつ、あんまり変わっていないかもしれない。この自分の基準で物事を判断しそれに従うよう威い圧あつして言う事を聞かせようとして来るところ、全然変わってないや。

　ノラは冗じよう談だん交じりだしノリが軽いからいいけど、こいつは冗談抜ぬきで人は自分の思い通りに動いて当然と思っているからタチ悪いんだよね…。

　そもそも、私はこいつとこんな話をしたいんじゃない。話していてもどうせ私がイライラするだけだ。だからさっさと此処に居る理由や目的を聞き出したいんだけど…明らかに私だけじゃなく俺様殿下も不ふ機き嫌げんになっているからな。ソフトな話題で場を少し和なごませてから質問するのが妥だ当とうか。

　リリちゃんの事はもちろん心配だけど、この場で意味ありげに登場した俺様殿下をガン無視して先に進むのはさすがに無理だ。

「セス様、まだこのお守り持っていてくださったのですね」

　私は見るからに空気を和ませてくれそうな、ついさっき階段から転がり落ちて来て今は私の手の中にある金猫のガラス細工を話の引き合いに出してみた。

　なのに俺様殿下はまた苦々しい顔をする。何。何なんだよ、さっきから。いつもの自信に満ちたお前はどうした。

「お前に返そうと思って、持って来ただけだ」

　わざわざ子どもの頃ころのちょっとしたプレゼントを…？　しかもそれって裏を返せば、私がこの場所に来るのを知っていて俺様殿下も此こ処こに来たって事だよね？

　さっきから私への言葉がつっけんどんなのは、まあ、私と俺様殿下の前の立場と今の立場を考えれば当然だ。それどころかもっと冷たい扱あつかいを受けてもおかしくないだろう。

　だけど、何だろう…やっぱり俺様殿下の私への態度には違い和わ感かんを覚える。

「…一応、お聞きします。貴方あなたはエルですか？」

「……エル？　予言士のか？　何故お前がそれを…いや…エルに接せつ触しよくされたのか？」

　違ちがうらしい。

　…ん？　待てよ？　エルの顔は陛下ぐらいしか知らないんじゃないかってノラが言っていたけど、俺様殿下はもしかしてエルの事を結構知っているのか？…次期国王として考えると、確かに陛下の次に知っている立場でもおかしくはない存在だ。

　そこから考え、今の発言も演技じゃないとすると…エルは、俺様殿下と私が婚約している間には、少なくとも彼の前で私と接触した事は無かった…？

　……ならニカ様は候補から外れるな。

「エルに接触は、間接的にはされていると思いますわ。恐おそらく私を此処に呼び出したのもエルでしょうし、リリアナ様を攫さらったのも、」

「待て」

　話を険しい顔で遮さえぎられたので、私も大人しく言葉を止め俺様殿下の発言を待つ。この殺さつ伐ばつとした時になんだけど、何だか昔を思い出してしまう。私達の間では、発言はいつだって俺様殿下の方が優先されていた。

「…エルが、お前を此処に？」

「いえ正確にはエルとは限りませんが…。この手紙が家の前に置かれていまして、それからリリアナ様が攫われたのを追いかけるうち、住所が近い事から此処に居る確率が高いと考え私は参りました」

　手紙を俺様殿下に手て渡わたすと、それを読んだ俺様殿下の顔がさらに険しくなった。

「リリアナは、自室で療りよう養ようしているはずだが？」

「それは私には何とも…ですが教会前に停とまっていた馬車はリリアナ様のものでしたし、呼び出されたにしろ町の教会までは自らの意志で来たものだと私は思っていますわ」

　俺様殿下の言葉を信じるなら、俺様殿下はリリちゃんが教会まで来ていた事からして知らなかったらしい。…婚約者なのに、知らないって。いくら何でも殿下の婚約者なんだから、それぐらい立場を弁わきまえてリリちゃんも伝えてから出て来そうなものだけど。

　…ああ、でもそういえばリリちゃんと俺様殿下は不仲という説が噂うわさとして流れて来ていたな。あれはかなり事実に近かったのかもしれない。

「女の考えている事はわからん」

　私があれこれ推察していると、俺様殿下が手紙を突つっ返しながら溜ため息を吐つき愚ぐ痴ちのような言葉を零こぼした。私は肩かたを竦すくめる。

「男も大たい概がいだと思いますけど…」

「男はわかりやすいだろ」

「わかりませんよ。今現在、セス様のお考えも私にはさっぱりですわ」

　そう、違和感の正体はそれだ。こいつの態度がさっきから妙みように私に対し気安い。私がいじめなんてしている性しよう悪わる女だったから俺様殿下は婚約破棄を突き付けたはずだ。そしていじめられていた側のリリちゃんと現在婚約している。

　となると、やっぱり私に対しもっと冷たくなければおかしいし、実は全部わかっているならそれはそれで立場上私に謝れないまでももっと何かアクションを起こして来るだろう。こいつは本当に何を考えているんだ？

　俺様殿下はまたも苦い顔をする。その表情の意味が私にはさっぱりわからない。

「お前は…いや、だったら一生知らずに生きて行け」

　結局突き放されて、立場上私はそれ以上の事を聞く事も出来ない。もやもやする。

「リリアナが攫われているんだったな。早く助けに行くぞ」

「はい…あの、時にセス様はどうしてこんな所にいらっしゃったのですか？　護衛も連れていらっしゃらないように見えますし…」

「ただの誰だれかの悪戯いたずらだ」

　既すでに頭を切り替かえてしまったような俺様殿下が私をリードし始め、誰かの悪戯なんて私が納なつ得とく出来るはずもない理由で話を切られる。

　私の疑問をまったく解消してくれない俺様殿下は、もう前だけを見ている。私は小さく聞こえないように溜め息だけ吐いて、今はリリちゃん奪だつ還かんに集中する事にした。全部終わってからもう一度聞いてみよう。…教えてくれんのかな、こいつ。

「…とりあえず、上階を捜さがそうと考えているのですが」

「ああ、一刻も早く見つけ出すぞ」

　私の事はいまいち気にしてくれないし会話をすると苛いら立だつとはいえ、真っ直すぐに目的の為ために突き進む姿は…まあ一応頼たよりにはなるだろう。見た目はいかにもな王子様だから様になっているし。そこそこは強いはずだ。一いつ緒しよに行動しておきながら王子様に怪け我がさせる訳にはいかない辺りが難しいけど。

「目的が何であれ、俺の婚約者を攫った時点で死し刑けいだ」

　真ま面じ目めな顔で階段を上って行く俺様殿でん下かの背中を見ながら私は、こいつのこういう所は格好良いんだよな、と微び妙みような気分になりながら後に続いた。

　あくまでレディロのメインヒーローは俺様殿下だ。ゲームのパッケージでも中央に大きく顔が載のっているしシナリオのボリュームもある。私が俺様嫌ぎらいフィルターを通して見ているせいで余計嫌いやな奴やつに思えるだけなんだろうし、引っ張って行ってはくれるタイプだから自分勝手さを許したまに矯きよう正せいしながらも支えてあげられる人ならいいお相手だと思いますよ。愛情深いし。まあ、私はごめんだけど。

　そうして私と俺様殿下が屋や敷しきの二階へと上ると、またも開けた構造の大広間に出た。そこからは探すまでもなく、すぐ隣となりに三階へと上がる階段も見つけられた。

　でも、私はそのまま階段を上って行こうとは思わなかった。

　二階大広間に備え付けられているソファーに座り、私のよく知る人物が此方こちらを見ていたからだ。

「…字の些さ細さいな癖くせに微かすかに見覚えがありましたから、そうではないかとは思っていました」

　私の言葉に、彼は少し目を見開く。私も我ながら確かに、よく覚えていたものだとは思った。だって同じ屋敷に住んでいたにも拘かかわらず私が避さけていたせいで彼と私はほとんど会話さえ交かわして来なかったから。

「ですが、あなたでなければいいとも思っていましたよ。シェド」

　睨にらみつけた先、私の元義理の弟シェドは、私を見ると無表情のまましかし目だけほんの僅わずかに嬉うれしそうに細めた。
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　平民の暮らす町中を、貴族の馬車が二台前後続いて走る。町民はそれに何事かと眉まゆを顰ひそめながら顔を上げ視線を向け、だがそこから聞こえる声に気付くと表情を和やわらげた。

「八百屋のおばちゃーん！　あのね、馬車見なかった!?　十分ぐらい前！　どっち行ったかわかるー!?」

「あっちに行ったよ！」

「ありがとー！」

「何の遊びか知らないけど、ナナちゃん怪我すんじゃないよ！」

「うん！」

　前を行く馬車の開けた窓から響ひびき渡わたる聞き慣れた修道女のナンシーの声に、町の誰もが快く言葉を返す。それに前方の馬車の持ち主であるメルヴィンは舌を巻いた。

「ナナは本当に人気があるんだな…俺の馬車からなのに全員簡単に答えてるぞ」

「人に優やさしく生きてますからね！　まだまだ天国に行くには、足りないんですけど！…あ、商人のおじさーん！」

　メルヴィンはナンシーの返答に憐あわれみを覚えながらも、今この状じよう況きようで時間をかけずにリリアナの行方ゆくえを捜すにはこれ以上に最適なやり方は無いと考えていた。

　ナンシーはフィーよりもこの町で暮らして来た時間が長く、また彼女の生き方の功績により町民からの信しん頼らいが非常に大きい。故ゆえに、フィーには出来なかった馬車を使った方法で後を追う事が可能となっていた。

　また新たな町民に声をかけ始めたナンシーに、この馬車に乗っているにはナンシーよりさらにイレギュラーと言える隣りん国ごく王子であるノランは笑い声を洩もらした。それにもう一人のイレギュラー、側近のゼロは訝いぶかしげな視線で笑いの意味を問う。

「フィーといい、この国の平民は面おも白しれぇよな。さっきまで頭殴なぐられて気絶してた女とは思えねぇ。超ちようタフ」

「二人共一いつ般ぱん的てきな平民じゃないと思いますよ。絶対」

「にしても馬車が狭せまいな」

「そうですね。ノラン様には相応ふさわしくない馬車です」

　二人の会話を聞きながらメルヴィンは心底、だったら降りろよと思った。彼の立場上言うわけにはいかなかったが。

　そもそもメルヴィンがこの二人を乗せる事になった理由も酷ひどいものだった。ノランが迎むかえの時間になるまで馬車を呼べないがどうしてもフィーの後を追いたがり、馬車に乗せてくれないなら走って追いかけると本人としてはただ本気でそのつもりなだけの宣言をし、そんな事を許せるはずもないゼロがメルヴィンに向けて乗せなかったら殺すとばかりに睨んだのだ。公こう爵しやくの中でも権限の強い一族のメルヴィンとはいえ、実質彼に選せん択たく肢しは無く脅おどしに屈くつするしかなかった。お陰かげで馬車に乗れる人数が限られメルヴィンの護衛は一人しか乗せられなかったのだから、彼は見事に貧びん乏ぼうくじを引かされている。

　フィーの知り合いで町には遊びに来ただけだと言うノランとゼロに、メルヴィンはあの女碌ろくな知り合い居ねぇなと内心脱だつ力りよくしながらも、どうせこの状況が変えられないならと、ナンシー相手にはしても無む駄だだろう話をする事にした。メルヴィンは上半身を傾かたむけて首を後ろに回し、後方に続く馬車を見て目を細める。

「ノラン様、ニコラス様の護衛二人についてどう思います？」

「どうって？」

「…俺には、国に雇やとわれている立場でありながら次期王おう妃ひが目の前で誘ゆう拐かいされたというのに、いくら何でもあの毅き然ぜんとし過ぎている様子は…まるで事前にこうなる事を知っていたように見えまして…」

「へぇ、俺はただどうでもいいだけに見えたけどな。それより強そうだし是ぜ非ひ剣けんを交えてみてぇと思ってた」

「相談相手を間ま違ちがえましたね、メルヴィン様」

「恐おそれながら正直俺も今そう思いました」

　ノランの返答から、戦せん闘とう狂きようで裏事情はほぼ考えず見たままありのままで感情的に思考し行動するという本質を多少垣かい間ま見みたメルヴィンは肩かたを落とし、今度は肩を竦すくめているゼロの方に向き直った。ゼロもメルヴィンに頷うなずく。

　ゼロもメルヴィンに言われずとも、ニコラスの護衛達には元より思うところがあった。

「私も彼等には不ふ審しん感かんを抱いだきました。リリアナ様の捜そう索さくを出来る術すべでも持っているようでありながら、業務外だからと王族相手に命令をあっさり断ったあの態度はおかし過ぎます。あれで不審感を抱いていないノラン様の方がいっそおかしいです」

「おいゼロ。おい」

「俺、あの二人の事は前々から知っています。国の秘密兵器…双そう璧へきの死神です。そもそも俺には、彼等が何な故ぜニコラス様個人の護衛を引き受けているのかからして疑問でして…何か企たくらみのようなものがあるのではと、正直勘かん繰ぐっています」

「死神？　へぇ、あの身のこなし只ただ者ものじゃねぇとは思ってたが、国の秘密兵器か…。…なんかそれエルみてぇだな」

　愉たのしそうに彼等との戦せん闘とうを夢想したノランだったが、ふと類るい似じした人物像が思い浮うかんだのでその考えをそのまま口にした。そんなノランにゼロが冷や汗あせをかく。ノランは気軽に口にするが、エルの名はあくまで国家的重要機密である。

　聞かなかったことにして欲しいというゼロの願いは届かず、メルヴィンはノランの発言に素す直なおに疑問を抱いた。

「エル？」

「ノラン様の鳴き声のようなものです。スルーしてください」

「おいゼロ、もっとマシな誤ご魔ま化かし方無かったのか？　つーかそれ誤魔化せてねぇぞ。おい」

　メルヴィンはこの話を聞いたら面めん倒どう事ごとに巻き込まれそうだとは思いつつも、自分自身の性質を抑おさえられず追及の為ために口を開く。メルヴィンは人間の感情、行動理念を知る事に常に貪どん欲よくだ。今の場合においては、何故ゼロがそうも焦あせっているのかが非常に気になっていた。無論、エルの正体も。

　しかしメルヴィンが声を発する前に、彼は思わぬ人物に邪じや魔まされる事となる。

「ちょっとメル様も格好良い人も側近さんも煩うるさいので黙だまってもらえますか？　周りの声が聞き取り辛づらいです」

　片かた頰ほおを膨ふくらませ正論を言うナンシーに、メルヴィンは思わず表情を強こわ張ばらせた。その理由は彼の好こう奇き心しんが潰つぶされたからではない。ノランとゼロの立場も知らず、いっそ二人の名前さえ覚えていないだろうと思われる旧知の少女が、そんな無礼な発言を放ってしまった事とノランとゼロの反応を恐れ焦っているのだ。

　隣国のとはいえ王子が平民一人の首を刎はねるのに、理由なんて些さ細さいなもので、いっそ存在しなかったとしても充じゆう分ぶんまかり通る世だからこそ。

「お前…俺はまだしもこの方々を誰だれだと…」

「俺はむしろ平民にこんな態度取られるとか新しん鮮せん過ぎて面白ぇけど。格好良い人って言われて悪い気しねぇし」

「ノラン様がいいなら私も問題ありません」

「ああ…そですか…」

　メルヴィンはノランの心の広さにほっと胸を撫なで下ろした。ついでにナンシーが気絶から目を覚まし丁度その時に顔を覗のぞき込んでいたノランに向け、咄とつ嗟さに叫さけんだ第一印象の言葉が格好良い人で良かったと思った。これが罵ば倒とうの意味の言葉だったら確かに笑えない状況となっただろう。ノランはともかくとして、ゼロの手により。

　メルヴィンは赤あか髪がみに目つきの悪い三白眼を備えたノランの顔を盗ぬすみ見て思う。自分なら絶対怖こわっ！　と叫んでいただろうなと。
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　メルヴィン達の乗る馬車から少しだけ離はなれ、その後を追う馬車。

　ニコラスは己おのれの中で引っ掛かかっている様々な情報を整理する事に集中していた。しかし、まるでその思考を遮さえぎるように隣となりから声をかけられる。

「ニコラス様」

　タメ口で話す護衛からの呼びかけに、ニコラスは彼の方を見る。

　ニコラスは、今自分が考えていた事は非常に重要な事だと自覚している。だが、タメ口の護衛の言葉を無視する選択肢はなかった。

「告白するならさっさとしちゃった方がいいと思うぜ」

「…どうした？」

　ニコラスの疑問での返答は、この護衛達が今まで彼の私的な事にはほぼ意見を言って来る事が無かった事に由ゆ縁えんする。しかも、どうでもいい話ではなく大切な決定についての進言をして来たのだから尚なお更さらだ。

　タメ口の護衛は肩を竦めた。

「別にぃ？　ただの良心、みたいなぁ？」

　間延びした口調は聞くもののほとんどを苛いら立だたせるようなふざけたものだったが、ニコラスは神しん妙みような顔をした。

「早く私が言っておかなければ後こう悔かいする何かが、この先起こるという事か」

「さぁ、俺は知らねぇけど」

　詳くわしくは。と心の中でだけ続けて呟つぶやいたタメ口の護衛は、エルにも誰にも、これから起こる何かを少なくとも直接聞いてはいない。ただ今起こっている事の状じよう況きようを判断して、きっとこういう事なのだろうという真理に気付き、そして出来るだけエルの為になるようにと進んで勝手に行動しているだけだ。無論、彼と対ついを成す敬語の護衛も同様に。

「告白、と言われてもな…何の告白だ？」

「いや愛だろ。そっちの真面目君じゃなく俺がする助言なんだぞ？　わかれよ」

　タメ口の護衛の胡う乱ろんな視線にニコラスは目を瞬またたいた。

「私が誰を好きなのか、お前達は気づいていたのか…？」

「正気か？」

「あれだけ好意丸出しで気づいていないだろうと思われる程ほど、我々は鈍どん感かんに見えると？　癪しやくですね」

　いっそ本当に心配そうに聞くタメ口の護衛と、先程までは果か敢かんせずで黙り込んでいたのに思わず口を挟はさんだ敬語の護衛の言葉に、ニコラスは噓うそではなさそうだと納なつ得とくした。

「しかし本人はまったく気付いていなさそうだが」

「鈍感なんじゃねぇの？」

「違ちがいますよ。あれは気付いていないというより──」

　きょとんと自分を見るタメ口の護衛とニコラスの視線に気付いた敬語の護衛は口を噤つぐんだ。自分の気付いている事は他ほかの誰も気付いていない事なのだとわかったからだ。

　敬語の護衛はフィー・クロウ、そしてフェリシア・スワローズに関して、人より少しという程度ではなくあまりにも、知り過ぎている。

　フィーがフェリシアの名だったまだ七歳の頃ころ、敬語の護衛は彼女について個人的に調べた事があった。調べた理由は割かつ愛あいするが、故ゆえに敬語の護衛はフェリシア・スワローズの事を知識としてよく知っている。それは本人だけが知らず周りはよく理解しているフェリシア自身の勘かん違ちがいから、敬語の護衛以外は誰も気付いていないであろう事まで。

　その結果、別段知りたくもなかったのだが、敬語の護衛にはフィーのニコラスへの接し方考え方誤魔化し方欺あざむき方…その理由や心情の全すべてが全て、お見通しとなっていた。

　敬語の護衛は、フィーは本来ニコラスの好意に気付かない程鈍感ではないと考えている。しかしフィーの態度は気付いている時のものではない。そこから導き出される敬語の護衛の推察する彼女の矛む盾じゆんの理由…それは、恐おそらく自己暗示だ。

　フィーは、周りを騙だましているだけではなく自分さえ騙している。しかも自覚的にではなく無自覚に、気付いていないふりをしている。圧あつ倒とう的てきな思い込みの力だ。まるで過去に深い絶望から逃とう避ひする為に得た自己防衛本能のような。無論、敬語の護衛が調べた彼女の来歴からはそんな壮そう絶ぜつな過去は垣かい間ま見みえなかったのだが。しいて言うなら酷ひどい両親だとは思ったが、フィーは勘かん当どうされるその日まで彼等とも当たり障さわりなく暮らしていたようだったので、何な故ぜそんな事を当たり前にフィーがしているかだけは結局わかっていない。

　しかしさて、敬語の護衛はこれだけの情報を持ってはいるが、彼は自分の持っている情報をほいほい明け渡わたすような優やさしい性格ではない。

「いえ、何でもありません。恋れん愛あい事ごとは本人達だけでやってください。相棒、あなたもあまり首を突つっ込みませんように」

「へーへー」

　タメ口の護衛は自分と違い根が優しい。ニコラスにも誰にも助言をしてあげる気の無い敬語の護衛は、称しよう賛さんでも何でもなくただの事実としてそう思った。

　口に出しはしないが、敬語の護衛とてニコラスが告白をするのなら、ニコラスがこの事件の縮図、己の置かれた立場と取るべき行動を理解する前にするべきだと思っている。あらゆる事の真相もフィーの過あやまちも、明かされなかったとしてハッピーエンドには出来るのだから。

　どうせ誰もかれもいくら足あ搔がこうが苦しもうが運命は変えられず、妥だ協きようして奴ど隷れいのように生きるしかないのだから。知らないで済むのは幸せな事なのだと、敬語の護衛は考える。




　二台の馬車は走る。屋や敷しきはもう近い。










　あとがき




　この度たびは『レディローズは平民になりたい』をお読み頂き、ありがとうございます。作者のこおりあめと申します。

　レディローズは恋愛小説というにはギャグと推理成分の強過ぎるお話だと思うのですが、そこを含ふくめてお楽しみ頂けていると幸いです。

　なんて当たり障りないお話だけではつまらないでしょうし文字数も余りますので、少しだけ裏話でも書かせて頂こうかと思います。あとがきを先に読むタイプの人でも、第１章までの序じよ盤ばんでわかる主人公の話しかしないので大だい丈じよう夫ぶです。

　この小説を書くにあたり、私が最初に考えたのは主人公の設定でした。外見と性格にギャップのある主人公を書きたいと思い、何を考えているかわからない完かん璧ぺきで美人な外見と、ポジティブでノーテンキで大たい概がい体育会系な性格を、類たぐい稀まれなる演技力により融ゆう合ごうさせました。

　そしてその結果何故かパンを信しん仰こうし始めました。何故でしょう。そこは私にもちょっと理解出来ていません。

　文字数がいい感じになったので真ま面じ目めな話に戻もどります。

　今からまさに事件の真相が明かされる！　というところでつづく仕様にしてしまい申し訳ありません。一度、真相の予想をしてみてくださると嬉うれしいです。

　では最後に、この本に携たずさわってくださった皆みな様さまにこの場を借りて再度お礼を書かせて頂こうと思います。

　イラストを担当してくださったひだかなみさん、キャラクターのラフ絵を頂いた瞬しゆん間かんからファンになりました。これを書いている時点では表紙や挿さし絵えはまだ見られていないのですが、美しく、動きがあり、キャラクターの魅み力りよくを引き出す素す敵てきなイラストをありがとうございます。

　本についての知識がまるで無い私に色々な事を親切に優しく教えてくださった担当様、本当に私の担当様があなた様で良かったと心より思っております。ありがとうございます。

　この小説を本にしてくださる事をご決定くださったビーンズ文庫の皆様、そしてこの本に携わってくださった全ての皆様に感謝致いたします。

　そして何より、今これをお読み頂いている読者の皆様、ありがとうございます。

　それでは、またどこかでお会い出来る事を願って。





こおりあめ


















カバー・本文イラスト／ひだかなみ

デザイン／伸童舎










レディローズは平へい民みんになりたい








こおりあめ
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